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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　森沢晴行
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「──よし、いくわよっ！」


　言って、駆かる真まは手にしたステッキの柄えを、力強く握にぎり直した。


　柄の先は可愛かわいらしいハート形になっており、そこから、天使の羽のような形をしたパーツが広がっている。


　休日の朝テレビでやっている女児向け番組の主人公が持っていそうな、もっと言ってしまえばデパートの玩がん具ぐ売場で三千九百八十苑えんくらいで売っていそうな、安やす普ぶ請しんなデザインのステッキである。


　とはいえそれを握る駆真の姿には、あまり違い和わ感かんが見受けられなかった。


　年の頃は十二歳くらいだろうか、胸部、腹部、臀部と続くラインは限りなくなだらかで起伏がなく、そこから伸びる手足も見るからにぷにぷにで頼りない。


　背せ伸のびしたがる年とし頃ごろとはいえ、まだこのような玩具ではしゃいでいてもギリギリ社会的に許されそうな年ねん齢れいではあった。


　しかし一点だけ、その幼さの残る顔立ちに似合わないものがあった。顔の中央に爛らん々らんと光る、明確な意志の力に裏打ちされた血ち色いろの目である。


　駆真は大きく息を吸い込むと、元気よく叫さけびを上げた。





「キャンキャンキャンディ☆ロリぽっぷん！


　みるきータッチで、スウィートちぇ～んじっ！」





　そんなかけ声とともに、駆真はステッキをくるくると回し、二、三ポーズを取ってから、身体からだの上に掲かかげてみせる。


　するとステッキのハート部分から目ま映ばゆい光が溢あふれ、駆真を包み込んだ。


　次いで、何故なぜか駆真の身に纏まとっていた衣服が、上から順にパン、パン、と弾はじけるように消失していく。


　しかしながら、そこですかさずステッキから光の帯のようなものが伸び、駆真の胸むな元もとと下腹部を絶ぜつ妙みようなタイミングで覆おおい隠かくした。


　ちなみにその間中、どういう仕組みになっているのか、ステッキの中心部分から、ちゃー、ちゃー、ちゃららちゃー、と、やたらファンシーなＢＧＭが流れている。ただ如何いかんせん音源が小さすぎるため、安っぽい感じがどうしても拭ぬぐいきれなかった。


　と、今度は駆真の身体がふわりと宙に浮うき、先ほどの光が身体中に絡からみつく。


　すると光の帯が仰ぎよう天てんのメタモルフォーゼ。駆真の上半身を覆う、やたらテカテカした質感のコスチュームに変へん貌ぼうした。ちなみに、胴どう部ぶは身体のラインをくっきり見せるようなデザインなのに、何故か袖そでは綺き麗れいに膨ふくらんでいる。


　それに続くように、次はむき出しだった下半身を、フリルがいっぱい付いたフレアスカートが覆う。ちなみにこれも、どんな角度から覗のぞこうが、絶対に中身が見えないのだろうと確信させる奇き妙みよう極きわまるデザインだった。


　駆真が身体を弓なりにしならせる。と、今度は手足にそれぞれ、可愛らしい意い匠しようの手て袋ぶくろとブーツが装着された。


　そして最後に、駆真の長い黒くろ髪かみが自然と二つにまとまり、虚こ空くうから出現したやたら豪ごう奢しやな髪かみ飾かざりによってツインテールに結ばれた。


「──よし」


　くるりと綺麗に一回転して、トン、と足を揃そろえて地に降り立つ。瞬しゆん間かん、着地点に光でハートの文様が描えがかれ、ＢＧＭの流れていたステッキから、ぴゃりらーん！　という可愛らしくも勇ましいサウンドエフェクトが響ひびいた。


　駆真は軽く脚を曲げると、ぴょんとその場からジャンプし、五メートルはあろうかというひさしの上に飛び乗った。


　そして、そこから地上を見下ろす。


　眼下には、人とは思えないシルエットを持つ怪かい物ぶつが闊かつ歩ぽしている。駆真は手にしたステッキをビシッとその怪物に向けると、高らかに声を上げた。


「──待ちなさいっ！」


　するとその怪物と、周囲にいた人たちが、皆みな一いつ斉せいに駆真の方を向いて、驚おどろいたような顔を作った。


　それと同時に、ステッキから流れていた音楽が、少しアップテンポのものに替かわる。


　駆真はそのＢＧＭに合わせるようにポーズを取りつつ、再び唇くちびるを開いた。





「甘い香かおりは乙おと女めの証あかし。正義の魂たましい心に宿し、今日も今日とて悪を討うつ！


　──キャンディカルマ、ここに見けんっ参ざん！」
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「さ、遠えん慮りよすんな。入れ入れ！」


　そう促うながされるも……鷹たか崎さき在あり紗さは部屋のドアの前で立ちすくんでしまっていた。


　純白の髪かみを微かすかに揺ゆらしながら、血色の目をきょろきょろと動かし、辺りの様子を窺うかがう。


　しかしそれも無理のないことだろう。在紗が連れてこられたのは、中ちゆう央おう都と内でも名の通った高級ホテルの一室だったのである。


　この場所に着くまでにも、普ふ通つうに生活していればまずお目にかからないような広く豪奢な空間を幾いくつも抜ぬけてきた。ロビー、廊ろう下か、エレベーターに至るまで、精せい緻ちな意匠の施ほどこされた照明や、見るからに高級そうな壁かべ材ざい、土足で歩くのをためらってしまうほどふかふかの絨じゆう毯たんで固められている。もとより少なからず緊きん張ちようしていた在紗はすっかりこの場の空気に呑のまれてしまっていた。


「どした？」


「あ……いえ、なんでもありません」


　慌あわてて手を振ふり、部屋に足を踏ふみ入れる。


「えっへっへ、別に敬語なんていらねーよ」


　在紗をここに連れてきた女は、笑いながらそう言うと、分厚い部屋のドアを閉めた。ほどなくして、カチャリというオートロックの音が耳に届く。


「……っ」


　オートロックが作用するのは無む論ろん、外部からドアを開けようとするときのみである。


　だがその音は今、在紗にまるで逃にげ道みちを塞ふさがれたかのような錯さつ覚かくすら感じさせるのだった。


　在紗は激しくなっていく心音を落ち着けるように胸に手を置きながら、顔を軽く上げた。


　目の前には一人の女がいる。


　タンクトップにカーゴパンツというラフな装よそおいをした、二十代半ばくらいの女。


　つい先刻、在紗を鷹崎家から連れ出した女。


　──自分は在紗の母である、と言った女。


　鷹崎冬ふゆ香かが、そこにいた。


「ま、座れよ」


　部屋の中央に置かれていた大きなソファに腰こし掛かけ、冬香が自分の隣となりをバンバンと叩たたく。


「…………」


　在紗は無言で鞄かばんを下ろすと、冬香に示された位置ではなく、テーブルを隔へだてたもう一つのソファに腰こしを落ち着けた。


「いけずぅ」


　冬香が冗じよう談だんめかした調子で、口を突つき出す。


　しかしそんなコミカルな仕草にも、在紗の表情筋は反応してくれなかった。


　在紗の頭の中では──先ほど冬香が口にした言葉がぐるぐると巡めぐっていたのである。


（羽のこと──ここじゃない方がいいんじゃねーの？）


　……間ま違ちがいない。在紗は拳こぶしを握った。


　この女は、鷹崎冬香は、在紗の羽のことを知っている。


　先の誕生日から在紗を苛さいなむ異常。


　人間には備わり得ない器官の秘密を、知っている。


「あの……」


　意を決して、在紗が口を開く。が、


「あー……先に訊きいときたいことがあるんだけどよ」


　それとほぼ同時に発された冬香の声に、在紗の問いは搔かき消された。


「……なんですか？」


「あのメイドちゃん……」


　メイドちゃん、とは恐おそらく駆かる真まのことだろう。何故なぜかは知らないが、先ほど冬香が駆真のことをそう呼んでいた気がする。


　在紗が不思議そうに首を傾かしげると、冬香は目を泳がせ、少しばつの悪そうな顔を作りながら後頭部をかいた。


「あのメイドちゃんよ、その……シュウとはどーいうカンケーなんだ……？」


「え……」


　シュウ──その名にも聞き覚えがあった。鷹崎宗しゆう吾ご。在紗の父の名である。


「関係……ですか。えと、家族……ですけど……」


　他ほかに言いようがない。在紗はそう答えた。


　しかし冬香にとってそれはよほど絶望的な情報であったらしい。今までの威い勢せいを一いつ瞬しゆんのうちに萎しぼませ、今にも泣き出してしまいそうな顔を作る。


　だがすぐに頰ほおを張ると、明らかに無理をして繕つくろった感のある笑え顔がおを在紗に向けてきた。


「そ、そーか……やっぱな……。い、いやな……別にとやかく言うつもりはねーんだ。十年以上家空けてたあたしがわりーんだし、シュウだってまだ若いんだしよ。で、でもなんつーんだ？　ほら、やっぱ一応正妻としてはフクザツな心境とゆーか……」


「えと……ねえさまはそういうのじゃ……」


　何か勘かん違ちがいをしているらしい。在紗が訂てい正せいしようと唇を動かす。


　しかし冬香はその言葉に、怒いかりすら混じった戦せん慄りつの表情を浮かべると、両手をわななかせながら身体を仰のけ反ぞらせた。


「ね、え、さ、ま……だぁ……？」


　そしてそのまま頰をぴくつかせ、ブンと全身を前に倒たおす。


「ちょっと待てちょっと待て……あのメイドちゃん幾いくつだよ。在紗のねえさまってよう……それ、一体いつの、誰だれの、子だってんだよおい。あ、ん、にゃ、ろォ……あたしが腹痛めてたときにゃもう、別口に娘むすめがいやがったってのか……ッ」


「ち、違います……！　ねえさまは、私の叔お母ばさんです。とうさまの実の妹です。……歳としが近いから、私がそう呼んでるだけなんです」


　在紗が言うと、冬香は一瞬表情を固め、苦く笑しようしながら口を開いた。


「……マジ？」


「……まじです」


　在紗がそう言うと冬香は頭をぐりんと回し、気まずそうに笑った。


「あ、あははは。そ、そーいや妹いるっつってたな。そうだよなー。シュウにんーな甲か斐い性しようがあるワケねーよなー。うん、あたしは信じてたぞー。それはもう頑かたくなに信じてたぞー」


　乾かわいた笑いを続ける冬香。


　在紗はそれに、小さな違い和わ感かんを覚えていた。


　会話の内容から察するに、もしかしたら、彼女は──


「えと──冬香、さん」


「あ？　なんだよー、お母さんでいいってのに」


　手をひらひらさせながらそう言う冬香に、曖あい昧まいな表情で返す。


　駆真たちの前では名目上「かあさま」という呼こ称しようを使ったが……正直、顔も覚えていないこの女性を母と呼ぶことに、まだ少し抵てい抗こうがあった。


　……だが、このことばかりは伝えないわけにはいくまい。在紗は意を決するように唇を嚙かみしめてから言葉を続けた。


「その、とうさまのことなんですけど……」


「……？　シュウがどうかしたか？　ま、まさか……やっぱり他に女が!?」


　冬香が眉まゆをひそめながら叫さけぶ。まるで信じていないみたいだった。


「いえ……そういうのは、ないです。ちっちゃい頃ころの記き憶おくですけど……とうさまはあなた以外の女の人とは、お付き合いしたことないって言ってました」


「……えへへ」


　冬香が少し恥はずかしそうに、しかし嬉うれしそうに顔をにやけさせる。


「な、なんだよー、仕方ねーやつだなー。うんなんじゃ欲よつ求きゆう不ふ満まんで破は裂れつしちまうぞ。ま、まあ私も久々に帰ってきたわけだし……あー、在紗？　明日あたりメイドちゃんとどっか遊びに行ってきな？　ああ留守は心配すんな。ちゃんとあたしとシュウで何とか……」


「冬香さん」


　冬香の言葉を遮さえぎるように、少し強い調子で声を発する。


「っ、ち、違うぞ在紗。別にやらしーことなんて考えてねーからな？」


「……違うんです。そうじゃ……ないんです」


　在紗は小さく顔を伏ふせた。別に意図してのことではない。身体からだが自然に動いてしまった感がある。


　きっと、自己防衛本能みたいなものに違いない。楽しそうに、嬉しそうに、幸せそうに宗吾のことを話す彼女の目を見ながら、この情報を口に出すなんて、在紗の心が耐たえきれないと判断したのだろう。


「じゃあ、なんだってんだよ」


　冬香が不ふ審しんそうに問うてくる。在紗はごくりとのどを鳴らしてからあとを続けた。


「……落ち着いて、聞いてください。とうさまは……もう、いないんです」
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「あ？」


　眉を跳はね上げ、冬香が間の抜けた顔を作る。


「シュウがいない？　どーいうこった。任務でどっかに出てるってことか？」


「──違います。とうさまは……五年前に、亡なくなりました」


「…………はあ？」


　目を見開き、口をポカンと開けて、冬香。


「死んだ？　シュウが？」


　在紗はしばし逡しゆん巡じゆんしてから、無言でうなずいた。


　冬香はそんな在紗の様子を見て少しの間考えを巡らせるような仕草を見せたあと、


「えっへっへ、何言ってやがんだ。お母さん騙だまそうったってそうはいかねーぞ」


　言って、肩かたをすくめながら笑った。


「大体どうやったらシュウが死ぬってんだよ。勝手に自分のお父さん殺すなよなー」


「…………」


　冬香はしばらくの間可笑おかしそうに笑っていたが、その間一度も在紗が声を発さないことに気づいたのだろう、徐じよ々じよに笑いをフェードアウトさせ、少し前まえ屈かがみになって、顔をうつむかせた在紗の額辺りに視線を送ってきた。


「……マジ？」


「…………」


　先ほどのようにまじです、とは言えなかった。ただ、黙だまって首を縦に振ふる。


　それきり、冬香も何も言わなくなった。


　在紗も、何も言葉を発せない。普ふ段だんは気にも留めないような時計の音や心臓の鼓こ動どうが、いやに大きく感じられた。


　と──どれくらい経たった頃だろうか、膝ひざに手を置き、背を丸めながら唇くちびるを引き結んでいた在紗の耳に、どこか気け怠だるそうな冬香の声が聞こえてくる。


「ふーん……」


　その声に反応するように、ちらりと視線を上げる。


　向いに座った冬香は、ソファにもたれて足を組みながら、半眼で窓の方を眺ながめていた。


「そっか。あいつ、死んだんだ」


「……っ」


　ぞんざいなその言葉に、在紗はバッと顔を上げた。


　しかし冬香は、そんな在紗の視線など微み塵じんも気に留めていない様子でソファから立ち上がると、適当にテーブルの上に放ほうってあったカードのようなものを手にした。


「それより在紗、おまえ昼まだだろ？　腹減んねーか？　ルームサービスも悪かねーけど、せっかくだから下の階のレストランとかどーよ」


「あなたは……っ」


　言いかけて──在紗は言葉を止めた。


　止めざるを、得なかった。


「あたし今腹いっぱいだからさ、行って食ってこいよ。ほら、これ持って」


「…………」


　手の中に、レストランの名前が書かれたカードがねじ込まれる。どうやら食事券のようなものらしい。


「っ、あの──」


「いいからさっさと行けって。ちょうど昼時だし、良い席取られちまうぞ」


　冬香に手を引かれ、部屋の扉とびらの前に促うながされる。


「まあゆっくりしてこいよ。オートロックだから戻もどってきたら呼よび鈴りん鳴らしてな」


　そしてあれよあれよという間に、在紗は廊ろう下かに追い出されてしまった。


　突とつ然ぜんのことに困こん惑わくするが……仕方ない。とりあえず言われたレストランに向かおうと、食事券の裏に書いてある、レストランの階数と位置を確かめる。──と。


『…………っく、──ぅぁ、ぁ──』


　扉の向こうから、嗚お咽えつのような声が聞こえてきて、在紗はハッと肩を震ふるわせた。


『──ぅぇぇ……、ぇぁ……っ、ぅぅう……ッ』


「…………」


　在紗は下した唇くちびるを嚙むと、重い足取りでその場から去っていった。


　冬香は、自分の泣き顔を見られたくないからとか、そういう理由で在紗を追い出したのではないのだ。


　冬香が泣いているのを見たら、きっと在紗も悲しくなるから、在紗の前では涙なみだを見せなかった。


　悲しくて悲しくて仕方ないのに、数十秒間必死で涙を堪こらえたのだ。


　何の根こん拠きよもないのに、在紗にはそう思えた。


　──きっと在紗が冬香の境きよう遇ぐうに置かれたとしたら、きっと同じような行動を取っていただろうと確信できたから。





　　　　　　　◇





「──ぅぅぅぅぅぁぁぁぁああああＡＡＡＡＡＡぁああああああぁぁぁ──っ……！」


　鷹崎家のリビングに設しつらえられたソファの上では今、この家の主あるじである鷹崎駆真が、やたら派は手でに身をよじりながら、広域空獣エア警報のような奇き声せいを上げていた。


　端たん整せいな造ぞう作さくの貌かおを怒いかりと不安に歪ゆがめ、腰こしまであろうかという長い黒くろ髪かみを身体に巻き込みながら、クッションの上でグルングルンと回転する。


　そして一ひと際きわ大きな「くけーっ！」という怪かい鳥ちようの如ごとき叫びを上げたかと思うと、駆真はようやくぐったりとその手足を投げ出した。


「ぐぬぬぬぬ……」


　無論それでも、心の裡うちに渦うず巻まく歯がゆさや口くち惜おしさは、微塵も解消されはしなかった。


　しかしそれも無理からぬことなのである。


　駆真の最愛の姪めい、光ひかり輝かがやく明みよう星じよう、天てん上じよう天てん下げ唯ゆい在紗独どく尊そん、鷹崎在紗が、いきなりその母を名乗る女に連れて行かれてしまったのだから。


「くぬッ、くぬッ、くぬッ──！」


　ソファの上に並べられたクッションに、幾いく度ども幾度もパンチを繰くり出だす。ボフボフという音とともに、盛せい大だいに埃ほこりが舞まった。


「……落ち着けよ」


　半眼でそう言ったのは、向かいのソファに座った三み谷や原はら雄ゆう一いちだった。駆真の一連の動作にやれやれといった苦笑を浮うかべながら、ぼさぼさの頭をかいている。


「これが落ち着いていられるか……っ！　ほ、ほほほほ本当に大だい丈じよう夫ぶなんだろうな、在紗はちゃんと帰ってくるんだな……!?」


　在紗が自分から冬香に付いていくことを決めたため、口出しできなくなってしまった駆真だったが、冷静になって考えてみると、その判断が本当に正しかったのかどうかわからなくなってくるのである。


「大丈夫だって。ちゃんと明日には帰るって言ってたろうがよ」


「そんなもの信じられるかッ！」


　確かに、冬香は明日には在紗を連れて戻ると言いはした。


　だがそんな軽い一言だけで在紗を見も知らぬ女に預けてしまうなど、愚ぐの骨こつ頂ちようである。駆真は今さらながら後こう悔かいに身をよじっていた。


「信じられるかって……一応あれでも在紗ちゃんの母親なんだぜ？」


「十年も在紗を放っていた女に、今さら母を名乗る資格などあるか!!」


「……手厳しいねェ」


　三谷原が無ぶ精しよう髭ひげの生えた顎あごをさすりながら息を吐はく。それ以上駆真に反論しないあたり、彼も駆真の言っていることがわからなくもないのかもしれなかった。……もちろん彼の場合、ただ面めん倒どうがっているだけ、という可能性も大いにあったのだけれど。


「というか、本当にあれが在紗の母親なのか？　粗そ野やで粗そ暴ぼう、在紗とは似ても似つかんぞ。それ以前に、兄さんがあんな女を妻にしていたということ自体が信じられん。一体どういったいきさつで出会ったんだ」


　駆真が不ふ機き嫌げんそうに唇を尖とがらせながら、三谷原に問いかけるような視線を送る。彼は丸めていた背を反らし、ソファの背もたれに身体を投げ出すようにしてから答えてきた。


「そういやァ、どう出会ったんだろうな」


「……おまえも知らないのか。──ではあの女、何故なぜ十年も家を出ていたんだ!?」


「あー……なんでだろうなァ」


「なんだと……？」


　胡う散さん臭くさいことこの上ない。駆真はさらに不審そうな顔を作って頭を抱かかえた。


「……ま、どうわめこうが、俺らにできるのは待つことだけだろ。──俺はそろそろ失礼すんぜ。こいつを換かん金きんしてこにゃならんからな」


　言って、三谷原がテーブルの上に広げられていた金貨や宝石などを革かわ袋ぶくろに収めていく。


　駆真と在紗が、異世界の魔ま王おうを倒たおした報ほう奨しように、王から受け取ったものである。今月予定していた旅行の代金にするため、三谷原に換金を頼たのんでいたのだった。


「……ああ、頼む。在紗が無事帰ってきたとき、お金がありませんでは困るからな」


　完全に冬香を悪者扱あつかいする駆真に苦く笑しようしながら、三谷原が部屋を出ていく。


　駆真はその背中を視線だけで見送ってから、またもギリギリと歯を嚙かみ合わせた。


　兄の親友であった三谷原が言うのだ、恐おそらく冬香と名乗った女が在紗の実母であるというのは間ま違ちがいないのだろう。


　だが、そんなことで駆真の懸け念ねんは拭ぬぐい去されないのだった。考え得うる最悪の事態が、幾いくつも頭の中に生まれては消えていく。


　もしかしたらあの女は昔の男である宗吾に金をたかりに来ていて、その人ひと質じちというか交こう渉しよう材料に在紗を連れていったのかもしれない、とか。


　もしかしたらあの女はどこかで娼しよう館かんでもやっていて、仕事ができるような年ねん齢れいになった在紗を拐かどわかしに来たのかもしれない、とか。


　もしかしたらあの女は既すでに亡なくなっている在紗の母親の皮を被かぶった宇宙人で、容易に手に入る生体サンプルを求めに来たのかもしれない、とか。


　無む駄だな想像力をフル稼か動どうさせた悪夢のような妄もう想そうが、起こり得る得ないの区別さえ曖あい昧まいなまま駆真の思考を蹂じゆう躙りんしていった。


「うぐぐぐぐう……ッ」


　後悔。今すぐにでも在紗を連れ戻したい衝しよう動どうが脳内を駆かけ回る。


　だがそれも叶かなわなかった。在紗が冬香に連れられて家を出たのが今からおよそ一時間前。行き先がわからない以上、あとを追うことすらできなかったのである。


「何か……何か手はないか……っ」


　髪かみが乱れるのも厭いとわず、頭をわしわしとかく。と。


「あらあらあら」


「あらあらあら」


「……っ!?」


　突然横に人の気配を感じ、駆真はソファに寝ねそべったまま顔を向けた。


「天あま由ゆ良ら、霊たま由ゆ良ら……？」


「はいはい」「何ですの？」


　駆真の声に答えるように、同じ顔をした二人の少女が首を傾かしげる。


　そこにはいつの間にか、煌きらびやかなドレスに身を包んだ双ふた子ごの女の子が二人並んでふよふよと浮ふ遊ゆうしていたのである。


「……いつの間に現れた」


「まあ、いいではありませんの」


「それより駆真さん」


「そろそろ、正式に神の座についてはくれませんの？」


「神事課の神にせっつかれているのですけれど」


　言って、双子がドレスの裾すそを翻ひるがえすように大おお仰ぎように「困った」ポーズを取る。


　地ち宮ぐう院いん・天由良に地宮院・霊由良。この世界の大地を統すべる神である。


　──蒼そう穹きゆう園えんには、とある伝説がある。


　この世のどこかにあるという永久とこしえの迷宮を探し出し、抜ぬけてみせれば、神の称しよう号ごうを得られるというものだ。


　そして駆真は数ヶ月前、計らずもこの地宮院姉し妹まいの司つかさどる迷宮を抜け、神の名を得てしまったのである。神にも色々と手続きが必要らしく、ここ最近の間、この姉妹につきまとわれている、というわけだ。──この二人の場合、ただ駆真の周りで起こる出来事を面おも白しろがっているような節もあったのだが。


「知ったことか。失うせろ。私は忙いそがしい」


　駆真はフンと鼻を鳴らし、二人から視線を切った。


「あらあらあら」


「あらあらあら」


　後方からそんな声が聞こえてくるが、無視をする。どうせ彼女らに構ってもいいことはない。在紗が戻ってくるわけでもあるま……い、し……


「……っ」


　そこで、駆真は一つの可能性に目を見開いた。


　大地神、天由良と霊由良。その力は、まさに人じん智ちを超こえたものだった。


　もしかしたら彼女らなら、在紗を無事に連れ戻すことができるのでは──


「……おい、おまえたち！」


　が──駆真がそれに気づいて振ふり向むいたときにはもう、双子の姿は搔かき消えていた。


「く──」


　消えろと言ったのは駆真であるのだが……理り不ふ尽じんなものを感じて、悔くやしさを堪えるように下唇を嚙み、再びソファの上で悶もだえる。


「……ち、他ほかに、他にはないのか……っ！　在紗を助け出せる手段が……っ！」


　と──


「……どうしたというのだ、騒さわがしい」


　駆真の奇声に呼ばれたかのように、今度は廊ろう下かから低い男の声が響ひびいてきた。


「……ッ！　魔王！」


　駆真は目をギラリと輝かせると、仰あお向むけの姿勢のまま手足に力を入れ、ソファの上でブリッジのような格好をしながらそちらに向いた。


　逆さまの視界の中に、ウサギと犬を足して二で割って、その上側頭部にねじくれ曲がった角を付けたような、意味不明な生物のぬいぐるみが立っているのがわかる。


　異世界の魔王ルーン・ロヴァルツが、在紗のぬいぐるみ『そうきゅん』の身体からだを借りた姿である。


「……勇ゆう者しやよ、なんだそのポーズは」


　魔王が不ふ審しんそうな表情をして駆真を見返してくる。ぬいぐるみの身体だというのに器用な奴やつである。


　駆真は興奮気味に鼻を鳴らすと、ブリッジの姿勢のままソファから降り、そのままワサワサと魔王の前まで寄った。


「な、なんだ貴き様さま」


「魔王！　そうだ！　おまえがいた！」


　戦おののくように身体を反らす魔王の前で姿勢を直し、その肩かたをがっしりと摑つかむ。


「一体何があったというのだ」


「魔王、頼みがある」


「ふん、知ったことか」


「在紗のことなのだが」


「何をしている、早く話せ」


　魔王はそうきゅんの短い前足をくいくいと動かしながら言った。


　駆真は「よし」と満足げに呟つぶやいてから、つい一時間ほど前、ここで何が起こったのかを簡かん潔けつに説明した。


　在紗の母を名乗る女が現れたこと。そして在紗が連れて行かれてしまったこと。


　駆真がひとしきり話し終えると、魔王はいやに難しげな顔をして押おし黙だまった。


「……というわけだ。貴様の力で、どうにか在紗を連れ戻すことはできないか。──最悪の場合、居場所を見つけてくれるだけでも構わん」


「ふん──アリサの母……か。また厄やつ介かいな案件に巻き込まれたようだな、勇者よ」


「何……？」


「……まあいい。アリサをそのような女のもとに預けておくのは私とて望まぬ。いいだろう、力を貸してやる」


「……！　何か手があるのか!?」


　駆真は息を荒あらくしながら、そうきゅんの首を摑んだままバッと立ち上がった。


「ッ!?　ぬーっ！　ぬーっ！」


「ぬ？　ぬとはなんだ、何か必要なものか？　おい魔王、答えろ！」


「ぬッ!?　ぬぅーッ！」


　魔王が短い手足をバタバタさせる。そこでようやく駆真は、自分が魔王の首を情熱的なまでに絞しめ付つけていることに気づいた。


「ああ、これか」


　ぽんむ、という気の抜けるような音とともに、魔王の身体が床ゆかに落ちる。


「き──貴様、殺す気かッ……！」


「悪気はなかった。それよりも急げ。今こうしている間にも、在紗に危機が迫せまっている」


「この……ッ」


　魔王が、そのつぶらなくりくりお目々で憎にく々にくしげに睨にらみ付けてくる。だが彼とて、事態の優先順位くらいは弁わきまえていたようだ。長い耳を立てながらも、怒いかりを抑おさえるように腕うで組ぐみして言葉を続けてくる。


「……方策は幾つかあるが──そうだな、こういうのはどうだ」


　言って、魔王が指をピンと立てる。正確にはそうきゅんの手に指はないのだが、不思議とそんな感じがした。


「どういう方法だ」


「うむ、貴様とアリサの意識を一時的に入いれ替かえるのだ」


「……入れ替える、だと？　そんなことが可能なのか」


「ふん、舐なめるなよ人間。私を誰だれだと思っている。かつてレーベンシュぅぉッ!?」


　言葉の途と中ちゆうで魔ま王おうの耳を摑み、軽く上下にシェイクしてやる。


「無む駄だ話ばなしは要いらん。続けろ」


「……貴様、覚えていろよ……」


　恨うらめしげに魔王が視線を送ってくる。しかし話を進めること自体に異存はないらしい。小さく咳せき払ばらいをしてから再び口を開く。


「まあとにかくだ。私の魔力で貴様とアリサの意識を入れ替える。あとは貴様がアリサの身体で、母親の隙すきを衝ついて逃にげ出してくればいい」


「……なるほどな」


　駆真はあごの辺りに手を置き、ふうむとうなった。


　後半部は駆真の逃とう走そう技術にウエイトが置かれてしまうものの、悪い手段ではない。在紗の意識を、すぐに鷹崎家という安全圏けんに移動できるのも理想的だった。何しろそれならば、在紗を冬香の口くち汚ぎたない言葉に晒さらす時間が大おお幅はばに短縮できるのだから。


　それに……


「勇者よ」


「どうした」


「なんだ、その涎よだれは」


「……っ」


　いつの間にか唇くちびるの端はしから涎がこぼれていたらしい。慌あわてて袖そで口ぐちで拭ぬぐう。


　一時的とはいえ在紗の身体に入れるというのである。その途と方ほうもない喜びに、駆真の唾だ液えき腺せんが過か剰じよう反応を起こしてしまったようだった。


「問題ない。その手でいいぞ」


「貴様、アリサの身体に一体何をするつもりだ！」


「何を、だと？　人聞きの悪い。隙を見つけて逃げてくる以外のことなど考えていない」


　ふふんと鼻を鳴らし、魔王に半眼を送る。


　実際、不純な動機などこれっぽっちもなかった。今の最優先事じ項こうは、在紗を無事連れ戻すことなのである。他ほかの事案にうつつを抜かしている暇ひまなどはなかった。


　……ただ、あくまで不ふ可か抗こう力りよくであるという前提で、入れ替わっている間、偶ぐう然ぜん身体の色んな部位に手が触ふれてしまうということもあるかもしれないし、もし汗あせをかいたら念入りに拭ふかねばなるまい。隅すみ々ずみまで。かぶれるといけないし。そう、それは仕方のないことなのだ。駆真の意思ではどーしよーもないこーとなーのだー。


「貴様なんだその崩くずれきった顔は！　一体何を考えている!?」


「失礼な。キリッ」


「口で言っているだけだろうが！」


　魔王がたまらず叫さけびを上げる。駆真は両手で頰ほおを張り、腐くさったミカンのようにでろでろになっていた表情筋を緊きん張ちようさせた。


「……本当に信じていいのだろうな、勇者よ」


「当然だ。私がそんなに不純な人間に見えるか？」


「純なところを探す方が困難だな」


「やだ……在紗の身体に入るなんて恥はずかしい……」


「だから涎を拭ってからほざけ」


「ぬ」


　またも唾液が漏もれていたらしい。袖でごしごしと拭う。


「……ち、まあ仕方ない。術を発動させるのに必要なものがある。用意しろ」


「ああ。──ときに魔王」
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「なんだ」


「汗を舐めるくらいは許容範はん囲いだな？」


　駆真が言った瞬しゆん間かん、魔王が長い耳をぐりんと回し、すねに攻こう撃げきを加えてきた。ふかふかのぬいぐるみのはずなのに何故なぜか痛い。


「……っ、何をする」


「黙れ変態勇者め。いいから早く準備をしろ。アリサの意識を捕つかまえるために、何かアリサが身につけていたものが必要だ」


　言って、魔王が不ふ機き嫌げんそうに仁に王おう立だちをする。


「身につけていたもの……か。服などでいいのか？」


「うむ、だができるだけ、長時間直接肌はだに触れていたものが望ましい」


「……具体的には？」


「できれば洗っていない下着などが──」


　言葉の途中で、魔王は後方に吹ふっ飛とんでいた。無論、駆真が爪つま先さきで顔面を蹴けったのだ。


　そうきゅんの身体はぼむ、ぼむと壁かべに当たり廊下に落ちた。今し方衝しよう撃げきを受けた顔面部分が、微び妙みように凹へこんでいる。


「何をする、勇者よ」


「うるさい、どちらが不純だ。在紗の下着をどうするつもりだ」


「術に必要なのだ。仕方あるまい。……ただ、使用の際に触れてしまったり、匂においを嗅かいでしまったり、頭に被かぶってしまったりするのは完全に不可抗力だろう」


「…………」


　駆真は無言でふかふかそうきゅんボディを幾いく度ども踏ふみつけた。


「ぬ……ッ!?　や、やめろ！　私の身体の強度は宿っている器うつわに依い存ぞんするのだぞ！」


「良いことを聞いた。このまま縫ぬい目めという縫い目を全すべてバラしてやろう」


　言って、テーブルの上にある刃はの折れた出で刃ば包ぼう丁ちように手を伸のばす。見た目こそみすぼらしいが、魔王の力を封ふうじることができる伝説の聖せい剣けんだ。


「ふ……いいのか勇者よ。私がいなければ、アリサを連れ戻もどすことはできんぞ……!?」


　どこか必死に、魔王が訴うつたえかけてくる。さすがに聖剣は洒落しやれにならないのだろう。


　駆真は盛せい大だいに舌打ちしてから数歩歩き、棚たなの上に置いてあったホルスターを腰こしに装着すると、本来拳けん銃じゆうを入れる箇か所しよに出刃包丁を突っ込んだ。こちらはいつでも聖剣を抜ぬけるのだぞ、という意思表示である。


　それに、魔王にとってこの聖剣は目の上のたんこぶだ。適当に放ほうっておいたら、壊こわされたり捨てられたりする可能性もあった。


　魔王を威い嚇かくするように睨んでから、その長い耳を摑んで立ち上がらせる。


「仕方ない。今は生かしておいてやる。……だが下着は却きやつ下かだ。他ほかのもので代用しろ」


「く……まあいい。ならばアリサの毛もう髪はつで構わん」


「髪かみの毛け……か」


「ああ、言うなれば本人の破は片へんだからな。身につけていたものよりも正確にアリサの意識を捉とらえることができるだろう」


「……なら何故なぜ最初に下着を指定した？」


「は、早くしろ！　間に合わなくなっても知らんぞ！」


　駆真が聖剣をちらつかせると、魔王が慌てた調子で叫びを上げた。


「ふん……だがいきなり髪の毛と言われてもな。枕まくらに残っていればいいが……」


　日ひ頃ごろから、在紗の部屋は特に念入りに、それこそ埃ほこり一つ残さぬほど綺き麗れいに掃そう除じする駆真である。運良く毛髪が見つかることを祈いのるしかなかった。


　と、駆真がうなっていると、魔王が駆真を嘲ちよう笑しようするようにあごをクイと上げた。


　……もちろん、もとより絶望的な身長差があるため、駆真を見下ろすことは叶かなわなかったようだが。


「仕方のない奴やつめ」


「何？」


「──アリサの毛髪なら、私が座っていたカゴの下に、紙にくるんで保管してある。何、緊きん急きゆう事態だ。貴き様さまが頭を擦こすりつけて請こうなら、一本くらい分けてやらんことも──」


　駆真は右足を思い切り振ふり上げ、そうきゅんの頭に踵かかとを叩きつけた。





　　　　　　　◇





　──胃が、重い。


　とてつもなく、重い。


　ついでに肺やら腸やら肝かん臓ぞうやら……多分膵すい臓ぞうみたいなマイナーな臓器や、名前も聞いたことがない副ふく腎じん皮質ホルモンとかもずっしりと重い。


　身体からだの中身が重力と仲良しこよしになってしまったかのような感覚の中、鳶とび一いち槙まき奈なはどうにかその二本足で己おのれの体重を支えていた。


　加え、両腕も、肩が抜けそうになるほど重い。槙奈は今両手に、水が並々と張られたバケツを持たされていたのである。


　ついでに何故か、絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆに指定されるブルマタイプの体操着を身に纏まとい（無論、半はん袖そでシャツの裾すそはブルマの中に入れられている）、首から『私は命令違い反はんを犯おかしました。とてもとてもすいません』と書かれたプレートを下げていた。これでもかと言わんばかりのわかりやすい反省スタイルである。


「…………ぅう」


　いつもなら挑ちよう戦せん的に吊つり上げられている双そう眸ぼうにも、心なしか覇は気きがない。ツーサイドアップに括くくられた茶色の髪などは、まるで全部が枝毛になってしまったかのように色つやが失われていた。


　とはいえ彼女は別に内臓に深刻な疾しつ患かんを抱かかえているわけでも、前の日酒を飲み過ぎたわけでもない（第一、まだ槙奈は法的に飲酒ができない）。


　理由は至し極ごく単純だった。


　──槙奈は先刻からずっと、この国で最も恐おそろしい女に見つめ続けられているのである。


「ぐぇ……」


　あまりのプレッシャーに、声が漏れてしまう。まるで道路で寝ねころんでいたところを車に潰つぶされたカエルのような声だった。


「……それで？　一体この一週間、槙奈はどこへ、何をしに行っていたのかしら？」


　不意に鼓こ膜まくを震ふるわせた涼すずしげな声こわ音ねに、ぶわっと脂あぶら汗あせが噴ふき出る。
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　別段その声に怒いかりが含ふくまれている様子はない。否いな、それどころか声の主はにこやかな表情を崩そうともしないまま、首元に巻かれた三つ編みをいじっているだけだった。


　しかし、蒼穹園最強の女に、草くさ薙なぎ音ね音おんに、そんなものは必要なかったのである。


「そ……その、た、鷹崎の家に……説得に……」


「噓うそついたら怒おこっちゃうわよ？」


「ひ──ッ……」


　可愛かわいらしく小首を傾かしげる音音に、息を詰つまらせる。


「あのね、私これでも、槙奈のこと大好きなのよ？　だから正直に答えてね？　あんまり私をがっかりさせないでちょうだい」


「は……い……」


　槙奈は観念したようにうなずいた。何故だろうか、どんな巧こう妙みような偽いつわりの言葉でも、この少女の前では容易に暴あばかれてしまう気がした。


　──今からおよそ一週間前、槙奈は音音に一つの指令を受けた。


　内容は、騎き士し団をいきなり退団した鷹崎駆真を連れ戻すこと……だったのだが、槙奈はこの一週間、まったく別のことに時間を割さいていたのだった。


　完全に命令違反である。しばらく営倉入りが言い渡わたされてもおかしくはなかった。


「あの……でも、何と言いますか……信じていただけるかどうか……」


「いいから、言いなさい。信じるかどうかは私が決めるわ」


「は、はい……」


　槙奈は弱々しく肩かたをすぼめながら、口を開いた。


「実は……異世界に魔ま王おうを倒たおしに行っていまして」


「……異世界に、魔王？」


　噓うそ偽いつわりなく言った槙奈の言葉に、音音が首を傾げる。


「やっぱり信じられませんよねえ……」


「誰だれもそんなこと言ってないじゃない。続けてちょうだい」


「え、あ……了りよう解かいしました。──私と鷹崎の姪めいっ子と、あと異世界の盟術師と、あとウタっていう小さな女の子とで異世界に行って……それで、魔王が鷹崎だったんです。あ、あと、空獣エアって実は異世界出身らしいです」


　我ながら意味不明な説明である。……だが、真実である以上他ほかに言いようがない。


　それから槙奈は、どうせ信じてもらえまいと思いながらも、できるだけ細かく異世界での出来事を音音に話していった。


「…………」


　音音はしばしの間口元に手を置いて何やら思案していたが、ほうと息を吐はくと同時、にこやかな顔をさらに柔やわらかくした。


　その瞬間、槙奈の身体にまとわりついていたプレッシャーが、一気に霧む散さんする。


「……っ！」


　別に何をされたわけでもないのに、一いつ瞬しゆんで身体が軽くなった。槙奈は驚おどろきに目を見開きながら、面おも白しろそうにあごをさする音音に視線を向けた。


「ふうん、面白い体験をしてきたみたいじゃない」


「し、信じてくださるんですか……？」


「あら、噓なの？」


「滅めつ相そうもない！」


　槙奈が首をブンブンと振って否定を示すと、音音は楽しげにふふ、と笑った。


「まあ、いいわ。今回のことは不問にしてあげる」


「ほ、本当ですか!?」


「ええ。──ただし、今日中に駆真を連れてきて、騎士団に復帰させたらね。さ、今すぐ行ってきてちょうだい」


「──っ、わ、わかりました……っ！　必ずや……！」


　もう不満とかはどうでもいい。槙奈はバケツを持ったまま器用に敬礼をし、そのまま逃にげるように部屋を出ていった。





　　　　　　　◇





「おー、来たか来たか。どーだったよ、美味うまかったろ？」


　レストランで、子供一人なのを怪け訝げんに思われながらも食事を済ませ、その後ホテル内をうろうろして時間を潰してから部屋に帰ると、もう冬香は平然とした様子に戻っていた。


　──もっとも、よく見ると目が異様に充じゆう血けつしていたり、髪が乱れていたりするのだが。


「…………」


「な、なんだよ。あたしの顔になんか付いてるか？」


「いえ……」


　在紗は気づかない振りをして、先ほど座っていたソファに再び腰を下ろした。


　すぐに、その向かいに冬香が座り込む。


　そしてしばしの間気まずい無言状態が続いたあと、不意に冬香が口を開いた。


「あー……何から話したモンかな。色々と──かなり混乱するとは思うんだけどよー」


　言って、ぽりぽりと後頭部をかきながら、不自然に目を泳がせる。


「ま……アレだ。とりあえず最初に、あたしの目的を伝えとくわ」


「……目的、ですか」


「ああ。あたしは──在紗、おまえを引き取るつもりでいる」


「────っ」


　何気なく発された一言に、心臓が引ひき絞しぼられる。


　在紗は服の胸むな元もとをきゅっと握にぎりながら、微かすかに震える唇くちびるをどうにか開いた。


「それは……とうさまが、いなくなっていたからですか……？」


　在紗が訊きくと、冬香は一いつ瞬しゆん眉まゆを歪ゆがめ──しかしすぐに首を振って表情を戻もどした。


「うんにゃ。シュウが生きていようがいまいが……多分、同じだったと思う」


「……どういう、ことですか？」


　問いながらも在紗は、冬香の言わんとしていることが何なのか、漠ばく然ぜんとだが理解できている気がしていた。恐らくは──在紗の背に生えた異常が関かかわっているのだろう。


　しかしそれに勘かんづいてなお、在紗はその問いを発さずにはいられなかった。もしかしたら、在紗の思い過ごしかもしれない。もしかしたら、冬香の思おもい違ちがいかもしれない。そんな、あまりにも儚はかない可能性に希望を込こめて。


　だが──


「あたしに付いてきたってことは──気づいてんだろ？　その……羽にさ」


「…………っ」


　現実は、可か及きゆう的てき速すみやかに在紗の幻げん想そうを打うち砕くだいた。


　と、冬香が腰こしを浮うかし、在紗の隣となりに歩み寄ってくる。


　そして在紗の背中に手を触ふれると、小さく眉をひそめた。


「ちょっと、いいか？」


「あ……はい」


　冬香の意図を察して、少し前まえ屈かがみになる。と、すぐに冬香の手が在紗の服の中に入り込み、背筋に沿うように幾いく度どか蠢うごめかされた。ひんやりとした感かん触しよくが皮ひ膚ふを通り抜ぬける。


「ん……」


「あ……？　おっかしーな……」


　冬香が不ふ審しんそうな顔をしながら手を引き抜く。


「羽、生えてねーじゃねーか。……いや、生える時期が明確に決まってるわけでもねーし、おかしいことじゃねーけど……でもそれだと……」


　自問するように首を傾げ、冬香が腕うで組ぐみする。


　在紗はそんな冬香の疑問に答えるように鞄かばんからプラスチック製のピルケースを取り出し、示して見せた。


「これのおかげだと思います」


「ん？　なんだこりゃ」


　冬香がピルケースの中から薬を一錠じよう取り出し、矯ためつ眇すがめつ眺ながめる。今ケースの中に入っているのは、綺き麗れいなカプセル剤ざいではなく、緑色の歪いびつな丸薬だった。


「…………」


　無言で、冬香がその丸薬をペロリと舐なめる。


「……ッ、これは──」


　途と端たん、冬香の顔色が変わった。


「生体調整の呪じゆ薬やく……？　在紗、おまえ、こんなモンをどこで手に入れやがったんだ？」


　冬香が怪訝そうな目で見てくる。在紗は緊きん張ちようを身に纏まとわせながら、喉のどを震わせた。


「──レーベンシュアイツ」


「…………っ！」


　その名に、冬香が肩を震わせる。


　レーベンシュアイツ。異世界の国の名。


　この世界の人間ならば、誰も知り得ないはずの名前。


「在紗……おまえ」


　──なんでその名を知っている？


　冬香の表情から、質問は容易に知れた。


　在紗はもう一度こくりと喉を鳴らすと、ゆっくりと顔を上げた。


「あなたは──空獣エア、なんですか？　答えてください……〈女王〉」


　そして、魔王から聞いた情報を、言葉にする。


　数日前、在紗はひょんなことから異世界へ魔王を討とう伐ばつしに行くことになってしまった。


　その旅はどうにか無事に終わったのだが──その際、在紗は色々なことを知ってしまったのである。


　蒼穹園の空を支配する獣──空獣エア。その原種が異世界に存在していたこと。


　その獣たちを統すべるモノ──通つう称しよう〈女王〉と呼ばれる個体が存在すること。


　そして……


「私には──〈女王〉の血が流れている。……本当ですか？」


　在紗は冒ぼう険けんの際、一度魔王に身体からだを乗っ取られた。


　そのとき、魔王が在紗の身体に流れる人間以外の血に気づいたのである。


　──その、〈女王〉の血に。


「…………」


　冬香は無言で頰ほおをかくと、唇から細く吐と息いきした。


「……そこまで知ってるんなら話は早はえぇ」


　そしてそう言うと、軽く身体を前に丸めた。


　と──次の瞬しゆん間かん、冬香の肩けん胛こう骨こつのあたりが隆りゆう起きし、彼女の身みの丈たけくらいはあろうかという翼つばさが出現した。次いで、カーゴパンツの腰こし元もとから尾おのようなものが顔を出し、直線的なフォルムを持った角が額に一本、側頭部から二本後方に向かって生える。


「あ……」


　──悪あく魔ま。


　最初に頭に浮かんだのは、そんな失礼極きわまりない言葉だった。


　冬香もそれを察したのかもしれない。ニヤリと唇の端はしを上げると、ぴょんとその場から跳とび──重力の枷かせに捕とらわれていないかのように軽く、あまりにも軽く、在紗の目の前のテーブルに着地した。


　そう、まるで天てん駆く機き関かんを着けた駆真のように。


「──察しの通り。あたしは人間じゃねえ。フューゼシカ・アシュ・クーレィン。人間たちが空獣エアと呼ぶ者たちの〈女王〉──正しく言えばその直系の子孫だな」


「……っ」


　軽い目眩めまい。


　在紗は視界がぐらつくのを感じて、軽く頭を押さえた。


　──つい数秒前までは、在紗の懸け念ねんは予想であり、推測でしかなかったのだ。


　だが、今この瞬間、動かし難がたい証しよう拠こが、目前に提示されてしまった。


「……でもな在紗、勘かん違ちがいしないでくれよ？　あたしがおまえを引き取りたいって言ってんのは、何もおまえが人間たちの中で生きていけないとか、そういう話じゃねーんだ」


「ぇ……」


　半ば呆ぼう然ぜんと、冬香の声に返す。


「なあ、最近で構わねー。空獣エアが自分目がけて寄ってくるようなことはなかったか？」


「っ──」


　言われて……在紗は息を詰つまらせた。


　確かにここ数ヶ月の間、在紗は異様なほど空獣エアの襲しゆう来らいに居合わせている。しかも大型種であるワイバーン級の群れや、伝説にすら数えられるティアマット級の空獣エアなど、普ふ通つうならば目にすることもないような規格外の怪かい物ぶつたちばかりだ。


「……やっぱりか」


「どういう……ことですか」


　在紗が震ふるえる声で問うと、冬香は身体を大きく仰のけ反ぞらせた。その動きに合わせて、彼女の身体に出現していた人間以外のパーツが体内に収納されていく。


「んー……とだな。簡単に言うと、今空獣エアって呼ばれてるモノには、旧来の魔ま獣じゆう軍の血が濃こいのと、こっちの世界に適応しすぎて野生化しちまったのがいるんだよ。前者はまだある程度あたしの言うこと聞くんだけどよ、後者はもう何言おうと聞く耳持ちゃしねー。──ま、要はペットと野の良らってこった」


　言いながら、背中を気にするように手を後ろに回す。どうやら羽を出現させた際に、少しタンクトップが破れてしまったらしい。


「でも厄やつ介かいなことによ、野生化した奴やつらも、ばっちり魔獣の特性だけは残してやがんだ」


「特性──」


　冬香は「ああ」と言うと、忌いま々いましげにあとを続けた。


「あたしたち〈女王〉の血脈は、身体から微び量りようの誘ゆう性せい物質を発しているんだ。どこにいても、他ほかの空獣エアに守ってもらえるようにな。でもそーすっとよ、野生化した連中まで寄ってきやがるのさ。たまったモンじゃねーよ、寄ってきといて言うこと聞かねーんだから」


「……っ」


　言って、どこか悲しげに細く吐息する冬香に、在紗は小さく息を呑んだ。


　父と彼女が、どこでどう出会ったのかはわからない。


　どんな紆う余よ曲きよく折せつを経て、在紗が生まれたのかもわからない。


　だが──何故なぜ彼女が幼い在紗を父に預け、十年もの間姿を消していたのか。


　それだけは今、理解できた。


「だから……あなたは十年も──」


「……えっへっへ、まあ、仕方ねーってこった。あたしがいるとやったらめったら空獣エアが集まってくっからな。シュウが好きだったこの街を潰つぶしちまうワケにもいかねーし」


　困ったように笑う冬香。


　在紗は肌はだの表面がざわつくのを感じた。次いで、心臓がきゅうと締しめ付つけられるような感覚が身体を駆かけめぐる。


「ぁ……」


　白状をすれば、在紗はこの鷹崎冬香という女に、あまり好印象を抱いだいてはいなかった。


　何しろ、言こと葉ば遣づかいは粗そ野やで、振ふる舞まいは乱暴。その上、父や在紗を放ほうって十年以上も姿を眩くらませていた無責任な女なのである。


　だが。在紗は握にぎった拳こぶしを膝ひざの上に押しつけた。別に何か意味があってのことではない。ただ、脳内にわき起こる不思議な感情が体外に出てしまわぬよう抑おさえつけるには、それくらいしか方策がないような気がしたのである。


　──無責任な、女？


　在紗はかぶりを振った。


　十余年の月日を隔へだてても消えない想おもいを持ちながら、宗吾や在紗のために自分を殺して蒼穹園を去った彼女に、一体誰だれがそんな言葉を吐はけようか。


　嗚呼ああ、しかし。


　彼女の気け高だかさは、在紗にさらなる絶望を運んできた。


　そこまでの決意で一人去った冬香が、今ここにいる理由。


　──今在紗は、十年前の冬香がしたのと同じ決断を迫せまられているのである。


　在紗が現状を理解したのを察したのだろう、冬香がゆっくりと目を伏ふせる。


「……なぁ、在紗。おまえ、あのメイドちゃんのこと好きか？」


「え──？」


　突とつ然ぜんそんなことを訊きかれて、在紗はぴくりと眉まゆを上げた。


「好きか？」


「……はい」


　考える必要もない。在紗は深々と頭を前に倒たおした。


　冬香は一いつ瞬しゆん心苦しそうに眉を歪ゆがめたが──すぐに表情を戻もどして前のめりになり、テーブルに手をついて在紗に顔を近づけてきた。


　息づかいが感じられるくらいの至し近きん距きよ離りで、口を開く。


「……ちっとばかし冷たい言い方になるが──在紗、おまえがこのままここにいたら、メイドちゃんはいつか確実に、死ぬぞ」


「────」


　言葉は、出なかった。


　ただ冬香の真しん剣けんな眼まな差ざしに射すくめられ、息を呑む音を響ひびかせるくらいが精せい一いつ杯ぱい。


　けれどそのまま黙だまっていることもまた、できなかった。在紗はカラカラに渇かわいて張り付く喉を、半ば無む理り矢や理り震わせた。


「──っ、も、でも、ねえさまは凄すごく強くて──」


「空獣エア百体と戦っても勝てるのか？」


「……か、勝てます……！」


　きっぱりと言い返す在紗に、冬香は少し目を丸くした。だが、すぐに嘆たん息そくすると、


「じゃあ、千体では？」


「き──きっと勝てます」


「一万体は」


「…………ッ──」


「十万体相手だったら？」


　在紗は再び、何も言えなくなった。


　頭に温かい感かん触しよく。どうやら、冬香が在紗の頭を撫なでているようだった。


「……蒼穹園の騎き士し団は優ゆう秀しゆうだからな、当分は上手うまくやってくれるだろうさ。でもな、それが一年、二年と続くごとに──空獣エアは数を増していくんだ。いつかは、破は綻たんする」


「……で、でも──」


　在紗は冬香の手を弾はじくように、バッと顔を上げた。歪んだ表情のまま、冬香を見返す。


　だがそれ以上、声が出ない。


　在紗は、頭のどこかで理解してしまっていたのかもしれなかった。


　駆真と離はなれるなんて、嫌いやだ。絶対に、嫌だ。


　──でも、それによって駆真が死んでしまう、なんてことになったなら。


「…………っ」


　どうすればいいのかわからない。在紗は軽い目眩を感じ、頭を押さえてうずくまった。


「在紗……？」


　冬香の心配そうな声が、妙みように遠くで聞こえてくる。


　──何故だろうか、頭痛が治まらない。決めないといけないのに。でも、痛い。すごく痛い。段々と視界が狭せまくなる。意識が保てない。あ──れ、何か、おか──


　そこで、在紗の意識は完全に闇やみに落ちた。








「おい、在紗？」


　冬香は突然うずくまってしまった在紗の肩かたを揺ゆすりながら名を呼んだ。だが、在紗はぐったりしたまま何も答えようとしない。まるで意識を失っているかのようだった。


「気絶……してんのか？」


　冬香は「まずったな」と片手を在紗の肩から外し、後頭部をかいた。少々刺し激げきの強い話を連続しすぎただろうか。


　と──在紗の肩を支えていた左手に、ぴくりという感触が伝わる。視線をやると、在紗が目を開いたのが見て取れた。


「お……大丈──」


　冬香が言いかけたところで、在紗が冬香の手をぱちんと叩たたき落おとした。


「……あん？　どうしたってんだ、在紗」


「口を慎つつしめ。貴き様さまにその名を呼ぶ資格を与あたえた覚えはない」


「……は？」


　冬香は口をポカンと開けると、間の抜ぬけた声を発した。


　しかしそれも仕方のないことだろう。在紗が急にそんな言葉を吐いたのだから。


　よくよく注意して見てみると、言葉遣いだけでなく、表情や雰ふん囲い気きなども、先ほどまでの在紗とは異なって見えた。まるで意識を失っていた一瞬の間に、彼女の脳内に別人格でも生まれてしまったかのようである。


「なんだなんだ？　いきなりどした？」


「…………」


「おい、聞いてんのか、在紗」


「──なんだ貴様、まだこの世に存在していたのか。よし、では速すみやかに私の視界から失うせ、生まれてきてすいませんと叫さけびながら街中を走り回ったあと、身体中に生肉をくくりつけて飢うえた空獣エアの群れの中に突とつ貫かんすることを許可してやろう。嬉うれしいだろう。さあ行け。特別にあと〇・〇〇〇五秒だけこの部屋に存在することを黙もく認にんしてやる」


　息つく間もなくまくし立てる在紗に、少し辟へき易えきして頰ほおをかく。一体どうしたというのだ。まさか決断を悩なやむあまり、本当にもう一つの人格を作り出してしまったのだろうか。


　と、そんな在紗を呆然と眺ながめていると、急に部屋に備え付けてあった電話が鳴った。


「うん？」


　在紗の妙な言動から目を離さないようにしながら、受話器を取る。


「もしもし？　何か用か？」


『失礼します、フロントでございます。……鷹崎様にお客様が見えておられるのですが』


「あたしに？　誰だよ一体」


『それが……蒼穹園騎士団の方が……』


　電話口の向こうで発された言葉に、冬香は顔をしかめた。


「……ふーん」


　そうとだけ言って、受話器を置く。


「在紗」


「…………」


「在紗ー」


「…………」


「あーりーさー」


　返事のない在紗の頭部を拳で挟はさみ込み、グリグリと動かす。


「ひぎ──ッ!?」


「お母さんちょーっと用事できたから少し出てくるわ。冷蔵庫のモン好きに食べていいし、ルームサービス呼んでもいいから、あたしが来るまでここで待っててな」


「あだだ……っ、な、何をする貴様……っ！」


「返事はー」


「は……はいっ……」


「よろしい。──ああ、一応、さっきのことも考えといてくれ」


　冬香が言うと、在紗が頭を押さえながら眉をひそめた。


「……さっきの？」


「だから、あたしがおまえを引き取るって話だよ」


「んな──ッ……」


　在紗が驚きよう愕がくを露あらわにするように目を見開く。


　話を聞いていなかったのだろうか。冬香は頰をかきつつ、在紗を残して部屋を出た。








「在紗を引き取る……だと……？」


　冬香が部屋を出て行ってから数十秒。駆真はようやく身体からだのフリーズを解いてわなわなと両手を震ふるわせた。


　やはり駆真の心配は的中していたようである。何が明日あしたには帰す、だ。駆真が手を打っていなければ、このまま在紗がさらわれてしまうという可能性だってあったかもしれない。


「ふざけるな……そんなことをさせてたまるものか……ッ！」


　と、その瞬しゆん間かん、先ほどグリグリやられた側頭部が鈍にぶく痛む。


「……く、あの女……ッ、在紗の身体になんてことを……！」


　駆真は冬香に毒づきながら、優やさしい動作で側頭部を撫でた。


「あっ……[image: ]」


　と、その際指に絹糸のような髪かみが絡からみつき、思わずそんな声を出してしまう。


　──落ち着け、落ち着け。どきどきと情熱的なリズムを刻む心臓をどうにか押さえ込み、呼吸を整える。心しん拍ぱくの回数だって無制限というわけではないのだから、一回たりとも無む駄だにはできなかった。


　何しろ駆真は今、在紗の身体に入っているのである。


「まあ、とりあえずは成功したようだな……」


　ペタペタと両手で頰を触さわり、その瑞みず々みずしい感触を確かめる。嗚呼ああ、間ま違ちがいない。駆真の触しよつ覚かくが間違えるわけがない。これは在紗の身体だった。


　……そうしているとまた動どう悸きが激しくなってくる。駆真は胸むな元もとに手を置いてそれを押さえようとし──その動作そのものが逆効果になってしまうと気づいて手を空中に止めた。


「こ、こんなことをしている場合ではないな、うん」


　自分に語り聞かせるようにして、駆真は大おお仰ぎように首しゆ肯こうした。


　何しろ、駆真が在紗の身体に入ったのを見計らうかのように、冬香が部屋を出ていったのである。神様が味方しているとしか思えない。……否いな、そういえば神は駆真自身だった。


「よし、この隙すきに……」


　言ってすっくと立ち上がり──


「え」


　短い悲鳴だけをその場に残して、駆真は盛せい大だいにバランスを崩くずし、前方に倒たおれ込んだ。


　やたら高そうなテーブルを巻き込み、派は手でに頭を打ち付ける。


「──っく……なんだ……？」


　うめくようにつぶやき、額を押さえながらどうにか身を起こす。と、駆真はハッとして身体中をペタペタと触ってみた。


「……よかった。怪け我がはないようだ……」


　安あん堵どに息を吐はき、四よつん這ばいの格好で壁かべ際ぎわまで這はっていく。そして壁に手を突き、ゆっくりとその場に立ち上がった。


「ふう……」


　精神と身体が馴な染じんでいないのか、それとも身長や手足の長さが急に変わったものだからバランスを崩したのか、少し二足で立ち上がるのは心こころ許もとない感じがした。試ためしに手を突いたまま数歩歩いてみたが、まだ軽く頭がぐらぐらする。


「……ち、少し時間をおかなくてはいけないか……」


　忌いま々いましげに呟つぶやき、駆真はぐるりと部屋の中を見回した。


　どうやらホテルの一室──しかも、かなり上等な部屋だということが見て取れる。


　しかしわかるのはそれだけだ。まずは身体を慣らし、外に出なくてはならないだろう。


　と、


「……あ」


　駆真は部屋の中に、あるものを発見した。


　壁づたいにゆっくりと歩いていき、それの前まで辿たどり着つく。その、大きな姿見の前まで。


「ぅぁ……」


　とろけるような声は、自然とのどの奥から漏もれ出ていた。


　だがそれも仕方のないことなのである。何しろ自分の手が、足が、顔が、全すべてこの世でもっとも愛らしい少女のそれになっているのだから。


「こ、これは……予想以上に……」


　呟きながら頰を赤らめ、駆真は辺りに誰だれもいないことを確かく認にんするように部屋をきょろきょろと見回してから、少しあごを引いて上うわ目め遣づかいになり、


「ねえさま、大好き」


　と、鏡に向かって言ってみた。


「はぅ……ッ」


　自分で言った言葉なのに、なんかもう全身の血液が一いつ瞬しゆんにして沸ふつ騰とう、いやむしろ気化してしまいそうな感覚が身体を走り抜ける。……やばい、これはたまらん。


　駆真は自然とニヤニヤしてしまう表情筋を抑おさえつけ、今度は胸の辺りで指と指とを絡み合わせるようなポーズを取ってみた。


「……私はねえさまさえいればそれでいいの」


　そして、もう一度鏡に向かってそう呟く。


「……ッ！」


　こうなったらもう止まらない。駆真は少し、ほんの少しだけ服の首元をはだけると、


「ねえさま……いいよ……？」


　なんて、ほんのり上気した顔で言ってみた。


「ぬぉフ……ッ!?」


　と──脳が焼き切れるかのような衝しよう撃げきとともに、鼻の下と口元にぬるりとした感かん触しよくが現れる。どうやら興奮し過ぎて鼻血を出してしまったようだった。慌あわてて顔を上に向ける。


「ティ、ティッシュティッシュ……」


　これは良くない。非常に良くない。同じ重量の金より高価な在紗の血液を無む闇やみに消費してしまうわけにはいかない。駆真は身を翻ひるがえして備え付けのボックスティッシュを探し──


　足をもつれさせて、またも見事にすっころんだ。


「のあッ!?」


　身体を支えるため咄とつ嗟さに伸のばした手が、棚たなの上に敷しいてあったレースを摑つかむ。……が、無論そんなもので勢いを殺せるはずもなかった。レースの上に載のっていた高そうな花か瓶びんが床ゆかに落ち、鈍い音を立てて割れた。


　ついでに、服の裾すそが近くにあったコート掛かけに引っかかったものだからさあ大変。部屋の一角は乱らん闘とうでも起こったかのように滅め茶ちや苦く茶ちやに荒あれてしまった。弁べん償しようとなれば相当な金額が必要になるだろう。


「……まあ、あいつが払はらうのだから構うまい」


　駆真はよろめきながら、大きなベッドに突つっ伏ぷした。綺き麗れいに整えられたシーツの上にぽたりぽたりと血けつ痕こんができ、妙みようにエロティックである。


　そして棚にあったティッシュを手に取ると、それを器用に丸めて鼻に詰つめる。


「……よし」


　少々格好が悪いが、仕方あるまい。駆真は最低限歩けるようになるまでベッドに横になってから、そろそろと部屋を出ていった。
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　仄ほの暗ぐらい部屋の中に、幾いくつもの四角い明かりがぼんやりと浮うかぶ。


　部屋の主あるじの意向によって僅わずかな電灯しか点つけられていないこの部屋においては、ディスプレイが主要な照明器具に成り代わっていると言っても過言ではなかった。


『──へぇ？　じゃああなたは今回の〈城しろ〉来らい襲しゆうとは無関係……蒼そう穹きゆう園えんを襲おそおうって気はないのね？』


『だからさっきから言ってんだろーが。あたしは娘むすめを連れにきただけだってーの』


　スピーカーから、そんな会話が流れている。


　草くさ薙なぎ沈しず音ねは何度見たとも知れない映像をぼんやりと眺ながめながら、暖の簾れんをかき分けるような仕草で長い前まえ髪がみを除よけ、分厚い隈くまに飾かざられた目を軽くこすった。


　長時間日光に当たっていないことを思わせる生白い不健康な肌はだに、触ふれれば折れてしまいそうな手足を備そなえた少女である。たったそれだけの仕草でも、よほどの疲ひ労ろうをため込んでいるように見えた。


『じゃあ、なんですぐに目的地に向かわないのかしら？』


『……う、うっせーな。てめーにゃカンケーねーだろ』


　沈音は他ほかの作業を全てストップして、その映像に目をやっていた。


　画面の中には、とあるオープンカフェの一角に座った二人の女が映し出されている。


　先日沈音が従者を〈女王〉に仕向けたときの映像だ。


『そうはいかないわ。あなたが数日前から中ちゆう央おう都とに入っていることは調べがついているの。娘が目的ならすぐに家に向かうはずよね？　でもあなたはそれをしていない』


　画面の中でセーラー服の少女──沈音の従者たる魔ま人じん・オトが、笑え顔がおを崩さぬまま言う。


　それに向かい合うように座ったラフな格好の女──〈女王〉フューゼシカは、しばらくオトを睨にらみつけるようにしてから、舌打ちを一つこぼし、口を開いた。


『…………だよ』


『え、なんて？』


　オトが首を傾かしげる。フューゼシカは頰ほおを真っ赤に染めると、再び口を開いた。


『恥はずいんだよ……ッ、てめ、十年も会ってねー娘だぞ……？　あたしの顔覚えてるワケねーしよ、ていうかそれ以前に、旦だん那なが再さい婚こんしてねーとも限んねーじゃねーか……っ！』


　フューゼシカは一気にまくし立ててから、頭をわしわしとかいた。


　それを聞いていたオトはしばしの間ポカンとしていたが──


『ふ──ふふっ、あははははっ、あなた、そんなこと悩なやんでたの？　可愛かわいいわねえ』


　言って、さもおかしそうに笑った。


『るせー、だから言いたくなかったんだよっ！』


『ふふ、まあいいわ。噓うそを吐ついている様子もないし、信じてあげる』


『……ふん、てめーにも一応感謝しとくぜ。まさかそんな近くまで巣が近づいてるなんてな。……こりゃ、早めに在あり紗さのとこに行かなきゃなんねーな』


〈女王〉が少し表情を険しくして、言う。


　沈音は眉まゆをひそめ、奥歯を嚙かみしめた。──どうすればいいのか、わからない。


「……これなら、〈女王〉が〈城〉を引き連れてきてくれていた方がわかりやすくてよかったかもしれないわね……」


　誰にともなく呟き、親指の爪つめを嚙む。


　誤算。正直なところ、在紗の母である〈女王〉の目的が、蒼穹園騎き士し団の利害とここまで一いつ致ちしているとは思いもしなかったのである。


〈女王〉が在紗を連れてどこか遠くへ行ってしまえば、〈城〉も進路を変へん更こうするかもしれない。それにここ数ヶ月続いていた、大型空獣エアの異常な出現状じよう況きようも改善されるだろう。


　蒼穹園騎士団団長としては、諸もろ手てを上げて喜ばねばならない状況だ。


　だが沈音は背を丸め、額に手を当ててうめいた。


「……なんでこうなるのよ」


　と、それに合わせるようにして、別のスピーカーから声が響ひびいてくる。


『──もしもし、お嬢じよう様さま？　今大だい丈じよう夫ぶですか？』


　映像から流れていたのと同じ声。オトである。沈音は慌てて映像を停止させた。


「……何か用？」


　言って、右方の画面──騎士団本部の執しつ務む室に繫つながっているモニタに目を向ける。予想通り、そこでは緊きん張ちよう感かんのない笑みを浮かべたオトが手を振ふっていた。


『はい。ついさっき、槙まき奈ながこの数日間何をやってたのか問いただしてみたんですけど、なかなか面おも白しろいことを言いまして』


「へえ」


『ふふ、何だと思います？　一応心しん拍ぱく数すうとか見ておきました。噓ではなさそうですよ』


「ふうん」


『……お嬢様？　聞いてませんね？』


「そう」


『お嬢様のあほー』


「へえ」


『…………』


「ふうん」


『……実はですねお嬢様、一つ謝らなければならないことがあるんですが』


「そう」


『先日、お嬢様のお気に入りのそうきゅんカップを割ってしまいまして……』


「あとで覚かく悟ごなさい」


『聞いてたんですか!?』


　あからさまに驚おどろいた顔を作ってオトが声を震ふるわせてくる。


　しかしそれきり黙だまった沈音に違い和わ感かんを覚えたのだろうか、しばらく怯おびえたように肩かたをすぼめていたオトは、小さく吐と息いきすると、やれやれといった調子で言葉を続けてきた。


『お嬢様。また、あの映像を見ていましたね？』


「…………っ」


　図星を突かれて、息を詰まらせる。


　オトは「やっぱり」という顔を作ると、大おお仰ぎように肩をすくめてきた。


『まだ悩んでらっしゃるのですか？　お嬢様らしくもない』


「……黙りなさいこの木偶でく」


　強がって悪態を吐ついてみせるも、そのあとに言葉が続かなかった。


　完全に、オトの言うとおりだったのである。


　天てん秤びんの片皿には、〈女王〉を見み逃のがし在紗を連れていかせるという選せん択たく肢しが載り、もう片皿には、〈女王〉を止めて在紗を蒼穹園にとどめておくという選択肢が載っている。


　前者なら、蒼穹園の安全が確保される。対して後者は、沈音の自己満足に過ぎなかった。


　それはわかっている。わかっているのだが……


「……在紗は……初めてできた、友達……なのよ」


　沈音は拳こぶしをぎゅっと握にぎり、ふるふると震わせながら口を開いた。


「在紗に、遠くに行って欲しくない……でも、在紗がいる限り、中央都は常に大型空獣エアの脅きよう威いに晒さらされることになるわ」


　前髪をくしゃくしゃとかきむしる。


「前団長──お父様なら間ま違ちがいなく〈女王〉を見逃したでしょうね……逆に駆かる真まさんなら、絶対に在紗を手放したりなんかしない」


　絶対の正解などはない。だが──その二人ならば、迷わない。


　しかし、沈音はそれを即そつ決けつできずにいた。


「どうしたらいいのよ……っ」


　頭を抱かかえる。その様子を見てか──スピーカーから、小さな笑い声が聞こえてきた。


『情けないですね、お嬢様』


「……なんですって？」


『私は、そんな弱々しい女の子に仕えた覚えはありませんよ？』


　オトが、不敵に言ってくる。沈音は不ふ遜そんな従者の顔を睨み返しつつ唇くちびるを開いた。


「……悪かったわね、どうせ私は、そんな簡単な選択肢すら選べない──」


『選ぶ必要が、どこにあるんですか？』


「……え？」


　きょとんとした顔で、返す。


　オトはさも当然と言わんばかりに、両手を大仰に広げて見せた。


『確かに悩ましい問題です。草薙沈音なら、どちらかを選ぶしかないでしょう。魔人オトでも然しかり、です。でも──』


　オトが画面に顔をずずいっと寄せる。


『草薙音音なら、選ぶ必要なんてありません』


「……っ！」


　沈音は目を見開いた。


　草薙音音。頭脳の沈音と身体からだのオト。二人で構成される、蒼穹園最強の女。


『命じてくださいお嬢様。あなたの従者は理り不ふ尽じんな命令を待っています。絶対に実現不可能で、意地の悪い、傲ごう慢まんな理想を語ってください』


　悠ゆう然ぜんとした微び笑しようのまま、魔人オトが言う。


　沈音は数瞬の間呆あつ気けに取られた顔を作り──


「────ふ」


　唇の端はしを、ぴくりと上げた。


「……ふふ、ふふふ……っ」


　常に陰いん鬱うつそうに形作られていた眉が、目が、口が、笑えみの形に変化していく。


　──なんと単純。なんと明快。沈音は笑みを隠かくすように手を口元に置いた。


「──いいわ。命じてあげる。オト。魔人オト。絶対無敵の私の従者」


『至福の極きわみにございます』


「在紗は私の友達よ。掛かけ替がえのない親友よ。私も直接説得に向かうわ。絶対に守りなさい。〈女王〉なんかに在紗を渡わたしてなるものですか」


『かしこまりました』


「だから〈城〉の進行は止まらないわ。──目め障ざわりよ、砕くだきなさい」


『仰おおせのままに』


「きっとこれから、在紗に誘さそわれて、もっと多くの大型空獣エアが中央都目がけて飛来してくることになるでしょうね」


『そうなるかと』


「私の庭を汚よごすことは許さないわ。全部、丸ごと、全すべて、一いつ切さい、合がつ切さい──殺しなさい」


『承うけたまわりました』


「できるわね？　音音」


『もちろんです、音音』


　画面に向かって親指を立てた右手を突つき出だしてやる。すると、オトも同じように、手を突き返してきた。
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「……ッ？」


　意識を取とり戻もどした在紗は、ゆっくり顔を上げると同時に眉をひそめた。


　辺りの景色が、豪ごう奢しやなホテルの内装から、鷹たか崎さき家のリビングになっていたのである。


「え──何、これ……」


　突とつ然ぜんのことに頭が混乱する。確かに自分は今、冬ふゆ香かに連れてこられたホテルの一室にいたはずである。


「おお、目覚めたか、アリサよ！」


　と、思考の途と中ちゆうで、後方から聞き覚えのある声が発される。多分、魔ま王おうだ。


　何か情報が得られるかもしれない。在紗はその声のした方向に振り向こうとし、


「きゃ──」


　急にバランスを崩くずし、その場に倒たおれ込んだ。


　とはいえ足がもつれたというよりも、思考に身体がついていかなかった感がある。思うとおりに手足が動かなかったのだ。


　幸い倒れた場所にクッションがあったので、怪け我がらしい怪我はしなかったのだが、まだ軽く頭がぐらぐらする。在紗は額に手を当てながらゆっくりと上半身を起こした。


「……つっ、魔王──さん……？」


　辺りを見回して声の主を探す。が、どこにもそれらしい姿は認めることができなかった。


　と、在紗はそこで、自分の身体の下に敷しかれていたクッションの感かん触しよくが少しおかしいことに気づいた。妙みようにデコボコしているというか、明らかに首や腰こしの下に敷くような用よう途とを目的に作られた形には思えないというか──


　恐おそる恐る下方に目を向けてみる。そこには角の生えたそうきゅん人形が白目をむいて倒れていた。ちょうど首の辺りに、在紗の肘ひじ鉄てつがクリーンヒットしている。


「わ……っ」


　慌あわてて飛び退のくも、その際にまた変に体重がかけられてしまったらしい。骨格のないぬいぐるみなのに、何故なぜか首からごきりという音がした。気がした。


「ま、魔王さん！　魔王さん！」


　呼びかけるも──返事はない。完全に意識を失っているようだ。


「どうしよう……」


　途と方ほうに暮れ、困こん惑わくに染まった声を絞しぼり出す。


　不思議な力を持った魔王なら、今在紗に何が起こっているのかがわかるかもしれないと思ったのだが、これでは話を聞いてもらうことすら不可能だった。


　とにかく魔王が目覚めるのを待つしかない。在紗は息を吐いてその場に身を横たえた。


　床ゆかに寝ねころぶなんてあまり行ぎよう儀ぎのいい行動とは言えなかったけれど、先ほどの違和感がまだ身体に残っており、上手うまく立ち上がることができなかったのである。


　と──五分ほど経たっただろうか、どうにか身体の調子が戻ってきた頃ころ、廊ろう下かの方から玄げん関かんを開け放つ音が聞こえてきた。


「──ねえさま？」


　在紗は身を起こし、玄関の方に顔を向ける。


「鷹崎ぃぃぃーっ!!」


　だが、響ひびいてきたのは別の声だった。


「…………!?」


　もう何が何だかわからない。在紗がその場で慌てていると、廊下からガシャガシャという金属音が近づいてきた。どうやら先ほどの声の主が、家主の承しよう諾だくを得ないまま家に上がり込んで来たらしい。


　そして、すぐに胸部と手足に厳いかつい天てん駆く機き関かんを装着した駆真の元同どう僚りよう・鳶とび一いち槙奈が、いやに慌てた表情をしながらリビングに顔を出した。


「いるじゃないの！　ちゃんと返事しなさいよッ！」


「え……っ、え……っ？」


　突然のことに戸と惑まどいを隠せないでいると、焦じれた様子の槙奈が在紗の腕うでをがっちりと摑つかみ、無理矢理立ち上がらせた。


「一いつ緒しよに来てもらうわよ、鷹崎。抵てい抗こうすんじゃないわよ……ッ」


「ま、槙奈さん……？　どうしたんですか……？」


　在紗が名を呼ぶと、槙奈は怪け訝げんそうな表情を作り、在紗の顔を覗のぞき込んできた。


「……今なんて言った？」


「え……ま、槙奈さん……」


　槙奈はその言葉を反はん芻すうするように深呼吸し、異様なものを見たような顔を作った。


「どうしたのよあんた。頭でも打った……？」


「いえ……そんなことはないですけど……」


「……ちょっと、私のコト馬ば鹿かにしてんの？　何その気持ち悪い敬語。やめてよね」


「え……でも、槙奈さんの方が年上ですし……」


「年上って……まあそりゃ私の方が一個上だけど、何なのよいきなり」


　槙奈の言葉に首を傾かしげる。在紗は十二歳である。まさか槙奈は十三歳だったのだろうか。こう言っては何だが少し老ふけている。……もとい、大人っぽい。


　と──そこで、在紗はある違い和わ感かんに気づいた。


「あ──れ……」


　身に纏まとっていた服が、先刻のものと違ちがっている。……というか今着ているそれは、駆真のシャツとジーンズによく似ている気がした。何故か腰にホルスターまで装着しており、これまた何故かそこに聖せい剣けんが収まっている。


　否いな、それだけではない。服だけでなく、それに包まれた身体も、在紗のものとは異なっている。手足が妙に長く、胸部には在紗の歳としにはまるで似合わないような膨ふくらみが二つ現れていた。かと思えばウエストはきゅっと引ひき締しまり、見事なＳ字のラインを描えがいている。女の子なら誰だれもが一度は夢見るような綺き麗れいなプロポーションだ。


　急激な成長期が訪おとずれたとしても、ここまでの大変身はしないだろう。困惑に頭を抱え──またそこで眉まゆをひそめる。頭部を動かした際に視界の端に遊んだ髪かみの色が、美しい漆しつ黒こくになっていたのである。


　この身体は、まるで──


「……まあ何でもいいわ。とにかく来てもらうからね」


　槙奈にわきを抱えられ、半ば無理矢理起立させられる。もう先ほどのような目眩めまいはなかったので、どうにか自立することができた。


「天てん駆く機き関かんは？　二階？」


「あ、はい、多分……」


　在紗が小さくうなずくと、槙奈はドタドタと足音をさせながら階段を上っていった。


　額に手を当て、うなる。まだわからないことだらけだった。自分は何故なぜここにいるのだろうか、自分の身体には一体何が起こっているのだろうか──そんな疑問に首を捻ひねっていると、焦れた様子の槙奈の声が、鋭するどく鼓こ膜まくを震ふるわせた。


「ほら、ボーっとしてないでこっち来なさい！」


「え、あ……はい」


　駆真の天駆機関入りのアタッシェケースを抱かかえた槙奈が一階に下りてきて、在紗の腕を引っ張ってくる。


　何か今日の槙奈の声には妙に余よ裕ゆうがない。在紗はなんとなく逆らってはいけない気がして、大人しく槙奈についていった。


　と、その際、玄関の脇わきにかけられている鏡が目に入る。


　在紗は、そこでようやく、自分の目で自分の顔を確かく認にんすることができた。


「え──」


　墨すみ染ぞめの髪に朱しゆの瞳ひとみ。白磁の肌はだに徒むだはなし。整った鼻び梁りようと切れ味鋭するどい眼めの造ぞう作さく、そして厳しく引き締められているべき唇くちびるは今、あまりの驚おどろきに滑こつ稽けいな形になっていた。


　そこにいたのは在紗ではない。在紗の大好きな叔お母ば──鷹崎駆真だった。
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「……やっぱてめーか。久しぶりじゃねーか、大たい佐さ殿どのよ」


　フロントに控ひかえていた女性騎き士しに連れられ、ホテル駐ちゆう車しや場じように停とめられていた車に案内された冬香は、そう言って右──後部座席に座った男を睨ねめ付つけた。


　広々とした車内がやたら窮きゆう屈くつそうに見える巨きよ軀くを誇ほこる、初老の男である。蒼穹園騎士団の略式礼服の下には、歳に似合わぬ筋肉の鎧よろいが確認できた。


「今は、少将だ」


　男が顔を冬香の方に向け、返答してくる。その際、こめかみのあたりに大きな傷があるのが見て取れた。


「そうかい。そいつはおめでとさんよ。……で、一体何の用だ？　あたしに殺されたくて来たのか？　そんなら歓かん迎げいすんぜ。昔のよしみで、できるだけ苦しむようにやってやらあ」


　冗じよう談だんでも軽口でもなく、真に殺気を込こめて言葉を吐はく。


　──佐さ間ま岡おか亮りよう禅ぜん。間ま違ちがいなく、冬香がこの世でもっとも嫌きらいな人間であった。


　しかし男は微み塵じんも臆おくすることなく、ぎろりと冬香を睨にらみ返してきた。


「それはこっちの台詞せりふだ、〈女王〉。空獣エアの親玉が中央都に何の用だ。二度と現れるなと言ったはずだが。……何より、鷹崎はもういない。貴様に帰る場所などないはずだ」


　鷹崎。その名が冬香や在紗を示すものでないことは容易に知れた。


　鷹崎宗しゆう吾ご。冬香の、夫。


「……てめぇ」


　ぎり、と歯を嚙かみしめ、血が出んばかりに拳こぶしを握にぎる。


「あのような〈城しろ〉など引き連れて現れるとはな。十年前の仕返しのつもりか？」


「知らねーよ。あたしは野や暮ぼ用ようで来ただけだ。それに、あたしが中央都を去ったのは、シュウと在紗に迷めい惑わくをかけたくねーからだ。てめーごときに脅おどされてやったつもりはねえ」


「何？」


　佐間岡は初めて意外そうな顔を作り、冬香の様子を窺うかがうようにじっとりとした視線で全身を舐なめ回してきた。まるで、少しでも不ふ審しんな仕草や動きがないかを調べるように。


「〈城〉は貴様の指示でこちらに向かっているのではないのか」


「だからそう言ってんだろ。ったく、てめーんとこの元げん帥すい様から聞いてねーのかよ」


「……何の話だ」


「はッ、知らねーんなら知らねー。……つか、ンなコト確認するためだけにわざわざあたしんとこに来たってのか？　こんな場所に？　護衛らしい護衛も付けずに？」


「何が言いたい」


　微かすかに目元を動かし、佐間岡。


　冬香はうっすらと嘲ちよう笑しようじみた笑えみを浮うかべ、身体からだを前に倒たおしていった。


「──随ずい分ぶん耄もう碌ろくしたんじゃねーのか？　あたしがその気になりゃ、てめーが次に瞬まばたきするまでにその首飛ばせるんだぜ？　試ためしにその傷、二つ目をこさえてやろうか？」


　目を鋭く尖とがらせ、指を一本佐間岡の眉み間けんに当ててやる。だが、佐間岡は微び動どうだにしない。


「貴様も学習せんな、〈女王〉。昔と何も変わらん」


「……あんだと？」


「もし俺に何かあったときは、鷹崎在紗を拉ら致ちするよう指示を出してある」


「な──ッ」


　眉をひそめ、短く悲鳴を上げるように声を絞り出す。


「厄やつ介かいな女王種の娘むすめも、考え方を変えれば空獣エアを集める最高の呼び水だ。……確か女王種は興奮状態に置かれるほど、強く誘ゆう性せい物質を発するのだったな。ならば手足を切り取って籠かごにでも入れて置いてみるか。一体どれくらいの空獣エアが一所に集まるかな。迎げい撃げき作戦には最高の餌えさだ。……なあ、娘を一人部屋に置いてくるなんて、随ずい分ぶんと迂う闊かつじゃあないのか？」


「てめ……っ、ンなコトしてみろ……てめーのガキも同じ目に遭あわせてやっからな」


　己おのれの持ちうる殺気を総動員して視線に乗せ、佐間岡に突つき刺さす。


　しかし彼はフンと鼻を鳴らすと、


「悪いが、それは不可能だ」


「……ああ？」


「随分前に、空獣きさまらに食い殺された」


「…………ッ」


　予想外の返答に、一いつ瞬しゆん息が詰つまる。


「だからな、〈女王〉。俺は貴様らが、何の冗談でもなく、殺したいほど憎にくいんだよ」


「……そうかい。そいつぁ気が合うな。あたしもてめーのことが嫌いでたまんねーよ」


「それは光栄だ」


「話はそれだけかよ。行かせてもらうぜ」


　冬香はつまらなそうに顔を歪ゆがめたまま、車外に出た。そして再び中を覗き込み、


「在紗に指一本でも触ふれてみな。マジで、殺すよ」


　言って、車体をガン！　と叩たたく。車の側部が盛せい大だいにべこんと凹へこんだ。


「…………」


　無言の佐間岡に舌打ちを一つ残し、冬香はホテルへと歩いていった。


「──ったく、胸クソ悪わりぃ……ッ」


　小声で悪態を吐つきながらエレベーターに乗り込み、目的の階へと移動する。


　その間、頭の中には、佐間岡亮禅への怨えん嗟さがぐるぐると渦うず巻まいていた。


　思えば、彼との付き合いは宗吾と同じくらい長い。何しろ佐間岡は、冬香と宗吾が出会った瞬しゆん間かんに立ち会っていたのだから。


　十数年前、宗吾と、その上官であった佐間岡が危険空域で遭そう難なんしたとき、冬香は彼らを見つけたのである。


　その後宗吾に一ひと目め惚ぼれをした冬香は羽を隠かくして人里へ下り、めでたく宗吾と結ばれたのだが──冬香の正体を知っている佐間岡は、あの手この手で冬香を蒼穹園から追い出そうとちょっかいをかけてきたのだ。


　もっとも最悪だったのは在紗が生まれたあとである。彼は冬香を呼び出し、貴様が出て行かねば夫と娘がどうなるかわからんぞ、みたいな犯罪者じみた台詞まで吐いて見せた。


　結局冬香は自分の体質ゆえ中央都を去らねばならなかったのだが──どうも佐間岡は、それを自分の手て柄がらと思っている節があるようだった。


「……おっと」


　部屋の前まで来て、冬香は顔をペタペタと触さわり、表情を元に戻もどした。さすがにこんな険しい顔を在紗に見せるわけにはいかない。


　冬香はぎこちないながらも微び笑しようを作ってから、カードキーを差し込み、ドアを開いた。


「たっだいまー。いい子にしてたか在紗ー」


　言って、元気よく手を振ふってみせる。だが。


「……あ？」


　部屋の様子を見て、冬香は取とり繕つくろっていたにこやかな表情を一変させた。


　一瞬、部屋を間違えたのかと思った。先ほどまでと、随分印象が変わっている。


　テーブルが転げ、花か瓶びんが割れ、コート掛かけが様々な家具を巻き込んで倒れている。まるでここで誰かが暴れたかのような有様だった。


　否いな、そんなところはどうでもいい。何より問題なのは──


「──在紗ッ！」


　冬香は絶ぜつ叫きようじみた声を上げた。その荒あれ果はてた部屋には、人の気配がなかったのである。


「在紗、どこだ！　在紗!!」


　叫さけび、部屋を捜さがし回るも、応答はなかった。


「……っ、これは……」


　膝ひざを折って視線の位置を低くする。床ゆかやベッドに、少量ではあるが血けつ痕こんが見て取れた。


「────っ」


　血の気が引くのが自覚できる。同時に──頭の中に大だい嫌きらいな男の声が響ひびいてきた。


（……なあ、娘を一人部屋に置いてくるなんて、随分と迂闊じゃあないのか？）


「まさか……」


　窓から眼下に広がる道路を見下ろす。目はかなりいい方だったが、さすがに地上三十階の距きよ離りから、まだあるかどうか定さだかでない一台の車を捜し出すのは不可能だった。


「……やってくれたな、あのクソ野や郎ろう……ッ！」


　奥歯をぎりと嚙みしめる。少し、血の味がした。





　　　　　　　◇





「さ、そこに名前書いて」


「名前……ですか？」


「いいから早く！」


「は、はい……」


　槙奈に抱かかえられて空を飛び、騎士団本部まで連れてこられた在紗は、あれよあれよという間に建物の中に連れ込まれ、何やら書類のようなものにサインを求められていた。


　今二人がいるのは、机がたくさん並んだ事務室のような場所である。槙奈に怒ど鳴なられて驚おどろく在紗を見て、何故か周りの人たちが皆みな、ぎょっとした顔を作っていた。


　言われるがままにペンを取り、自分の名前を書く。が、槙奈は不審そうな顔を作って在紗を睨みつけてきた。


「……ちょっと、鷹崎在紗って、あんたそれ姪めいっ子の名前でしょ」


「あ……」


　在紗はハッとなって自分の容姿を見下ろした。そうだ、今在紗の身体はどうしたことか、駆真にしか見えなくなっていたのである。


　槙奈もずっと勘かん違ちがいしたままらしい。在紗はおずおずと口を開いた。


「えと、あの……信じてもらえないかもしれませんけど、実は私、在紗なんです……」


「はあ？」


「なんでかわかりませんけど……気づいたら身体がねえさまになってたんです」


　在紗がそう言うと、槙奈は眉まゆをひそめ、数秒の間うなるようにのどを鳴らした。


　しかし彼女はすぐに不敵な笑みを作り、手をひらひらと振ってきた。


「あー、駄だ目め駄目。そんな手で復隊を免まぬかれようったってそうはいかないわよ。アステナがいない今、あんたにそんな不思議現象が起こるはずないじゃない」


「いや、そうじゃなくて……」


「いいから。──はい、こっちの用紙にちゃんと書いて」


「は、はぁ……」


　やはり信じてはもらえなかったらしい。在紗は仕方なく、書類に鷹崎駆真と書いた。


「うっし」


　在紗の手元から書類をひったくり、今日初めて、槙奈が笑顔を見せる。


「はー……これでなんとかお咎とがめなしで済むわ……」


　安あん堵どに息を吐はき、席を立つ槙奈。


「じゃ、私は復隊届提出してくるから」


「あ……はい。──えと、槙奈さん、私はこれからどうすれば……」


「はあ？　好きにしなさいよ」


「……好きに……」


　在紗は、困こん惑わくしたようにきょろきょろと辺りを見回した。何がどこにあるのかもわからない騎き士し団庁舎で数少ない顔見知りに置いて行かれてしまったら、それこそどうしていいのかわからない。


「あー……んじゃ、すぐ終わらせてくるから、休きゆう憩けい所かどっかで待ってなさい」


「休憩所……ですか」


「……ったく、そこのエレベーターで一階に下りて、廊ろう下か真っ直すぐ行けば見えてくるわよ」


「は、はい」


　足を揃そろえ、膝に手を置いたままこくりとうなずく。すると槙奈は「う……ッ」とうめくとほんのりと頰ほおを赤くし、慌あわてるように走り去っていった。よほど急ぎの用があるようだ。


「…………」


　一人部屋に残された在紗は、アタッシェケースを抱え、槙奈に言われた通り廊下に出てエレベーターに乗り込み、そのまま一階へ下りていった。


「廊下を真っ直ぐ……と」


　紫し紺こんの制服を着た騎士たちとすれ違ちがいながら、ゆっくりとした足取りで廊下を進んでいく。その都つ度ど、何故か皆みな振ふり向むいて在紗を見てきた。……まあそれはそうかもしれない。皆同じデザインの騎士制服を着ている中、一人私服の女がいれば目立ってしまうだろう。


　在紗は周囲から注がれる好こう奇きの視線に、得も言われぬ居い心ごこ地ちの悪さを感じながらも、少し顔をうつむけて考えを巡めぐらせた。


　ただでさえ冬香に深刻な決断を迫せまられて困惑しているというのに、この異常現象のラッシュである。超ちよう常じよう現象に慣れているはずの在紗も、さすがに少々気き疲づかれをしていた。


「ねえさま……」


　軽く下した唇くちびるを嚙かむ。複雑な心境。──駆真に会いたいのに、会いたくない。


　寂さびしくて、不安で、一刻も早く駆真の胸に飛び込みたい。頭を優やさしく撫なでて欲しい。でも、そう思えば思うほど、先刻の冬香の言葉が在紗を縛しばるのだった。


（……ちっとばかし冷たい言い方になるが──在紗、おまえがこのままここにいたら、メイドちゃんはいつか確実に、死ぬぞ）


「……っ」


　在紗がいたら、駆真が、死ぬ。


　その絶望的なフレーズが、脳内に幾いく重えにも反はん響きようして在紗を苛さいなんでいた。


　──と、その鳴りやまぬ音おん響きようの中、


「少しよう尉い!?」


　後方から、驚きよう愕がくに染まった声が響いてきた。


　振り向くと、廊下に三人の女性がいることがわかる。背の高い女性と、眼鏡めがねを掛かけた小さな女性、それに、今声を上げたと思おぼしき、ボブカットの女性だ。


　皆、過去に会ったことがある。駆真が率いていた鷹崎小隊のメンバーたちだった。確か名前は順に、鎧よろい塚づかサキ、鉤かぎ野のかほる、それに錐きり本もと美み栄はえである。


「少尉、戻ってきてたんですね！」


　美栄が嬉うれしそうに顔をほころばせ、パタパタと走り寄ってきた。


「あ……は、はい。お久しぶりです」


「え……ッ？」


　美栄が先ほどの槙奈と同じように、びっくりした顔を作る。


「なになに、美栄ちゃん、どーしたの」


「いつお戻りになられたんですか、少尉」


　サキとかほるが、少し遅おくれて歩み寄ってくる。在紗は粗そ相そうがあってはいけないと思い、その二人にもぺこりと丁てい寧ねいな礼をした。


「ご無ぶ沙さ汰たしています」


「わお」


「は──？」


　二人が表情を凍こおりつかせ、その場に固まる。


　しばしの間沈ちん黙もくが流れるが……その空気を打ち破ったのはサキだった。快活に笑い、在紗の肩かたを軽く叩いてくる。


「あっはは、少尉ー。それ何キャラですか？　かーわいい」


「きゃ、キャラ……？」


「少尉がいなくなってから色々大変だったんですよー？　一応三み谷や原はら曹そう長ちようが臨時の隊長ってことになってたんで、隊がすぐ解散することはなかったんですけど、このまま〈城〉攻こう略りやく戦せんが終わってたら、あたしたちみんな散り散りで別の隊に配属になってたんですからー」


　言葉ほど深刻さを感じさせずに、サキが言う。


「ちょっとサキ、失礼でしょ」


　と、かほるがサキを窘たしなめたところで、在紗は小さく眉を歪ゆがめた。


　廊下の遥はるか奥の方から、鉄てつ砲ぽう水みずでも迫ってきているかのような音が響いてきたのである。


　そしてそれが近づくに従い、何やら男性の声が聞こえてくる。


「か────ぁ──るぅう──まぁぁぁ────さぁぁぁぁぁぁんッ！」


「ひっ──」


　在紗は恐きよう怖ふに身を竦すくませた。手にしていたケースが床に落ち、けたたましい音が鳴る。


　とはいえそれも仕方あるまい。何しろ、いきなり超ちようスピードで髪かみを引ひっ詰つめにした男が駆かけてきたかと思うと、在紗の両手をがっしと握にぎり、そのまま猛もう烈れつな勢いで以もつて在紗の背を壁かべに押しつけてきたのだから。


「か──ッ、か、駆真さん……っ！　やっと……やっと戻もどってきてくれたんですね！」


「ちょ、松まつ永なが君……!?　あなたどこから湧わいて出たの……？」


　かほるが大層驚いた様子で身を反らしている。恐おそらく弾だん丸がんのような彼の突とつ撃げきを、身体からだが避さけようとしてしまったのだろう。


　在紗は少々恐怖を感じながらも、自分に迫っている男の顔を覗のぞき見みた。彼もまた、鷹崎小隊の一員である。確か名は──松永衛えい二じ。


　衛二は、在紗の手を力強く握りしめたまま、瞳ひとみの中に火でも灯ともっているのではないかと思えるほどの暑苦しさで以て声を発した。


「はいッ！　駆真さんの匂においと気配を嗅かぎ取って馳はせ参さんじましたッ！」


　微び妙みように返答になっていない言葉を自信満々に吐き、視線を在紗の方に戻す。


「駆真さんがいないこの数週間は、まさに強制労働が如ごとき日々でした……ッ！　嗚呼ああ、されどッ！　その煉れん獄ごくもけふで終はりけりッ！　この日をどんなに待ちわびたことか！　さあ遠えん慮りよはいりません！　抱ほう擁ようを！　熱いハグを！」


　言って、鼻息を荒あらくしながら顔を近づけてくる。


　在紗は突とつ然ぜんのことに驚き、顔を背そむけながら弱々しく言った。


「や……っ、やめてください……」


『……ッ!?』
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　衛二をはじめとして、隊員全員の顔が驚愕に染まる。


　一いつ拍ぱくおいて、衛二が顔を真っ赤に染め、凄せい絶ぜつな笑えみを浮うかべて両手をバッと広げた。


「駆真さぁぁン！」


　が、瞬しゆん間かん──


　サキが衛二の肩を後ろから摑つかみ、美栄が衛二に膝ひざカックンをし、それにちょうど合わせるようにしてかほるが在紗と衛二の間に入り込み、衛二のあごを肘ひじでかち上げた。


「ふげふッ!?」


　そして綺き麗れいな三日月形に身体を反らせた衛二の側頭部目がけ、


「のっけから何してんのあんたはぁぁぁッ！」


　早くも用事を済ませたのだろう、廊下の先から何やら荷物を抱えながら走ってきた槙奈が、見事なドロップキックを放った。


「ぐぎゃ……ッ！」


　不ふ吉きつなごきりという音を鳴らし、衛二の身体が側転しながら吹ふっ飛とぶ。そして廊下の脇わきに積んであった段ボールの山に頭を突つっ込こみ、完全に沈黙した。


「……まったく、油断も隙すきもあったもんじゃないわね」


　荒い呼吸を整えながら、槙奈がふうと額の汗あせを拭ぬぐう。


「少尉、大だい丈じよう夫ぶですか？」


「は、はい……」


　かほるが心配そうに言ってくるのに、小さくうなずいて返す。


「本当にどうしたんですか少尉。いつもみたいにすればよかったのに」


「いつもみたいに……ですか」


「ええ、松永君が迫ってくると同時にあごを蹴けり上げて、ひっくり返ったところにまた踵かかと落おとしを食くらわせ、脇わき腹ばらを蹴って窓から突き落とすくらいは」


「い、いつもそんなことしてるんですか……？」


　戦せん慄りつに顔を強こわばらせ、頰にひとすじ汗を垂らす。そんな返答にすら、鷹崎小隊の騎士たちは不思議そうに首を捻ひねった。


「あー、なんかそいつ今日ヘンなのよ。私が家に連れに行ったときからその調子でさ」


　槙奈が三人の疑問に答えるようにやれやれと肩をすくめながら、在紗の方に寄ってくる。


「ほら、あんたの制服よ。更こう衣い室行って着き替がえてきちゃいなさい」


　そして小こ脇わきに抱かかえていた布製の鞄かばんを手て渡わたしてきた。


「え、あ……はい……」


　それを受け取り、首を傾かしげる。と、槙奈がうんざりした顔で在紗の手を引いた。


「──こっちよ。……ったく、そんなことまで忘れたっての？」


　言って、しばしの間廊下を進んでから、槙奈が『更衣室』と書かれた扉とびらを開ける。


　中はかなりの広さがあった。壁に沿うように幾いくつもロッカーが並べられ、部屋の中央と奥に長なが椅い子すが置かれている。


　在紗は槙奈に背中を押されるようにして更衣室に入った……が、ここでまた一つ問題が発生した。……至し極ごく単純な話で、どのロッカーを使えばいいのかわからないのである。


　在紗が制服を胸に抱だいたままうろうろしていると、焦じれた様子の槙奈がガン！　と近くのロッカーを叩たたいた。


「あんたのロッカーはここッ！」


「す、すいません……」


　ぺこりと頭を下げ、在紗は槙奈が示した扉を開けた。


「ふえー、ホントに様子がおかしいですね、少尉」


　と、槙奈の背後から美栄の声が聞こえてくる。どうやら三人全員、在紗と槙奈に付いてきたようだった。


「……何よあんたたち。別に付いてくる必要ないでしょうに」


　半眼を作って槙奈がそう言うと、美栄の後ろに控ひかえていたサキがからからと笑った。


「いやー、こんな状態の少尉を槙奈さんと二人にしたら、一体どんなイジメを受け──」


　言葉の途と中ちゆうで、かほるがサキの口を塞ふさぐ。


「お、お気になさらず、鳶一少尉」


「……ふん」


　槙奈がつまらなそうに鼻を鳴らす。と、サキがかほるの拘こう束そくをすり抜ぬけて、在紗の肩を摑んできた。


「ねーねー少尉ー。制服に着替える前に、ちょーっとだけこれ着てみません？」


　そう言って、すぐ近くのロッカーを開け、その中から妙みように安っぽい生き地じのナース服なぞを取り出して見せる。


「え……？」


「ちょっとサキ、何よその服！」


　慌あわてて、かほるが声を上げる。


「いやー、彼氏とのプレイ用に買ったはいいんだけど、置き場所がなくてさー。ちょうどいいからここに入れてたのよー」


「あんた、騎き士し団の……っ」


「まーまー。それよりかほるー。少尉のナース姿……見てみたくない？」


「……ッ！」


　槙奈の後ろからかほるが声を上げかけ……止める。何故なぜか頰ほおをほんのりと染めていた。


　在紗は背中に嫌いやな汗が滲にじむのを感じた。かほるも、恐らくは美栄も、サキと同じような感想を持っているのだ。


　つまりは……正直、ちょっと見てみたい。


「え、あ、その……」


　不安そうな表情を浮かべ、在紗が後ずさる。だがすぐに壁に追いつめられてしまった。


「ダイジョーブ、怖こわくないですよー」


「……少尉、ごめんなさい」


「ちょっとだけ、ちょっとだけですから……」


　鷹崎小隊の三人娘むすめが目をギラリと輝かがやかせ、指をわきわきと動かしながら駆真に迫せまる。


　だがそこで再び、金属製のロッカーを叩く音が響ひびいてきた。


「……あんたらねぇ」


　槙奈が半眼を作り、三人娘をじとーっとした視線で睨ねめつける。


「あ、あはは……冗じよう談だんですよ、冗だ──」


　と、美栄が焦あせったように頭をかいた瞬間、槙奈が殴なぐりつけた衝しよう撃げきで開いたロッカーから、ハンガーに掛かけられた体操着が落ちてきた。しかも最近お目にかからない、古式ゆかしいブルマタイプである。


「……ッ！」


　槙奈が顔を真っ青に染め、素す早ばやい動作でそれを拾い上げて背に隠かくす。よく見ると、そのロッカーには『鳶一』と書いてあった。


　三人娘はしばらく呆あつ気けに取られていたが……すぐに、ニャマリという笑みを浮かべた。主にサキが。


「あっれ～？　槙奈さぁん、面おも白しろいもの持ってるじゃないですかー。槙奈さんもそーゆーのお好きだったんですねえ」


「だ、誰だれがッ！　こ、これはお仕置き用だって、元げん帥すい閣下に無む理り矢や理り着させられ……」


「いや～ん、お仕置きなんて槙奈さんやらしんだー」


「……っ！　この……ッ！　違ちがうって言ってんでしょ！」


「えぇー、だってほら……」


　言って、サキがロッカーの中を指さす。そこには、レオタードに網あみタイツ、ウサ耳カチューシャという、完かん璧ぺきなるバニーガールコスチュームが掛けられていた。


「……ッ!!」


「二着も持ってるなんて槙奈さんもやるぅ」


「ち、違……っ！」


「ええ？　何が違うんですか？」


「これは……その……い、異世界で……」


「え？　聞こえませんよー？」


「だから……その……ッ」


　今度は顔を真っ赤にしながら槙奈が必死に弁明する。よく見ると少し目が潤うるんでいた。


　サキはもの凄すごく楽しげに顔をによによさせていたが、すぐに、その脳天に後ろからチョップが入る。──かほるだ。身長が足りないため美栄に抱だっこされたかほるが、サキの頭に一いち撃げきを加えていた。


「いったあ、何よー」


「何よ、じゃないわよ。失礼でしょ。個人の趣しゆ味みを詮せん索さくしないの」


　かほるが腕うで組ぐみしながら言う。槙奈はその台詞せりふにも「そ、そうじゃなくて……」と口を挟はさんでいたが、説明しきれないことを悟さとったのだろう、少し涙なみだ目めになりながら在紗に視線を向け、八つ当たりのように声を荒あららげた。


「あんたは早く制服に着替えなさいッ！」


「は──はいっ……！」


　在紗は一いつ瞬しゆんピンと姿勢を正すと、言われるがままに紫し紺こんの騎士制服に着替えていった。


　と──在紗の着替えが終わると、未いまだ気の収まらない様子の槙奈が、何かを思いついたように手を打ってから、ポケットからメモ帳とペンを取りだし、短い文を書いて在紗に手渡してきた。


「……ねえ鷹崎、ちょっとこれ読んで」


「え……？　あ、はい」


　在紗は手渡されたメモに視線を落とし、書かれている文字を音読した。


「えっと……『あなたには敵かないません、きゅー。蒼穹園騎士団のエースは槙奈様ですぅ』」


「…………ッ！」


　槙奈は抑おさえきれない快感を表現するように、全身を微び細さいに震ふるわせた。


「と、鳶一少尉！　何してるんですか！」


　たまらず、といった調子で美栄が声を上げる。


「何よ、文句あるわけ？」


「一人だけずるいですっ！」


「……あそ」


　槙奈が半眼を作り、メモとペンを美栄に手渡す。美栄は意い気き揚よう々ようと手にした紙に文字を書き入れ、在紗に渡わたしてきた。


「次、お願いします！」


「はあ……『よくやったな錐本。おまえがいなければ私は駄だ目めだ……』」


「あ、ありがとうございます……っ！」


「……っ、つ、次私いいかしら」


　少し遠えん慮りよがちに、頰を染めたかほるが手を挙げ、美栄からペンを受け取る。


「『ありがとう、お姉ちゃん』」


「……ぅあはっ！」


「次！　次あたし！」


　今度はサキが、メモに文章を書き込み、在紗に音読を頼たのんでくる。


「あ、はい。えと……、……っ!?」


　しかし在紗は、メモに記された文面を見て、顔をトマトのように紅潮させた。


「……何よ」


　怪け訝げんそうに槙奈が言い、在紗の手元を覗のぞき込んでくる。……そして、彼女もまた同じように顔をボンっ、と赤くした。


「え、どうしたんですか？」


「ちょっとサキ、何書いたのよ」


　それに追つい随ずいするように美栄とかほるも首を伸のばし──同じような反応を取る。


　数秒のあと、ちょいちょい、と手を動かし、かほるがサキを呼んだ。


「なーにー？」


　脳天気に笑いながら寄ってきたサキの頭に、ゴスンとかほるの拳こぶしが叩き込まれる。


「いったあ！　何するのよかほるー」


「うるさい！　少尉に何言わせようとしてるの！」


「えー、ずるいー。みんなは読んでもらってたのにー」


「少尉は御おん歳とし、十・七・歳ッ！」


　叫さけびながらかほるが在紗の手から紙をひったくり、びりびりと破く。


　と、「あー、あー」とサキが未練がましく声を上げた瞬しゆん間かん、騎士団庁舎中に、けたたましいサイレンが鳴り響いた。


『──っ！』


　騎士たちの表情が一いつ斉せいに変化する。今の今まで冗談に興じていた少女たちの和なごやかな雰ふん囲い気きが、一瞬にして戦士のそれとなった。


「まさか……〈城しろ〉？」


「そんな、さすがに早すぎるわよ」


　美栄たちが戦せん慄りつした様子で言葉を交かわしていると、今度はアナウンスが聞こえてきた。


『──本部敷しき地ち内に不法侵しん入にゆう者しやあり。繰くり返かえす、本部敷地内に不法侵入者あり。緊きん急きゆうコード０８、実戦要員は直ちに第一演習場へ──』


「侵入者？　フツーそんなので警報鳴らすかなー」


「少なくとも、門に突つっ立たってる騎士じゃ太刀たち打うちできなかったってコトでしょ」


　不思議そうに首を傾かしげるサキに返すように言いながら、槙奈が片手にアタッシェケースを持ち、在紗の腕うでをがっしと摑つかんでくる。


「仕事よ、鷹崎。さすがに戦い方まで忘れたとは言わせないわよ？」


「え……え……っ」


　そう言われても、在紗に為なす術すべなどはなかった。もちろん、戦い方を忘れているなんてことはない。何故なぜなら、最初から知らないものを忘れることなどできないからだ。


　これはまずいことになった。在紗は手を引かれながら必死で考えを巡めぐらせる。


「…………！」


　在紗は足に力を込こめ、手を引っ張ってくる槙奈の進行を止めさせた。


「何してんの、早く！」


「お、おしっこ……っ！」


「……は？」


　槙奈は在紗をじーっと疑わしげな目で見つめたあと、フンと息を吐はいて鷹崎小隊の三人娘に「先に行ってて」と指示を出した。


「じゃ、早くそこのトイレで済ませちゃいなさい。待っててあげるから」


「え……いや、そんな、悪いです……」


「逃にげられちゃ困るって言ってんの」


「……う」


　完全に読まれている。在紗は背中に刺さすような視線を感じながら、近くのトイレにとぼとぼと歩いていった。


　そして個室の鍵かぎを閉め、蓋ふたが閉じたままの便座に腰こし掛かける。


「……どうしよう」


　このままでは戦場に駆かり出されてしまう。かといって、逃げることもできない。


　八はつ方ぽう塞ふさがりである。在紗はぅぅぅ、とうなって頭を抱かかえた。


　と──


「おやおや、何やらどうも」


「面おも白しろいことになっているようですわね」


　頭の上から、どこかで聞いた声が降ってくる。在紗は驚おどろいて顔を上げた。


　在紗の入った個室トイレの上の隙すき間まから、まったく同じ顔をした女の子が二人、顔を覗かせている。


「ひ……っ」


　突とつ然ぜんのことに息を詰つまらせる。


　目鼻や口などのパーツを正確に測量して顔面に配置したかのような端たん整せいな顔立ちをした少女二人は、在紗の反応を面白がるようにくすくすと笑ってきた。


「天あま由ゆ良らさん……霊たま由ゆ良らさん？」


　その名前は、自然と口から漏もれ出ていた。確か一月前、皓成大付の生徒でもないのに学園祭のミスコンに出ていた二人だ。


「ふふ、駆真さん……ではなさそうですわね」


「珍めずらしい格好をしてらっしゃいますわね、在紗さん？」


「……っ！　わ、わかるんですか!?」


　在紗は思わず叫び、がたんと音を立てて立ち上がった。それに応じるように双ふた子ごが、こくりと首しゆ肯こうしてみせる。


「よ……よかった……っ」


　この二人が何者なのか、とか、一体どこから現れたのか、とか、気になることはいくらでもあるはずなのに、在紗はただ、自分のことを認にん識しきしてくれる相手の登場に安あん堵どした。


「それで、何かお悩なやみの様子ですけれど」


「一体どうしましたの？」


「あ、はい。実は……」


　在紗は今自分が置かれている状じよう況きようを手短に説明した。


　双子は在紗の話を興味深そうに聞いていたが……途と中ちゆう二人して顔を見合わせたかと思うと、突然ふふふと、不敵な、しかし魅み力りよく的な微び笑しようをその口元に浮うかべた。


「なるほどなるほど、確かにそれはお困りでしょう」


「よろしければ、わたくしたちがここから逃げるお手伝いをいたしましょうか？」


「！　本当ですか？」


　在紗の言葉に、双子が首肯で返す。


「ではでは」


「こういうのはいかがでしょう？」


　二人が同時に指をパチンと鳴らし、在紗に人差し指を向けてくる。


　すると在紗の身体からだが、淡あわく発光し始めた。


「きゃ──」








「ったく、遅おそいわね……」


　本部庁舎のあちこちから響ひびいてくる騎き士したちの慌あわただしい足音を聞きながら、槙奈は腕を組み壁かべを背にして駆真がトイレから出てくるのを待っていた。


　と、件くだんのトイレから小さな人ひと影かげが一つ出てくる。駆真が出てきたのかと思った槙奈だったが──違ちがう。確かに駆真と同じような黒くろ髪かみをしていたが、明らかに身長が足りていなかった。十二歳くらいの女の子である。恐おそらく駆真が入る前からトイレにいたのだろう。


「……違うか。──って、ちょっと！」


　槙奈はすたすたと歩いていこうとする女の子を呼び止めた。


　女の子はよほど驚いたのか、肩かたを盛せい大だいにビクッとさせ、震える声で答えてきた。少し声が大きすぎただろうか。


「な、なんですか……？」


「あんた、小学生？　庁舎のこんな奥までどっから入ったのよ」


　槙奈がそう言うと、何故なぜか女の子は安堵するように息を吐いた。こちらに顔を見せぬまま、口を開く。


「ええと……その、一いつ般ぱん開放エリアに見学に来てたんですけど、迷っちゃって……」


「……ったく、警備は何やってんのよ。──今そっちはちょっとゴタゴタしてるから、あっちから出て、避ひ難なんの指示に従って」


「あ、はい。ありがとうございます」


　女の子はぺこりとお辞じ儀ぎをして、槙奈の指し示した方向にパタパタと走っていった。


　去り際ぎわに、女の子の出いで立ちが目に入る。騎士制服のインナーによく似た黒のシャツに、下は紫し紺こんのスカートである。何故かサイズが合っていないらしく、片手で腰こしの辺りを押さえていた。空いているはずのもう片手には、これまた紫紺の布をぐるぐる巻いた塊かたまりのようなものを抱えている。


　……有り得ないことではあるが、騎士制服の上着を丸めて小こ脇わきに抱えているかのような格好だった。


「……にしても、ホントに遅いわね」


　焦じれた槙奈はトイレに入っていくと、


「おーい、鷹崎ー」


　と駆真の名を呼びながら順じゆん繰ぐりに個室に目をやった。だが……


「……あ？」


　個室のドアが、全すべて開いている。槙奈は眉まゆ根ねを寄せて全部の個室を調べ、ついでに清せい掃そう用具入れを調べ──叫んだ。


「に、逃げられた……ッ!?」





　　　　　　　◇





「はぁっ……はぁっ」


　駆真は荒あれる息を整えるようにしながら、鈍にぶく痛む足をさすった。


　細く、白く、肌理きめの細かなシルクのような手て触ざわりの足。疲ひ労ろうを取るためのマッサージが、知らず知らずのうちに触ふれていることそのものが目的と化してしまうような、魔ま性しようの魅力を備えた足。──要は、鷹崎在紗のおみ足である。


　今駆真がいるのは、幾いくつもの家が建ち並ぶ住宅街の一角であった。


　冬香と顔を合わせてしまっては大変と、できるだけ素す早ばやくホテルを出、ここまで駆けてきたのだが、繊せん細さいかつ華きや奢しやな在紗の身体が、駆真の運動量に悲鳴を上げたのである。


「注意……しなければならないな……」


　自じ戒かいするように独白し、駆真は止まっていた足を、ゆっくりとだが動かした。


　冬香の宿しゆく泊はくしていたホテルがあったのは、中央都鮮あざ宮みやのビル街だった。駆真なら鷹崎家までノンストップで走ることも不可能ではない距きよ離りだが、さすがに在紗の身体にまでそれを求めることはできそうにない。できるだけ気を遣つかって走ったつもりだったが、スタミナが切れるのが異様に早かった。


「ふう……」


　とはいえそれでも、無事に目的地まで辿たどり着つくことができたのだからよしとしよう。


　駆真の視界には今、見慣れた切妻屋根の一いつ軒けん家やが確認できた。言うまでもない。懐なつかしき我わが家である。


「ただいまー！」


　疲労を隠かくすようにできるだけ元気よく声を発しながら扉とびらを開ける。


　しかし反応は返ってこなかった。まるで、家の中に誰だれもいないかのようだ。


　おかしい。今鷹崎家には、駆真の身体に入った在紗と魔ま王おうがいるはずである。駆真は首を捻ひねりながら靴くつを脱ぬぎ、廊ろう下かを歩いてリビングに入った。


「な……」


　ぴたりと足を止める。


　魔王がその丸っこい身体をだらんとさせながら、気を失っていたのである。


「おい、魔王」


　膝ひざを折って床ゆかに座り込み、ずんぐりむっくりした胴どう体たい部分を指でつついてやる。しかし魔王は完全に伸のびてしまっているらしい。何も反応がなかった。ぬいぐるみが素体だというのに何故か器用に白目を剝むき、口元からは涎よだれらしき液体が垂れている。


「おい」


　立ち上がり、ジャンプして魔王の腹に飛び乗ってみる。駆真はふかふかして気持ちいいが、先方にとってはかなりの衝しよう撃げきだろう。……だが、それでも目覚めない。


「…………」


　駆真は魔王の長い耳を摑つかむと、身体をざりざりと引きずりながら風ふ呂ろ場ばに歩いていった。


　そしてバスタブの蓋を開け、昨日きのうの残り湯の中に魔王を逆さまに突つっ込こんだ。


　しばらくブクブクと泡あわが出たが、そのうち水面から波は紋もんが消える。と──


「グッはァっ……!?」


　短い手足をバタバタやりながら、魔王が必死で体勢を立て直し、水面に顔を出す。


「こ、殺す気か……ッ！」


　吸水性抜ばつ群ぐんのボディに水をたっぷり蓄たくわえた魔王が、命からがらといった調子でどうにかバスタブから這はい出てくる。そして両手と耳をピンと上に掲かかげると、そのまま雑ぞう巾きんを絞しぼるかのように身体を捻り、綿と布地が吸い込んだ水分を絞り出した。


「目が覚めたか、魔王」


「……はぁっ、はぁっ、き、貴き様さま……覚えていろよ！」


「善処する。──そんなことより、家の中に在紗がいない。一体どこへ行った」


「何……？」


　魔王は何かを思い起こすように眉根を寄せ、あごに手を当てた。


「……っ、そうか、私はあのとき在紗に押しつぶされて気を失っていたのか。……く」


「貴様も知らないということかッ」


　駆真は忌いま々いましげに魔王を見下ろすと、盛大に舌打ちをした。


「……ふん、案ずるな、勇者よ。さしたる問題ではあるまい。──今貴様は、在紗の肉体に憑ひよう依いしている状態だ。なら私がもう一度術をかけ、肉体と精神を入いれ替かえさえすれば、純じゆん粋すいなる在紗がこの家に戻もどってくるだろう」


「……ふむ、なるほどな。では早くしろ」


「うむ。では早さつ速そくだが、在紗の精神を捕つかまえるために使用済みの歯ブラシなぞを」


　駆真は無言で魔王の耳を摑むと、再度バスタブに叩たたき込んだ。


「な──何をする！」


「黙だまれ。いいから早くしろ」


　言って、駆真は魔王から視線を切り、風呂場から出ていった。


「……ち」


　魔王はバスタブから這い出ると、再度雑巾絞りのように身体を捻ひねってから、ペタペタと少し湿しめった足音を響かせながら駆真のあとを付いてくる。


　と──


「……ん？」


　駆真は違い和わ感かんに眉まゆをひそめた。何だろうか──少し、背中がむず痒がゆい気がする。


「どうした、勇者よ」


「む……何か、背中が……」


　魔王の声に応こたえ、ちらと振ふり返かえったときにはもう、駆真は壁に手を突いていた。動どう悸きが異様に激しくなり、呼吸が苦しくなる。


「な──んだ、これ、は……ッ？」


　ついには身体を丸め、床にうずくまるような格好になってしまう。


　何故なぜだろうか──魔王はそんな駆真の様子を見ながら、悠ゆう然ぜんと腕うでを組んでいた。


「──そうか、ようやくきたか」


「何……？　魔王……ッ、これは、貴様の仕し業わざか……ッ!?」


「否いな。私は何もしておらん。──勇者よ、貴様が受け止めねばならぬものだ」


「何、を──」


　背中のむず痒さは、もはや痛みに変わっていた。まるで、身体からだの中から何かが出てくるような、異様な感覚だ。


　そして。


「く、ぁ……」


　一ひと際きわ鋭するどい痛みが身体を通り抜ぬけると同時──服を突き破って、背から灰色の羽が顔を出した。途と端たん、駆真を襲おそっていた痛みは噓うそのように消え去る。


「これは……」


　顔を後方に向け、呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。


　自分の視点からだとその全容が見えない。駆真は這うようにして脱だつ衣い所に入っていった。


　そして、そこに設しつらえられていた姿見で、己おのれの姿を確かく認にんする。


「な……」


　鏡に映るのは、間ま違ちがいなく在紗の身体である。その端たん整せいな顔の造ぞう作さくや華奢な肢し体たいは、いつ見てもため息が出るほどに可愛かわいらしい。


　だが、今はその小さな身体の背に、灰色の大きな翼つばさが生えていたのだった。


「──どうだ、勇者よ。驚おどろいたか」


　後方から、魔王の落ち着き払はらった声が聞こえてくる。まるで、この異常を前から知っているかのような口くち振ぶりだった。


　しかし、今の駆真にそんな言葉を気にしている余よ裕ゆうはなかった。


　ただ、目の前の鏡像を見つめ、呆然とした調子で呟く。


「……や──」





　　　　　　　◇





　未いまだに心臓がドキドキいっている。


　在紗は脱いだ上着を抱かかえ、片手でスカートがずり落ちないよう押さえながら、騎き士し団本部庁舎の廊下を走っていた。


　黒くろ髪かみ赤目に白磁の肌はだ。その特とく徴ちようはまさしく蒼穹園の〈魔ま女じよ〉のものなのだが──


「……ふう」


　在紗は後ろから槙奈が追ってこないことを確認すると、ようやく歩調を緩ゆるめた。ふと、廊下の窓に映った自分の姿が目に入る。


　サイズの大きい騎士制服を身に纏まとった、十二歳くらいの女の子である。まだ顔にはあどけなさが残り、バストサイズも先ほどよりかなり控ひかえめになっている。


　そう、天由良霊由良姉し妹まいが在紗を指さした瞬しゆん間かん、身体が見る見るうちに小さくなり、子供のそれになってしまったのである。


　しかも件くだんの二人は在紗を子供にしてしまうと、煙けむりのように消えてしまった。本当にあの二人は何者なのだろうか。


「こんなことができるなんて……あの二人、一体……」


　と、在紗が双ふた子ごのことを思い起こし、独りごちると同時、


「お呼びですの？」


「お呼びですの？」


　消え失うせたと思っていた双子が、パッと在紗の目の前に現れた。


「──っ、天由良さん、霊由良さん」


「うふふ、無事抜け出せたようですわね」


「うふふ、何よりですわ」


「あ……ありがとうございます。助かりました。でも、これって……」


　在紗が不安そうに言うと、姉妹は心配ないと言うように悠然と首しゆ肯こうしてみせた。


「大だい丈じよう夫ぶでしてよ」


「少し時間が経たてばきちんと元に戻りますわ」


「そうなんですか」


　ほんの少しだけ安あん堵どして、息を吐はく。


　だが「元に戻る」というのは十七歳の駆真の身体に戻る、という意味だろう。在紗としては安心していいのかどうかわからなかった。


　在紗は未だ、自分の身体に何が起こったのかさえ理解していないのである。矢や継つぎ早ばやに異常な事態が起こりすぎて、もう脳が状じよう況きようを処理しきれなくなりそうだった。


　必死に考えを巡めぐらせながら、他の騎士たちに見つからないように歩みを進める。幸い先ほどのサイレンのおかげで、皆みなの注意は外に向いており、小さな女の子三人組が庁舎の廊下を歩いていても止められることはなかった。


　否、歩いている、というのには語ご弊へいがあるのかもしれなかった。天由良と霊由良は、在紗のあとについてふよふよと浮ふ遊ゆうしていたのである。天てん駆く機き関かんを着けているようには見えないのだが……





[image: ]


「あの……お二人は、一体何者なんですか？　やっぱり異世界の人とか、ですか？」


「いえいえ」


「いえいえ」


　何とはなしに在紗が問うと、双子は同時に首を横に振った。


「わたくしたちは」


「大地を司つかさどる神でしてよ」


「神様……ですか」


　在紗は歩きながら目を丸くすると、「すごいですね」と呟いた。


「ふふ、あまり驚きになりませんのね」


「信じていただけませんでしたかしら？」


「いえ、そんなことはないです、けど……」


　否定を示すように手を軽く振る。実際、二人の不思議な力を体験したばかりなのだ。


「でも、ねえさまの知り合いなら、あり得ちゃうのかなあって」


　言って、苦く笑しようする。数ヶ月前から、駆真の（異常過ぎるほどの）交友関係の広さに驚かされていたため、少々免めん疫えきができていたのかもしれなかった。


「なるほど。確かに駆真さんもなかなか」


「数すう奇きな運勢を持っておられるようですものね」


　姉妹は面おも白しろそうに微ほほ笑えむと、小さく肩かたをすくめた。


　そうこうしているうちに、非常口と思おぼしき扉とびらが見えてくる。在紗はそこから外に出──


「──ッ!?」


　瞬間、身を竦すくませた。


　在紗たちが庁舎から出た瞬間、突とつ然ぜん遠くで、強きよう烈れつな光が迸ほとばしったのである。


「な、何……？」


　遠目にだが、その光が発された場所が第一演習場であることは何となくわかった。確か二ヶ月ほど前、蒼穹園武会が行われた場所である。


　その中心付近から、紫むらさき色いろの光線が空に向かって放たれたのだ。


「騎士団の、新しい兵器……？」


　呆然と呟く。が──それがそんなものでないことは、在紗には何となくわかっていた。


　もやのかかった記き憶おくながら、うっすらと覚えている。


　その不自然な光は、異世界の国レーベンシュアイツで、在紗と魔ま王おうの意識が混じり合ったとき放った光線にそっくりだったのだ。


「あらあらあら。これはこれは」


「あらあらあら。大変ですわね」


　ふと、後方から声がする。天由良と霊由良が目を細め、遠くを眺ながめていた。


「見えるんですか？」


　在紗が問うと、双子は同時に肯こう定ていを示した。


「ええ。何やら人がたくさん集まっていますわね」


「その中に一人──あらあら、これは珍めずらしいですこと」


　天由良と霊由良が、何か面白いものでも見つけたように唇くちびるを歪ゆがめる。その瞬間、またも先ほどのような光線が天高く放たれ、上空の雲を散らした。


「な──何が見えるんですか？」


　嫌いやな予感を抑おさえながら、後ろを向いて二人に訊たずねる。


　すると双子は何を言うでもなく、ゆったりとした動作で二人同時に、在紗の肩に手を置いた。そしてそのまま、あごをしゃくって前を見るよう促うながしてくる。


　不思議に思いながら在紗が前を向く。すると、


「っ、これは……」


　一いつ瞬しゆん目がピントを合わせるようにぼやけたあと、望遠レンズを覗のぞいたかのように、かなりの距きよ離りがあるはずの第一演習場の景色が、はっきりと見えるようになった。これも恐おそらく、双子の力なのだろう。


　だが、在紗にそれを驚いているような余裕はなかった。


「あ──」


　第一演習場には、既すでにたくさんの騎士が集結していた。それぞれが銃じゆうで武装したり、天駆機関で宙に浮ういていたりする。まさに臨戦態勢というやつだ。


　そんな騎士たちの視線の先──そこに、一人の女が立っていた。


　額と側頭部に角が、臀でん部ぶからは尾おが、背からは灰色の翼が生えた、女。


　──鷹崎冬香が、そこにいた。


「なんで……」


　機き嫌げん悪そうに顔を歪めた冬香が、ゆっくりと歩き出す。


　その様子を見て周囲の騎士たちが何かを叫さけぶが──冬香は止まらない。


　何を言っても無む駄だと判断したのだろう、数名の騎士が冬香に向かって行く。だが、冬香の近くまで騎士が走り寄った瞬間、騎士たちの身体が、見えない壁かべにでもぶつかったかのように弾はじき飛ばされた。


　次いで──周りに展開していた別の騎士たちが、冬香に向かって銃じゆう弾だんを放つ。


　しかし、それも無駄だった。もの凄すごい速さで射出されたはずの銃弾は、冬香の身体に触ふれるか触れないかのところでその勢いをなくし、地に落ちてしまう。


「噓うそ……」


　在紗は指先が震ふるえるのを自覚した。


　視界の先では、バゼット型天駆機関に跨またがった騎士たちが、上空から攻こう撃げきを加えている。冬香は鬱うつ陶とうしげに顔を上げると、大きく息を吸い込むような仕草を見せ──口から、紫色の閃せん光こうを吐き出した。


「……っ！」


　またも、雲を引ひき裂さいて天に光の柱が突つき立たつ。


　その光線に巻き込まれたのか、数台の天駆機関が吹ふき飛とばされていた。不ふ随ずい意いに浮遊する空獣エアの死し骸がいを使用しているというのに、何故なぜか冬香の光線を浴びた天駆機関は、地に落ちてそれきり動かなくなる。


「何──これ」


　あまりに驚きよう異い的。あまりに圧あつ倒とう的。在紗は自分の手のひらが汗あせで湿しめるのを感じた。


　冬香がただの粗そ暴ぼうな女性でないことは理解しているつもりだった。


　だがそれでも……在紗はその異様な光景に、戦せん慄りつを抱いだかざるを得なかった。


　嗚呼ああ、それはもしかしたら──


　今両の目に見ている鬼き神しんが如ごとき力が、自分の身体からだにも受うけ継つがれてしまっているのではないか、その気になれば如何いか様ようにも人を傷つけられる怪かい異いを、この身に備えてしまっているのではないか……なんて懸け念ねんが、頭のどこかにあるからかもしれなかった。


　瞬間、視界がぼやけ、遠くの景色が見えなくなる。どうやら、天由良と霊由良が在紗の肩から手を離はなしたらしかった。


「いかがでして？」


「ご覧になれまして？」


　天由良は右に、霊由良は左に首を傾かしげる。


「あ、はい……ありがとうございます」


　刹せつ那な──在紗は、また先ほどと同じ頭痛を感じた。


「いっ──つ……ッ」


　脳の奥底から沸わき上がってくるような不思議な痛みは、次し第だいに目眩めまいを伴ともなうようになり、段々と在紗の意識を朦もう朧ろうとさせた。


「どうしましたの、在紗さん」


「どうしましたの、在紗さん」


　双子の声に答えることすら困難。段々と身体に力が入らなくなり、ついにはその場に膝ひざを突いてしまう。


　眠ねむ気けにも似た感覚。目を閉じると同時、在紗の意識はまたも失われた。








「……っ!?」


　目覚めると──そこはまたも鷹崎家のリビングだった。


「え、あ……私、どうしてここに……」


　そこで、違い和わ感かんに気づく。一瞬前までと、自分の身体の様相がまるで違ちがうのである。


　手も、足も（何故か妙みように疲つかれていた）、目の端はしに見える髪かみも、全すべて自分──鷹崎在紗のものに戻もどっていたのだ。


　ただ何故か、身に纏まとっている服だけが先ほどと違う。冬香のところにいたときの白いワンピースではなく、薄うす手でのカットソーと黒のキュロットスカートという取り合わせになっていた。無論在紗のものに変わりはないのだが……いつの間に着き替がえたのだろうか。


　しかしそんな疑問は、すぐにつまらぬものとして思考の外に置かれた。


「アリサ！　待ちわびたぞ！」


　既き視し感かん。これまた先刻と同じように、魔王の声が聞こえる。


　在紗は、今度はよろめいて魔王を踏ふみつぶさぬよう注意しながらそちらに顔を向けた。


　そして、問う。


「魔王さん……一体、何が起こったんですか？」





　　　　　　　◇





「……っ！」


　頭痛と目眩が通り過ぎ、意識が遠のいたかと思うと、駆真の視界に映る景色は数瞬前とはまるで異なるものになっていた。


　騎き士し団本部庁舎。しかも、何故か正面入口の前に騎士たちが結集している。


「何故なぜ……こんなところに」


「あら、目覚めまして？」


「在紗さん──ではなさそうですわね」


「──？」


　聞き知った声に顔を上げる。そこには、いつもの如く煌きらびやかなドレスを身に纏った地ち宮ぐう院いん・天由良と地宮院・霊由良が、二人並んで宙に浮いていた。


「……貴様等が何故こんなところにいる」


　呟つぶやいて、一歩足を前に踏み出す。


「……ん？」


　駆真は首を捻ひねった。自分の身体は、こんなにも歩ほ幅はばが狭せまかっただろうか。


　よくよく観察してみると、おかしいのはそれだけではなかった。全身の部位が、少しずつ縮んでしまっている。これでは、在紗と同じくらいの歳としではないか！


「──っ、どういうことだ、これは……ッ!?」


　駆真の叫びは、遠くから聞こえる怒ど号ごうと騎士たちの足音に搔かき消けされて空気に溶とけた。
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「……っ、じゃあ、身体が変化したとかじゃなくて、今まで私は、ねえさまの身体に入ってたってことなんですか？」


　在あり紗さが問うと、魔ま王おうはその明らかに身体よりも体積の大きい頭をこくんと前に倒たおした。


「そう、私の力で、一時的におまえと勇ゆう者しやの肉体と意識を入いれ替かえたのだ」


　在紗は鷹たか崎さき家で、魔王に今まで在紗に何が起こっていたのかの説明を受けていた。にわかには信じられない話だが……彼の不思議な力を用いれば不可能ではないのだろう。


　私の身体を勝手に、みたいな駆かる真まや魔王に対する怒いかりは湧わいてこなかった。それよりも先に、気に掛かけねばならないことがあったのである。


「それじゃあねえさまは……」


「うむ、勇者も今いま頃ごろは自分の身体に戻っているはずだ。何、すぐに戻ってくるだろう」


「──っ、いけない……」


「何？」


　魔王が訝いぶかしげな顔を作って首を傾げてくる。その際、頭部の重量に負けて二、三歩たたらを踏んだ。


　しかし今の在紗には、そんな可愛かわいらしい仕草に微ほほ笑えむ余よ裕ゆうもなかった。何しろ今、駆真の身体は双ふた子ごの力によって子供にされているのだ。


　在紗がそのことを説明すると、魔王は難しげな顔を作って腕うで組ぐみした。


「身体を子供に……？　一体何者だ？　また盟術師でも紛まぎれ込んでいるのか？　いや、身体を変質させるのは相当高位の術のはず……それを指さしただけで、だと……？」


「ねえさま、きっと困ってる……」


　自分の身体に戻ってみたら、いきなり子供になっているのである。如何いかに超ちよう常じよう現象に免めん疫えきのある駆真とて、並みの驚おどろきではないだろう。


　それに──今駆真がいる騎士団庁舎には、冬ふゆ香かもいるのである。何故かはわからないが空獣エアの本ほん性しようを現し、行く手を阻はばむ騎士たちを吹き飛ばしていた。


　自分に何ができるかはわからない。だが、ただ黙だまって待っていることはできなかった。


　在紗は決意を胸に足を一歩前に踏み出し──


「…………？」


　あるものを発見して、足を止めた。


　丁てい寧ねいに畳たたまれた一着の、服。


　所々に可愛らしい飾かざりの付いた、在紗お気に入りのワンピース。


　──先ほどまで、在紗が着ていたはずのもの。


なんでこれが……」


　不ふ審しんに思い、畳んであったそれを広げてみる。


「──ッ……！」


　在紗は声にならない悲鳴を上げ、その場に硬こう直ちよくした。


「どうした、アリサよ」


　魔王が不思議そうに言ってくるが、そんな声も耳に入らない。


　ただ目の前に示された絶望的な状じよう況きように、目が釘くぎ付づけにされていた。


　在紗の手によって広げられた白いワンピース。


　その背が、無造作に破られていたのである。


　ナイフなどの刃は物ものを使ったとは考えづらい。どちらかといえば、そう、


　──もしかしたら、背中から急に羽なんかが生えてしまったりしたら、こんな破れ方をするのかもしれなかった。





　　　　　　　◇





　駆真は、在紗と同い年くらいに縮んでしまった自分の身体を見下ろしてから、後方にふよふよと浮ういた地ち宮ぐう院いん姉し妹まいを、刺さすような視線で睨にらみつけた。


「……この身体からだ、貴様らの仕し業わざか」


「あらあら」


「わかりまして？」


　駆真の身体を子供化させる、なんてデタラメな現象を起こせる者の心当たりは……まあ、三、四人くらいしかない。そのうち二人が今ここにいるのだ。疑うなという方が難しい。


「何のつもりか知らんが、迷めい惑わくだ。今すぐ元に戻せ」


　吐はき捨すてるように言う。双子はしかし、意外そうに目を見合わせた。


「……なんだ？」


「残念ですけれど、それはできない相談ですわ」


「その呪しゆは、一定の期間肉体年ねん齢れいを退行させるもの」


「放ほうっておけばそのうち元に戻りますけれど」


「無む理り矢や理り戻そうとすると、身体に相当の負担がかかってしまいますの」


「……何故なぜそんな面めん倒どうなことをした」


　苛いら立だちを抑おさえながら、問う。


「何故、と言われましても」


「在紗さんをお助けするためですわ」


「……在紗を？」


「ええ。駆真さんの姿をしていたばかりに」


「戦せん闘とうに参加させられそうになっている、とのことでしたので」


「身体を退行させて」


「逃にがしてさしあげましたの」


「……ふん、そうか。一応礼を言っておく。……だが貴様らなら、もっと簡単な手段があったのではないか？　瞬しゆん間かん移動くらいできそうなものだが」


　駆真が言うと、双子はにやりと微笑んだ。


「小さくて可愛い駆真さんが」


「一度見てみたくなりましたの」


「…………」


　無言でグーパンチ。無論、軽々と避よけられた。


　気は一向に収まらないが、今ここで不満をさえずっても事態は好転するまい。幸い、騎士団本部と鷹崎家はそこまで離はなれているわけでもない。ここは一刻も早く家に戻り、在紗の安否を確かめるのが先決だろう。


　そう思って一歩足を踏み出す。と、それに合わせてスカートがずり落ちた。


「…………」


　仕方なく前まえ屈かがみになってスカートを上げようとし──違和感を覚える。ずしりとした重量。スカートには、騎士制服の上着に付いているものとは別にホルスターが装着され、拳けん銃じゆうではなく先の欠けた出で刃ば包ぼう丁ちようが収納されていた。どうやらこれの重みでスカートが落ちたらしい。


「……そういえば、こんなものを持っていたな」


　何とはなしに柄えを握にぎり、ホルスターから抜ぬいてみる。聖せい剣けんヴェクサシオン。こんな形をしていても、魔王の力を封ふうじることができる伝説の聖剣なのである。


　と、その瞬間、天あま由ゆ良らと霊たま由ゆ良らの視線が、駆真の握ったヴェクサシオンに注がれた。


「駆真さん？　それをどこで」


「手に入れられましたの？」


「何？」


　急に包丁に興味を示してくる双子の神に、怪け訝げんそうに返す。


「……これがどうしたというのだ。異世界の魔王を封じる聖剣だそうだが」


「いえ、久方ぶりに目にしましたもので」


「神器ヴェクサシオン。懐なつかしいですわね」


「貴様ら、これを知っているのか」


　姉妹が首しゆ肯こうする。


「それはもともと、神が作った道具──神器ですのよ？」


「随ずい分ぶん昔、下級神に持たせて異世界に送ったのですけれど」


「……なんだと？」


　眉まゆを歪ゆがめ、手に持っていた包丁を矯ためつ眇すがめつ眺ながめ回す。──聖剣であるというのも疑わしかったというのに、よりにもよって神が作ったもの、だと？


「異世界のことを知っているのか、天由良、霊由良」


　駆真の問いに、二人は「ええ」「ええ」と答えた。


「千年ほど前でしょうか」


「この地に、夥おびただしい数の獣けものが突とつ如じよとして現れたことがございましたの」


「──ああ。それは、知っている」


　駆真は首肯した。その獣とは今蒼そう穹きゆう園えんの空を跋ばつ扈こする怪かい物ぶつ・空獣エアの原種のことだろう。先日、異世界の国レーベンシュアイツで、まさに実物を見てきたばかりだった。


「あらあら博識ですわね、駆真さん」


「まあとにかく、酷ひどい惨さん状じようでしたのよ」


「さすがに我々も見かねまして、人間界にいくつかの介かい入にゆうをすることにいたしましたの」


「これは、そのうちの一つですわ。また獣たちを送られては困りますので」


「神々は相談して、その元を絶つことに決めたのですわ」


「下級神を一人選定し、神器を与あたえて、異世界に派は遣けんいたしましたの」


「……っ、まさか──」


　駆真は包丁の柄を握る手に力を込こめた。


　千年前、聖剣ヴェクサシオンによって魔王ルーン・ロヴァルツを封ふう印いんし、レーベンシュアイツを救ったという伝説の勇者。


　それが、こちらの世界の神であったというのだ。


「もともとヴェクサシオンは神器の中でも高位に位置する万ばん能のうの願望成じよう就じゆ装置」


「異世界の状況に応じて、如何いか様ようにも形態を変化させることのできる、まさにその任務に最適な逸いつ品ぴんでしたのよ」


「でも、神器を扱あつかえるのは、神の称しよう号ごうを持つ者だけですの」


「そこで、我々の中から一人を、元げん凶きよう討とう伐ばつに向かわせたのですわ」


「……なるほどな」


　確かにこの聖剣は、アステナや在紗など、他ほかの人間が触ふれてもその力を発揮しなかった。


　魔王の力を封ずることができたのは、駆真がこれを握っているときだけだったのだ。


　単純な理由である。──名ばかりとはいえ、神の称号を持つ駆真にしか、この神器とやらは効果を発揮しなかったのだ。


　だが。駆真は軽くかぶりを振ふると、包丁の柄を指の上でくるりと回してホルスターにしまい込んだ。


　確かに驚きの事実ではあるが、今はそんなことに気を取られている場合ではない。一刻も早く鷹崎家に戻もどり、在紗の安否を確かく認にんせねばならないのだ。


「あらあら、駆真さん」


「どちらへ行かれますの？」


「決まっている。家へ帰るんだ」


　双ふた子ごの言葉に、一いち瞥べつもくれてやることなく返す。


　しかし地宮院姉妹はさほど残念そうな素そ振ぶりも見せず、きょとんとした顔を作った。


「でも、駆真さん」


「そちらは少し、危険でしてよ」


「……何？」


　言われて顔を上げ──駆真は眉をひそめた。


「あれは──」


　騎き士し団本部の上空に、相当数の天てん駆く機き関かんが浮ふ遊ゆうしていたのである。だが──駆真の目を奪うばったのはそんなものではなかった。


　己おのれの身みの丈たけよりも巨きよ大だいな翼つばさをばさばさと羽ばたかせながら、異い形ぎようの姿となった冬香が、ゆっくりと駆真のいる騎士団庁舎に近づいてきていたのである。


　冬香が時折鬱うつ陶とうしげに腕うでを振るうと、そのたび何十人という騎士たちがまるで紙人形のように軽々と吹ふき飛とばされる。騎士たちはどうにかその進行を止めようと執しつ拗ように攻こう撃げきを繰くり返かえしているのだが、冬香にはまるで効いていないようだった。


「鷹崎冬香──ッ」


　駆真は忌いま々いましげに双そう眸ぼうを尖とがらせ、空を舞まう冬香を睨み付けた。


　と、それと同時、焦じれたように辺りを見回した冬香が、深呼吸をするように身体を反らす。そして口から光線を吐き出したかと思うと、そのまま首を回して騎士団本部の演習場や格納庫を光でなぞっていった。


　一いつ瞬しゆんおいて、閃せん光こうの軌き跡せきが通り抜けた箇か所しよが派は手でに爆ばく発はつする。


「……っ」


　辺りから火の手が上がり、緊きん急きゆうサイレンが騎士団の敷しき地ち内に鳴なり響ひびく。


　にわかには信じ難い光景であった。あの女は、たった一人で蒼穹園の守りの要かなめである騎士団の基地を、ここまで容易に破は壊かいして見せたのである。


「……なるほどな、あれが奴やつの本当の姿か」


　しかし、駆真の心は、信じられないほど冷静だった。


　何故なぜなら──


「やはり空獣エアの〈女王〉……っ！　ここまで凶きよう暴ぼうな本ほん性しようを隠かくしていたかッ！」





　　　　　　　◇





「魔ま王おうさん、これは……なんですか？」


　指が震ふるえる。足が震える。声が震える。


　自分を構成する要素が全すべて戦せん慄りつに染まっていくのを自覚しながら、在紗はなんとか魔王にそんな問いを発した。


「ああ、それか。おまえが着ていた服だ」


「それは、わかります。──この背中は、なんですか」


　魔王は、一瞬間をおいてから答えてきた。


「──勇者がおまえの身体に入っているときにな、発作が起こった」
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「────っ」


　耳の奥が、きぃんと鳴る。


　もしかしたらそれは、自分の精神を砕くだきかねない無む慈じ悲ひな情報を、身体からだが拒きよ絶ぜつしようとしているのかもしれなかった。


　嗚呼ああ、だが在紗は聞いてしまった。


　その、あまりにも破は滅めつ的な言葉を、その鼓こ膜まくで感じ取ってしまった。


　身体のあらゆる箇所を襲おそっていた微び細さいな震えが、次し第だいに大きくなる。数秒のあと、在紗は立っていることすらできなくなってしまった。


　床ゆかに膝ひざを突つき、そのままへたり込む。


「……、ぅ、ぁ……っ……」


　言葉が、上手うまく発音できない。


　無意識のうちに手に力が入ってしまったのか、服の背に開いた穴が、びり、という音とともに少しだけ広がった。


　──発作。


　つまりは、何の前まえ触ぶれもなく、在紗の背に羽が生えてしまう現象。


　……在紗が、ひた隠しにしてきた秘密。


　それが、よりにもよって、駆真と入いれ替かわっているときに。


　この世で、一番、知られたくない、人に。


「────ぃ、や」


　在紗は、破れてしまった服を胸に抱だきながら、半ば呆ぼう然ぜんとのどを震わせた。


「……アリサ？」


「いやぁぁぁぁぁッ！」


　白い髪かみを振り乱し、身体を折おり畳たたむように頭を抱かかえる。


「落ち着くのだ、アリサ」


　魔王がうずくまって叫さけぶ在紗の横に回り込み、なだめるように肩かたを撫なでてくるが、そんなもので今の在紗の混乱を抑おさえられるはずもなかった。思わず手を伸のばし、そのまま横に薙ないでしまう。魔王の身体は軽々と吹き飛び、壁かべに当たって「ぐえ」という声を発した。


「──っ」


　数秒のあと、少し──ほんの少しだけ平静に戻った在紗は、怯おびえるように側頭部を手で挟はさみ込んだまま上体を起こした。


「……、すいま、せん……魔王さん」


「な、なに、気にするな」


　短い手で痛そうに後頭部をさすりながら、魔王が言ってくる。


　在紗はちらりとその様子に目をやり──小さな口を開いた。


「どこまで知ってるんですか、ねえさまは。私のこと──それに、〈女王〉の……こと」


　そう、問う。魔王はさして時間をおかずに返してきた。


「全て、知っている。私が、話した」


「……っ」


　息が詰つまる。


　意図せず視線が険しくなっていたようで、少し魔王がたじろいだ様子を見せた。


「なん、で──」


「アリサよ、聞いてくれ。私は──」


「……やめてください。聞きたくありません」


　そんな在紗の一言が、よほどショックだったのだろう。魔王は呆然とした様子で、そのまま何も喋しやべらなくなった。


　在紗は再度、土ど下げ座ざをするような格好で、床にへたり込んだまま上体を前に倒たおす。


　──空獣エア。


　その生しよう涯がいを空で過ごす、人類の天敵。


　忌いまれ、恐おそれられる異い形ぎよう。


　在紗がその血を引いていること──人間でないことが、駆真に知られてしまった。


　在紗が恐れていた最悪の事態が、起こってしまった。


「っ、う、ぁ……」


　と──そのとき、ピンポンと家のチャイムが鳴った。


　冷水を浴びせられたかのようにビクリと肩を揺ゆらすが、すぐに、駆真ならばチャイムを鳴らすはずもないと思い直す。


　玄げん関かんに出なければと顔を上げるが、足が震えて上手く立ち上がることができない。


　と、十数秒後、今度は玄関が開く音が聞こえてきた。


「え……」


　在紗が呆あつ気けに取られている間に、何者かが廊ろう下かを歩いてくる。


　そして、その奇き妙みような客が、リビングの入口から顔を出した。


「──ああ、いたいた。勝手に上がってごめんなさいね」


　蒼穹園騎士団幹部であることを示す略式礼服に、最上位の階級章を付けた少女が、笑いボクロのある口元を笑えみの形にして言ってくる。


「あなた、は──」


　蒼穹園騎士団団長・草くさ薙なぎ音ね音おん。またの名を──皇おう華か栄えい禅ぜんの魔ま人じん・オト。


　意外な来客に、在紗は目を丸くする。だが、真の驚おどろきはそのあとに待っていた。


　オトの後ろから、小こ柄がらな人ひと影かげがふらつくような足取りで現れる。


　夏だというのに長なが袖そでのタートルネックにロングスカート、足にはタイツを装備して、顔と手しか外部に露ろ出しゆつを許していない少女である。否いな──数少ない露出部分である顔も、その長い前まえ髪がみで半分以上を覆おおい隠されていた。


「……お久しぶりです、在紗」


　少女が、前髪の隙すき間まから覗のぞく隈くまだらけの目で、在紗を見つめてくる。


「あ──」


　心臓が、とくんと鼓こ動どうする。


　気づいたときには、在紗はその場から立ち上がり、その少女に抱きついていた。


「沈しず音ねちゃん……、沈音ちゃん──っ」


「……っ、在紗？」


　いきなりのことに、少女──沈音が少し焦あせったような声を出す。


　草薙沈音。草薙家当主にして、真の騎士団長。在紗の友達。


　そして──在紗と同じ身体を持つ少女。


「沈音ちゃん……、私……っ」


「……在紗？　どうしたのですか？」


　沈音が在紗をなだめるように、肩をぽんぽんと叩たたいてくる。


　不思議な安心感。在紗は沈音に先導されるように歩みを進め、くずおれるようにソファに座り込んだ。


「だ、大だい丈じよう夫ぶか、アリサ」


　心配そうな声を上げ、魔王がぽてぽてと走り寄ってくる。何故だろうか、それに気づいた沈音がハッとした顔を作り、頰ほおを微かすかに赤らめた。


　在紗は小さく手を振り、魔王に心配ないと告げると、再び親友の方に向き直った。


　沈音はそれに応こたえるように深くうなずくと、


「……ちょっと、食器をお借りします」


　言ってキッチンの方に歩いていき、ガラス製のコップに麦茶を注ついで戻もどってきた。そしてそれを在紗の前に差し出し、ようやく向かいのソファに腰こしを落ち着ける。


　在紗はその慣れた様子に目を丸くした。


「えと……沈音ちゃん、よくコップの場所とかわかったね」


「……っ」


　沈音は一瞬ハッとした顔を作った。


「……ま、前お邪じや魔ましたときに……」


「え……？　あのときは私の部屋にしか……」


　と、在紗は眉まゆを上げた。何か壁かべ際ぎわの棚たなに、キラリと光るものが見えた気がする。


　何故だろうか、何となく気になって、棚の上に置かれていた置物を横に退どかしてみる。すると、そこから小さな小さな黒い機械のようなものが出てきた。


「……これって……隠しカメラ……？」


「……ッ！」


　沈音が、何故かあからさまに全身を震わせる。


「沈音ちゃん？」


「こ、こここんなものを仕し掛かけるなんて、ゆゆゆゆ許せませんね。犯人は私が騎き士し団の総力を挙げて見つけ出しますのでどうかご安心ください」


「え……？　う、うん……」


「ち、ちなみにあれです。私は実はもの凄すごく勘かんがいいのです。だから初めてのお宅でもどこに何があるかは大体見当が付くんです」


「凄い。そうなんだ」
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「そうなのです。もう大たい概がいのことはわかります。たとえば在紗がお風ふ呂ろに入ったとき、お尻しりのほっぺから身体を洗い始めるんだろうなあなんてこともわかるのです」


「……な、なんで知ってるの……？」


「……っ！」


　在紗が顔を赤らめると、沈音はまたも「しまった！」といった顔を作った。何故かその後ろで、オトが必死に笑いを堪こらえている。


「か、勘です。凄くよく当たる勘なのです」


「そ、そうなんだ……」


　在紗が小さくうなずくと、沈音が仕切り直すようにわざとらしく咳せき払ばらいをした。


　そして在紗と同い年とは思えないくらい落ち着いた声こわ音ねで、言う。


「……話してください、在紗。何があったのですか？」


「っ……、うん……実は──　」


　在紗は重々しく首を縦に振ふると、唇くちびるをそう動かした。


　だがその動作は、沈音のかざした手によって制止される。


「──そうだ。すいません在紗、その前に一つお願いが」


「……何？　沈音ちゃん」


　在紗が首を傾かしげると、沈音は少し恥はずかしそうな顔を作りながら、在紗の後方を指さした。──その、世にも珍めずらしい動くそうきゅん人形を。


「……ちょっとだけ、ちょっとだけ触さわっていいですか？」


　言って、指をぷるぷると震ふるわせる。


「え……あ、うん……魔ま王おうさん、いいですか？」


「何？　む……まあ、アリサの頼たのみならばやぶさかではないが」


　いきなり話を振られた魔王が驚くように肩を震わせてから、渋しぶ々しぶ、といった様子で腕うで組ぐみしながら歩いてくる。


「──しかし人間よ、ゆめゆめ忘れるな。私は異界の魔王ルーン・ロぬぉおおッ？」


　言葉の途と中ちゆうで耳をひっつかまれ、魔王が沈音の膝ひざの上に落ち着けられる。


　──否、落ち着けられる、なんて表現には少し語ご弊へいがあるかもしれなかった。沈音が頰を紅潮させ、妙みように息を荒あらくしてそうきゅんの全身をモフモフモフモフモフモフいじくり始めたのだから。


「な、何をする、人間……ッ！」


「…………」


「こら、離はなせ！　ドコを触っている……！」


「…………」


　魔王の言葉になどまるで反応せず、沈音がいやに興奮した様子で指を妖あやしく蠢うごめかせる。


「や──やめ、それ以上は……ッ、あ、あ──ッ!?」


「…………」


「し、沈音ちゃん……？」


　在紗が言うと、沈音はようやくハッとした顔を作った。


「……すいません、夢中でした」


「あ……うん……」


「……そうきゅんは私のマスコットシリーズの中でもダントツの可愛かわいさを誇ほこるコなのです。まさか動くそうきゅんと出会えるとは思っていませんでした。感動です」


　そう言って、沈音が胸むな元もとで指を組む。まるで神にこの出会いを感謝するように。


　ちなみに彼女の膝ひざでは、魔王が何か大切なものを失ってしまったかのようにさめざめと泣いていた。


　そういえば蒼穹園騎士団公こう認にんキャラクター・そうきゅんは騎士団長の考案により作られたという話だった。在紗は勝手に、それがオトの手によるものと判断していたが、どうやら違ちがったようである。


「……お待たせしました。では、お話を」


「う、うん」


　苦く笑しようしながら、返す。随ずい分ぶんと肩かたの力が抜ぬけている。──もしかしたらこの少女は、在紗の緊きん張ちようをほぐすためにあえてあんなことをしたのかもしれなかった。





　　　　　　　◇





「……なんと粗そ暴ぼう……、なんと暴ぼう虐ぎやく……ッ！　やはりもうあんな女を、在紗に会わせるわけにはいかん！」


　駆真は力強く拳こぶしを握にぎりしめ、怒ど鳴なるように叫さけんだ。その拍ひよう子しにまたスカートが落ちる。


「あらあら駆真さん、少々早計ではございませんこと？」


「彼女にも何か理由があるのかもしれませんわよ？」


　後方から地宮院姉し妹まいが口を挟はさんでくる。駆真はスカートを腰の位置まで上げながらそちらを一いち瞥べつし、フンと鼻を鳴らした。


「どんな理由があれば、騎士団本部を単独で襲しゆう撃げきしようなどと思うのだ。きっと頭のネジが二、三十本外れているに違いない。あんな銃じゆう口こうに詰つめ物ものをしたショットガンのような暴発女が在紗の実母とは嘆なげかわしい」


「あらあらあら」


「あらあらあら」


　駆真の言葉に、双ふた子ごが微び笑しようしながら肩をすくめる。どことなくその笑い声には「あなたがそれを言いますの？」みたいなニュアンスが含ふくまれている気がしないでもなかったが……恐おそらくは駆真の気のせいだろう。


「それならば」


「どういたしますの？」


「知れたこと。今この場で奴やつを打うち倒たおし、二度と在紗に近づかないと宣せん誓せいさせた上で蒼穹園から放ほう逐ちくする……ッ！」


　腕組みしながらうんうんとうなずく。我ながら少々甘い気もするが、別に世界のどこかで細々と生きている分には構うまい。在紗には、お母さんはすっかり更こう正せいして、どこかで元気に暮らしているよと伝えておいてやろう。


「だが──」


　一つ、問題がある。駆真は難しげな顔を作って自分の身体からだを見下ろした。


「……この身体では、な」


　拳を作ってその場でパンチを繰くり出だしてみたり、思い切りジャンプしてみたり（そのたび、スカートが脱ぬげた）してみるが──やはり子供化に伴ともなって筋力や身体能力が著いちじるしく落ちているようだった。そもそもそれ以前に、今の身体では天駆機関のサイズすら合うまい。


「どうしたものか……」


　駆真が悩なやんでいるうちにも、冬香は騎士たちを薙なぎ倒しながら段々と騎士団庁舎に近づいてきている。あまり猶ゆう予よはなさそうだった。


　と、そんな駆真の背に、地宮院姉妹の呑のん気きな声がかけられる。


「うふふ、お悩みの様子ですわね」


「それならば一つ、いい方法がございましてよ？」


「……何？」


　駆真が怪け訝げんそうに眉を歪ゆがめると、双子は大おお仰ぎような仕草で駆真の腰辺りを指さしてきた。


「言いましたでしょう？　神器ヴェクサシオンは万ばん能のうの願望成じよう就じゆ装置」


「神たるあなたが求めれば、絶大なる力を与あたえてくれますわ」


　言われて、今し方収めたばかりの壊こわれた出で刃ば包ぼう丁ちように視線をやる。


　そんな駆真の様子を見てか、天由良と霊由良は妖しく笑って「ただし」と言った。


「そのヴェクサシオンを己おのれの望む形態に変容させるためには」


「駆真さんが煩わずらわしがって省略してきた神の座への登録が必要になりますけれど」


「……ふん、なるほどな」


　吐はき捨すてるように呟つぶやく。


「うふふ、まあ難しいことは何もありませんわ」


「ただ駆真さんが神として何を司つかさどるかを決めていただき──」


「己の管理下に入る迷宮の鍵かぎを受け取っていただければ」


「あなたの望むままの力が手に入りましてよ？」


　言って、くすくすと笑う。


　駆真は鬱うつ陶とうしげに舌打ちをした。この二人の不敵な笑えみを見ていると、自分が彼女らの手のひらの上で踊おどらされているかのような錯さつ覚かくに陥おちいってしまうのである。


　この子供の姿にしてもそうだ。呑気な言葉で誤ご魔ま化かしてはいるものの、彼女らは全すべてを知った上で駆真から戦せん闘とう能力を奪うばい、神の座につく手続きを行わせようとしているのではないかとさえ思えた。


「……ち」


　だが、他ほかに手がないのも確かだった。今ここで何とかしておかなければ、きっとあの粗暴な女は、在紗を連れていってしまうだろう。


「……仕方ない、それで構わん」


　駆真は不ふ機き嫌げんそうに顔を歪めながらも小さくうなずいた。


　すると双子は心底面おも白しろそうに微笑むと、天由良の右手と霊由良の左手をぱん、と打ち鳴らす。


　瞬しゆん間かん、二人の手が触ふれあった場所の風景がぐにゃりと歪み、そこから一辺が五十センチくらいのカラフルな箱が出現した。


「なんだ、それは」


　問うが、天由良と霊由良は答えず、駆真に箱の上部を見せつけるように傾かたむけてくる。そこには、ちょうど腕が一本入るくらいの穴が開いていた。


「中にボールが入っておりますので」


「お好きなものをお取りになってくださいまし」


「…………」


　少し顔の角度を動かして穴を覗のぞいてみるも、中は墨すみで塗ぬったように真っ暗で何も見えなかった。


　この上ない怪あやしさを感じながらも、箱に右手を突つっ込こむ。何故なぜだろうか、まるで液体に手を差し入れたかのような微かすかな圧力を感じた。


　妙な感覚に眉まゆをひそめながらも、手て探さぐりで中に入っているというボールを適当に摑つかみ、手を引き抜く。


　色は水色、ソフトボールくらいの球体に、何やら絵が描えがかれていた。


「……キャンディ？」


　ボールに描かれた飴あめ玉だまの絵に、首を傾げる。するとそれと同時に、双子の神が手をぱちんと合わせた。


「おめでとうございます。たった今、駆真さんの神格と神名が正式に認められましたわ」


「これよりあなたは第二十位・飴玉の神、飴し狂きよう院いん・駆真とお名乗りくださいませ」


「ちょっと待て、なんだそれは」


　さすがに無視できず、声を上げる。しかし天由良と霊由良は、駆真が制止をかけることこそ意外というような顔を作って、左さ右ゆう対たい称しように首を傾かしげた。


「いかがいたしましたの？」


「何か問題がございまして？」


「大ありだ。飴玉、だと……？　何故そんなに対象が限定的なんだ」


「そう仰おつしやられましても」


「引いてしまわれたものは仕方ありませんわ」


　双子が人差し指を、ぷに、と自分たちの頰ほおに触れさせる。


「……一応訊きくが、他にはどんなボールが入っていたんだ」


「ええと、そうですわね」


「今だと、六角ナットの神、段ボールの神、換かん気き扇せんの頑がん固こな油あぶら汚よごれの神とかですわね」


「なんだ、そのいかにも徳の低そうな神々は」


　駆真が腑ふに落ちない様子で言うと、地宮院姉し妹まいは少し困ったように息を吐いた。


「仕方のないことでしてよ。もう大方、格好いいものには神がついてしまっておりますの」


「だから新規で神の称しよう号ごうを手に入れられた方には、余りものを司ってもらうことしかできませんの。飴玉だって、かなり当たりの部類でしてよ？」


　だからといってそのチョイスはあまりに酷ひどすぎると思った駆真だったが、とりあえずは不満を胸の中にしまい込み、先を促うながすようにあごをしゃくった。


「……まあ、何でもいい。別に何の神であろうと、神器とやらは使えるんだろう？」


「ええ、それはもう」


「もちろんですわ」


「なら構わん。早く使い方を教えろ」


　焦じれる様子を隠かくすことなく、ホルスターから再び包丁を引き抜いて双子を急せかす。


　しかし双子は「少々お待ちを」と言うように手のひらを掲かかげてから、二人同時に、包丁を持っていない駆真の手を取った。


「……何をするつもりだ？」


　半眼を作りながら問う。と、二人は小さく微笑み、駆真の手のひらを指でなぞった。


　瞬間、そこに輝かがやく金色の鍵が現れ、すぐに駆真の手に吸い込まれるように消えていく。


「な──」


　短く言葉を吐き、双子の手を振ふり払はらう。それから鍵の溶とけ消えた手のひらや手の甲こうを矯ためつ眇すがめつ眺ながめ回してみるが、何も異常は見受けられなかった。


「何をした、天由良、霊由良」


「うふふ、最初に言ったではありませんの。あなたはこれより第二十位の神」


「永久の迷めい宮きゆうを持ち、人を試ためす側に回っていただきますわ」


「今渡わたしたのが、あなたの迷宮を開く鍵」


「内装、試練の趣しゆ向こう、出入りの条件──全て好きになさって構いませんわ」


「そこを抜ぬけた者に、新たに神の称号を与えてくださいまし」


「ああ、でも、あまり簡単過ぎてはいけませんわよ？」


　言って、二人がまたもくすくすと笑う。


「使い方は──そうですわね」


「あまり時間もないようですし……」


　と、天由良と霊由良が再び指をピンと立て、今度は駆真の額に突き立ててくる。


「──ッ？」


　駆真は思わず目を瞑つぶった。──一いつ瞬しゆん、視界が白一色で塗りつぶされるかのような衝しよう撃げきが襲おそってきたのである。


「こ、れは……」


　半ば呆ぼう然ぜんと呟く。不思議な感覚だった。


　言葉にはしづらいのだが──今駆真は、己おのれに与えられし永久の迷宮に関する知識を一瞬のうちに獲かく得とくしたのである。


　扉とびらの開閉方法、迷宮の道筋の変へん更こう方法、その内部にて行われる対象者への試練の設定方法──あとは脱だつ落らく者の救済方法や、各おの々おのの趣しゆ味みで内装をちょっと小こ粋いきに飾かざる方法に至るまで、全てを理解していたのだ。


　……まあ、どうせそれらを知ったところで神としての仕事など微み塵じんもする気はないのだが、今は黙だまっておいた方が得策だろう。


「妙みような感覚だな。これも貴様らの力か」


　軽い頭痛のようなものを感じながら額を押さえ、駆真が視線を送ると、二人は肯こう定ていを示すように「ええ」「ええ」と言った。


「まあ色々と省略しましたけれど」


「これにて手続きは一通り終しゆう了りようとなりますわ」


「ようやくか。……では」


　言って、手にした包丁を双ふた子ごに示すように掲げる。


　すると二人は何も言わずその刃はに触れた。瞬間、刃先の欠けた包丁が粘ねん土どのようにぐにゃりと歪み、駆真の手の中に収まる。見やると、そこには青白い光を放つ、材質不明の小さな多面体が確かく認にんできた。これが、神器ヴェクサシオンの本来の姿なのだろう。


　ただ、切っ先の欠損を示しているのか、綺き麗れいな表面の一部に、小さな亀き裂れつが入っていた。


「さあ、これで準備は整いましたわ」


「神の名において命じてくださいまし」


「……神の名、か」


　駆真は小さく舌打ちをしてから、その多面体をぎゅっと握にぎりしめた。


「──飴狂院・駆真が命ずる。私にあの女──鷹崎冬香を打うち倒たおす力を」


　駆真がそう言った瞬間、手のひらの中の多面体が光り輝き、その姿を変容させていった。


「……っ」


　あまりの眩まぶしさに目を覆おおう。


　──数瞬のあと、駆真は自分の手が、今までとは違ちがう感かん触しよくの物体を握っているのを感じた。それは──


「……なんだ、これは」


　己の手の中にあるその物体に、眉をひそめる。


　駆真の手から三十センチほど柄えのような部品が伸のび、その先にパステルカラーの大きなリボンに飾られたハート形のパーツと、そこから生えた天使の羽のようなものが確認できた（ちなみに亀き裂れつはハートの真ん中を通るように入っており、不ふ吉きつ極きわまりない）。


　どこかで見たことのあるようなデザインだと思ったが、すぐに見当がついた。昔テレビで見ていた女児向けアニメの主人公が、こんなものを持っていた気がする。


「あらあら」


「これはこれは」


　天由良と霊由良が少し驚おどろいたように眉を跳はね上げる。先ほどカラフルな箱を取り出したときのように空間を歪ゆがませて、今度はそこから分厚い本を出現させた。


　それを二人してパラパラと捲めくり、ちょうど真ん中辺りで指を止める。


「──神器ヴェクサシオン第百二十五億三千四百万とんで二十八形態」


「天使のラヴリーキャンディステッキですわね」


「なんだその適当な名前は。……というか、そんなに形態数が多いのか」


　魔ま王おうの百八形態も霞かすんでしまうような途と方ほうもない数字に、半眼を作る。


「ええ、ヴェクサシオンは使用者のニーズと神格に合わせ」


「百八十四億通りの形態に変化することが可能ですのよ」


「ひゃくはちじゅうよんおく……？」


「ええ」


「１い８や４よですわ」


　電話の非通知設定みたいな神器だった。


「……で、これをどうすればいいんだ。このまま鈍どん器きとして利用すればいいのか？」


　厳いかつい見た目の割にはさほどの重量がないそれを、慎しん重ちように動かしてみる。


　包丁の姿をしていたときの能力は、どうやら魔王の力を封ふうじる、という限定的なものだったようだが、その効果は絶大だった。


　冬香を倒すことのできる力を駆真が望んだ以上、このようなふざけた外見をしていながら、一ひと振ふりで地を割るような破は壊かい力を有しているのかもしれない。迂う闊かつに振り回すわけにもいかなかった。


「少々お待ちくださいまし。ヴェクサシオンは形態固有の能力が多すぎる上」


「千年前に異世界に送ってしまったものですから、わたくしたちも全すべてを記き憶おくしているわけではありませんの」


　言って、ふむふむとうなりながら双子が本紙面に目を這はわせる。


　十数秒後、二人が長い髪かみをふわりと遊ばせながら顔を上げた。


「お待たせしましたわ。どうやらその形態は、動作と呪じゆ文もんによって力を発揮する模様」


「わたくしたちのあとに続いてくださいまし」


　天由良と霊由良が読んでいた本を後方へ放ほうる。本は地に落ちる前に空中に静止した。


　しかしそんな奇き跡せきなど、二人にとっては楊よう枝じを折るのと何ら変わらないのだろう、さして力を誇ほこる様子もなく、左右対称に手をバッと広げてみせる。


　そして片手にステッキを持っているかのような格好を取ると──


「キャンキャンキャンディ☆ロリぽっぷん！」


「みるきータッチで、スウィートちぇ～んじっ！」


　……なんて台詞せりふを吐はきながら、ステッキを小刻みに振る仕草とともにその場でくるりと一回転し、一昔前のアイドルみたいな甘ったるいポーズを取ってみせた。


「……………………………………は？」


　さすがに理解が追いつかず、間の抜けた声を出す駆真。


「あらあら、覚えられませんでしたの？」


「仕方ありませんわね、ではもう一度──」


「いやそういうことではなく」


　再び可愛かわいらしい動作を取ろうとした双子を制止する。


「……何なんだ、その恥はずかしい呪文とポーズは」


　駆真が訊たずねると、双子は「ああ」「ああ」と手を打った。


「そういえば、言っておりませんでしたか」


「ヴェクサシオンの特性について」


「特性、だと？」


「ええ」


「ええ」


「ヴェクサシオンは、神の作りし道具の中でも、もっとも多様な形態と効果を持つもの」


「その用よう途との幅はば広びろさは、叶かなわぬことなどないと言っても過言ではないほどですわ」


「でも、一つ問題がありまして」


「少々、性格に難のある神器ですの」


　道具に性格なんてものがあるのか、なんて野や暮ぼな指し摘てきはしなかった。先を促すように相づちを打つにとどめる。


「たとえば、遠く離はなれた場所に一瞬で移動したいと願ったのなら」


「使用者を異常な速度で走らせ、容よう赦しやなく体力を奪うばう靴くつになったり」


「たとえば、鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよ力が欲しいと願ったのなら」


「どんな攻こう撃げきも弾はじく代わりに、身に纏まとうもの全てが透すけてしまう鎧よろいになったり」


「たとえば、悪あしき者の力を封じたいと願ったのなら」


「いやにリーチの短い刃は物ものになってしまったり……という具合ですわ」


　天由良と霊由良が、一言ずつオーバーなアクションを取り入れながら言ってくる。


「だから、わたくしたちの間でその神器はこう呼ばれていましたの」


「──『嫌がらせヴエクサシオン』と」


　駆真は二人の言葉に、頰ほおを痙けい攣れんさせるように動かした。


「……で、この形態は──？」


「ええ、絶大なる戦せん闘とう能力を得られる代わりに」


「使用者に可愛らしいポーズと台詞を要求する形態ですわね」


「…………」


　駆真は額に手を当てて顔をうつむかせた。





　　　　　　　◇





「……っ、ちょっと、何なのよあいつは……ッ！」


　エルザ式天てん駆く機関を身に纏まとい、その手に覇は槍そう〈デウス・イクス〉を握りながら騎き士し団庁舎の外に出てきた槙まき奈なは、その上空で繰くり広ひろげられている戦闘を目まの当たりにし、思わず声を上げていた。


　侵しん入にゆう者一人に対し、騎士団側は──目算で五十名以上。


　だというのに、空戦経験豊富なはずの騎士たちが、たった一人の女を捕とらえられないでいる。──否いな、それどころか、女が通ってきたと思おぼしき道には、駆動系をやられたと思しき天駆機関や、吹ふき飛とばされた騎士たちが無数に確認できた。


「それにあの姿……魔ま族ぞく……？」


　目を細め、侵入者の容よう貌ぼうを見取る。翼つばさと角と尾おを備えたその姿は、先日槙奈が異世界で見た魔族にしか見えなかったのである。


「レーベンシュアイツからの襲しゆう撃げき……？　んな馬ば鹿かな……」


「鳶とび一いち少しよう尉い！」


　独り言を呟つぶやいていると、後方から声がかけられた。振ふり向むくと、それが先ほど話していた鷹崎小隊の三人娘むすめだとわかる。皆みな搭とう乗じよう型天駆機関に跨またがり、臨戦態勢を整えていた。


「──状じよう況きようは？」


　視線を前方に戻もどし、問う。


「良くないですね。まったく相手になっていません。死者は出ていないものの、重軽傷者合わせて百二十名を超こえるそうです。──数日後の〈城しろ〉到とう達たつに備えて、かなりの数の騎士が迎げい撃げきポイントの前線基地に行っちゃってますからね。嫌な時期を衝つかれました」


　答えたのは、一番年長のかほるだった。眼鏡めがねをスポーツ用のゴーグルに付つけ替かえ、片手にフレイルのような空くう装そうを持ちながらバゼット式天駆機関に跨っている。


　それに補足説明を加えるように、左右に並んだサキと美み栄はえが口を開いた。


「やばいですよー。天駆機関なしでばっさばさ空飛んでますし、ビームとか吐きますし」


「こちらの呼びかけにもまったく応じません。あ、あれって人なんでしょうか、それとも──空獣エア……なんでしょうか」


「……さあね」


　私が聞きたいわよ、と心中で付け加え、槙奈は頰に垂れていた汗あせを拭ぬぐった。吸水性皆かい無むの天駆機関の表面を、汗の水分が流れていく。


　槙奈たちがいるのは、騎士団庁舎正面入口の真ん前だった。


　既すでに侵入者は、そこから裸ら眼がんで確かく認にんできてしまうくらいの位置を飛行している。このままでは、数分と待たずに到達されてしまうだろう。


「──どうやら、私たちが最終防衛ラインみたいね。……鉤かぎ野の、錐きり本もと、鎧よろい塚づか。あんたらのとこのお姫ひめ様じゃなくて不満でしょうけど、ちょっと付き合いなさい」


　言って、空を睨にらみ付け〈デウス・イクス〉を両手で構える。


「騎士団本部は蒼穹園防衛の象しよう徴ちようよ。あんな進化の過程がよくわかんないような奴やつに、指一本触ふれさせんじゃないわよ」


『了りよう解かい！』


　三人の応答と同時に天駆機関を〈翔ソア〉、空中に身を躍おどらせる。


　槙奈は侵入者と同じくらいの高度に到達すると同時、耳元のインカムに向かって怒ど鳴なり声ごえを上げた。


「退どきなさいッ！」


　その声に弾かれるようにして、侵入者の周囲を固めていた騎士たちの壁かべが、割れる。


　槙奈は〈デウス・イクス〉の切っ先を侵入者に向けると、エルザ式の最高加速で以もつて一直線に空を割さいた。


「おおおおおぉぉぉぉッ！」


　裂れつ帛ぱくの気合いとともに、〈デウス・イクス〉を侵入者の胴どう部ぶに突き立てる。──が、覇槍の刃はは、女の胸をほんの少し歪ませる程度のところで、不可視の鎧に阻はばまれたかのように停止していた。


「──ッ！」


　戦せん慄りつに身を引く。女が槙奈を薙なぎ払はらおうと、手を大きく振りかぶっているのが見えた。


　だが、まさにそのタイミングで、槙奈と逆方向に回り込んでいたかほるとサキが、侵入者の死角から奇き襲しゆうをかける。


「──この」


　女が煩わずらわしげな顔を作り、小さな声を発した。槙奈に攻撃を加えるために振りかぶっていた手を、そのままかほるとサキの迎撃用に回す。二人の天駆機関での突とつ撃げきは、今し方の槙奈のように寸前で止められた。


　そして、それを見計らうように、女の側頭部に遠えん距きよ離りから銃じゆう弾だんが突き立てられる。──美栄だ。


　さすがにこれは予想外だったらしい。これまた女の肌はだを傷つけることはなかったものの、女の頭が銃弾に弾かれるように横へ倒たおれた。


「……くっ」


「今ッ！」


　槙奈は、女の顔が一いつ瞬しゆん苦く悶もんに歪ゆがんだのを見み逃のがさなかった。今し方防がれた〈デウス・イクス〉を振りかぶり、柄えの部分を女の脇わき腹ばらに叩たたきつけてやる。


「ぐ……ッ」


　苦しげに、侵入者が身をよじる。


「──予想通り……ッ」


　槙奈はぺろりと唇くちびるを舐なめた。──この女は、防御盟術に似たような力で、身体からだ全体をガードしている。だがそれはあくまで随ずい意い結界のようだった。


　つまり──認識できない攻撃は、完全には殺しきれない。少なくともその衝しよう撃げきだけは、幾いく分ぶんかダメージとして蓄ちく積せきするらしかった。


　と、女が槙奈の方をギロリと睨み、大きく息を吸い込んでくる。


「────」


　女が槙奈に向かって口を大きく開けた。瞬間──紫むらさき色いろの閃せん光こうが槙奈の視界を塗ぬりつぶす。


　だが、そのとき槙奈は既に口の中で補助詠えい唱しようを終えていた。


「──〈鉄城キヤツスル〉！」


　槙奈の声とともに、身体の周囲に淡あわい光の膜まくが生まれる。


　それは女の光線の直ちよく撃げきをなんとか防ぎきると、空気に溶とけて消えていった。


　結界盟術、〈鉄城キヤツスル〉。


　異世界の盟術師・アステナに習った盟術の一つである。


　アステナのそれと比べたら、強度も効果範はん囲いも持続時間もまるで貧ひん弱じやくなものであるが、初めての実戦投入にしては上出来だろう。


　女と、ついでに周囲の騎士たちがあからさまに驚おどろいた顔を作る。


　槙奈はその反応に微かすかな快感を覚えつつも、次の盟術の補助詠唱を開始していた。


　そして目の前で指を組み、叫さけぶ。


「〈雷閃ライトニング〉ッ!!」


「な──っ!?」


　槙奈の指先から、電でん撃げきが迸ほとばしる。女はすんでのところで手を掲かかげたが、完全には防ぎきれなかったらしい。痛みに耐たえるように顔をしかめ、手を引っ込める。


「やった──」


　大成功である。槙奈はこのチャンスを逃のがすまいと追つい撃げきをかけようとし──


「──ぁ？」


　いきなり足を引っ張られて、バランスを崩くずした。


　女の臀でん部ぶから生えた尻尾しつぽが、いつの間にか槙奈の足に絡からみついている。


　槙奈がそれを認識したときには、槙奈の身体は勢いよく地上に叩きつけられていた。


「く、は──っ」


　背に衝撃が走り、肺が押しつぶされるような感覚が襲おそってくる。その後、天駆機関の浮ふ遊ゆう特性に従って、身体が中ちゆう途と半はん端ぱに宙に浮ういた。


　霞かすむ視界の中、上空を見上げると、女が両手を広げているのがわかった。それに合わせて女の周囲に光の球が幾いくつも生まれ、周りに展開していた騎士たちに一いつ斉せいに襲いかかる。


「ぅわ……ッ、何、あれ……」


　咳せき込みながら、どうにか身を起こす。


　あれだけいた騎士たちが、今の一いち撃げきでほとんど吹き飛ばされていた。


　女はうざったそうに髪かみをかき上げると、そのままゆっくりと地上に降りてきた。そして槙奈の目の前に着地すると、槙奈の胸むなぐらを摑つかんで顔をずいと近づけてくる。


「──おい、てめー」


「……ッ、何よ……」


「こん中で一番偉えらいのはてめーだな？」


「はあ……？　何言ってんの？」


　槙奈は肋ろつ骨こつの辺りが痛むのを堪こらえながら女を睨み返した。槙奈の階級は少尉である。今戦闘に参加していた騎士の中には槙奈よりも階級が高い者などいくらでも……とはいかないまでも、いないことはないはずだった。


「あ？　てめーが一番強かったって言ってんだよ」


「はっ、そいつは光栄ね……」


「……だからてめーに訊きく。あいつは──佐さ間ま岡おか亮りよう禅ぜんはどこだ」


「は？　佐間岡少将……？」


　槙奈が言うと、女は忌いま々いましげに首しゆ肯こうした。


「知らないわよ。ていうか知ってたとしても、あんたに教えるワケないでしょ」


「……そーかい」


　女は途と端たん冷たい目になって、槙奈を摑んでいた手を離はなした。


　そして歯をぎりと鳴らし、憎にく々にくしげに騎き士し団本部を睨み付ける。


「じゃ、いらねー。勝手に捜さがさせてもらう」


　言って、本部庁舎の正面入口に向かって歩いていく。


「ちょ──止まりなさい……ッ！」


　槙奈は叫ぶも、その場から動けずにいた。先ほど地に叩きつけられたダメージが、まだ回復しきっていなかったのである。


　周囲に目を向けるも──侵入者を止められそうな騎士はいなかった。彼女に屠ほふられて脇腹を押さえながらうめいていたり、もしくは最初から彼女に向かう勇気もなく、遠くで怯おびえている者ばかりだった。


「誰だれか──そいつを……！」


　と、槙奈が女の背に手を伸のばした瞬間。





「──待ちなさいっ！」





　本部庁舎の入口から、そんな女の声が響ひびいてきた。


　侵しん入にゆう者に槙奈、あとは周囲の騎士たちの視線が一斉に注がれる。


「……は？」


　そこに立っていた者たちを目にして、槙奈は間の抜ぬけた顔を作った。


　紫し紺こんの騎士制服と装着型天てん駆く機き関かんを纏まとった人ひと影かげが四つ、まるで戦隊ヒーローのようなポーズをとっていたのである。


　そのうちの一人はすぐにわかった。先ほど槙奈が蹴けり飛ばした新人騎士・松まつ永なが衛えい二じである。向かって右から二番目で、勇ましい（が、あまり実用的でない）ファイティングポーズを決めていた。


「薄うす汚ぎたない侵入者め！　おまえの好きにはさせねーぞッ！」


　次いで、そのさらに右側で、禿とく頭とうの大男が自らの筋肉を誇こ示じするかのようにフン！　と力を入れる。


「ハッ！　まさか迎撃作戦前で、俺たちが中央都に集まってるときに侵入者とはなあ……ちょうどいい肩かた慣ならしだ。この大だい郷ごう元もと治はるがひねり潰つぶしてやるぜ！」


　そして今度は、衛二の左ひだり隣どなりで、不自然にセットされた前まえ髪がみを気き障ざったらしくかき上げていた細身の男が口を開く。


「──っフゥン。まったく君の不運には同情さえ覚えるよ。もしこの襲しゆう撃げきが明日あすだとしたなら、僕たちは既すでに迎げい撃げきポイントに向かっていたのだからね。せめてこの僕、爽そう世せい寺じ直なお次つぐの手で優ゆう雅がに華か麗れいに葬ほうむってあげよう」


　槙奈がその様子を呆ぼう然ぜんと眺ながめていると、一番左ひだり端はしで、いやに胸を強調するようなポーズを取っていた女が、肉厚な唇を笑えみの形にした。


「ふふん？　なかなか個性的じゃあないの。嫌きらいじゃあないわよ、私。──いいわ、気に入ったわ。私が、魅み島しま薫かおる子こが、優やさしく激しくいたぶってア・ゲ・ル[image: ]」


「…………」


　槙奈は軽く額を押さえて頰ほおを痙けい攣れんさせるようにぴくつかせた。


　衛二はまだいいとしても、他の三人の登場があまりにも予想外だったのである。


〈鉞童子アクスマン〉大郷元治。


〈ノーブル・ブラッド〉爽世寺直次。


　──そして、〈完かん熟じゆく女教師・桃もも色いろ参さん姦かん日び〉魅島薫子。


　いずれも、地方の基地で名の通った騎士たち……である。たぶん。


「……なんだ、てめーら」


　侵入者が怪け訝げん……というか、辟へき易えきするような調子で眉まゆを歪める。認め難いことではあったが、槙奈の心境も彼女に近かった。


　しかし騎士たちはそんな侵入者の様子をどう判断したのか、自信に満みち溢あふれた笑みとともに地を蹴り、一斉に侵入者に向かっていった。


「うおおおおおおッ！　見ててください駆真さぁぁぁん！」


「潰れろやぁぁ！　幻げん竜りゆう滅めつ殺さつ超ちよう波は斬ざん・改かいッ！」


「食くらうがいい！　我わが至し高こうのハイパーエクセレンツ・デモンブラッド・ヴァイパー！」


「うふふふ、私の胸の中で安らかに眠ねむりなさぁいっ！」


　三者三様ならぬ四者四様の叫びを上げ、騎士たちが侵入者に猛もう進しんする。


　が、侵入者はなんら狼狽うろたえる様子も見せずに大きく息を吸い込むと、


「はっ」


　短く、光線を吐はき出した。


『ぬわ──っ!!』


　今度は全員一いつ緒しよの悲鳴を上げて、四人の騎士たちが綺き麗れいに地面に叩きつけられる。それきり、誰も動かなくなった。


　侵入者は何やら腑ふに落ちない様子で後頭部をかいたのち、再び本部庁舎に向かって足を踏ふみ出した。


　と──





「──待ちなさいっ！」





　先ほどと同じ台詞せりふが、今度は騎士団庁舎正面入口のひさしの上から聞こえてきた。


『……!?』


　侵入者と槙奈、あとは周囲の騎士たちが、皆みな一様に似たような顔を構築する。


　とはいえそれも仕方のないことだろう。何しろ今そこに立っていたのは、この場にまったく似つかわしくない、十二歳くらいの女の子だったのだから。


　しかも、その格好がまた凄すごい。


　身体のラインがくっきりと浮き出たトップス（のわりに、袖そで部分は妙みように膨ふくらんでいる）に、やたらとフリルの多いスカート。胸元には、大きなキャンディ型のペンダントがキラキラ光っている。


　長い黒くろ髪かみは大きなリボンによってツインテールに括くくられ、極きわめつけに、手には煌きらびやかな意い匠しようが施ほどこされたステッキまで握にぎっていた。しかも何故なぜかそのステッキから、ＢＧＭと思おぼしき勇ましい音楽が流れている。


「甘い香かおりは乙おと女めの証あかし。正義の魂たましい心に宿し、今日も今日とて悪を討うつ！


　──キャンディカルマ、ここに見けんっ参ざん！」


　……なんだか、凄くやけくそっぽかった。
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「……なるほど。駆かる真まさんに知られてしまいましたか」


　在あり紗さが事情を話し終えると、沈しず音ねは至し極ごく穏おだやかな口調でそう言った。


　今在紗と沈音は、リビングのソファに腰かけながら話を続けていた。沈音の後方にはオトが、そして膝ひざの上にはぐったりとした魔ま王おうが確かく認にんできる。


　沈音は憂ゆう鬱うつそうに歪ゆがんだ双そう眸ぼうで在紗をじっと見つめ、言葉を続けてきた。


「……それで、在紗はどうしたいのですか？」


「私は……」


「駆真さんと、一緒にいたいですか？」


「…………」


　在紗は、無言で首を前に倒たおした。すると、沈音が安あん堵どするように小さく息を吐く。


「……よかった」


「え……？」


　首を傾かしげる。と、沈音が前髪に隠かくれた頰を微かすかに染め、唇くちびるを開いてきた。


「……私も、在紗に、遠くに行って欲しくありません」


「沈音ちゃん……」


「……私には、在紗のお母さんや叔お母ばさんとは違ちがって、血けつ縁えんも何もありません。でも、在紗は友達です。いなくなったら、寂さびしいです。……今は少し忙いそがしいけれど、また一緒にお勉強したり、お菓か子しを食べたりしたいです。美み須す々ずも呼んで、一緒に遊びたいです」


「──ありがとう、沈音ちゃん」


　在紗は泣いてしまいそうになるのを堪えながら、のどからそんな言葉を絞しぼり出だした。


　沈音がそう言ってくれるのが、本当に嬉うれしかった。心からの安心感があった。


　と、沈音の後ろに立っていたオトの腰こし元もとから、軽快なメロディが流れ始める。どうやら携けい帯たい電でん話わの着信らしい。


　沈音が鬱うつ陶とうしげにオトを睨にらみ付ける。オトは手の仕草と表情で非常に申し訳なさそうな形を作ってから、可愛かわいらしいそうきゅんストラップ付きの携帯電話を引っぱり出して通話ボタンを押した。


「……私よ。何？」


　少し身体からだを後ろに傾かたむけ、口元を手で押さえるようにしながらオトが声を発する。しばらく適当な相づちが聞こえてくるが──


「──ふうん？」


　眉を歪め、オトが少し低い声を出した。そしてしばしの間興味深げに話をする。


「ええ、──ええ、わかった、すぐ戻もどるわ」


　オトがそう言って電話を切ると同時、沈音が怪訝そうな顔で話しかけた。


「……何があったの？」


「二つほど、急を要する事態が」


「言いなさい」


「は。騎き士し団本部が襲撃されている模様です」


「襲撃？」


「……っ」


　在紗は息を詰つまらせた。駆真の身体に入っているときに目もく撃げきした、騎士団本部の襲撃者。それは他ほかでもない、在紗の実母だったのだ。


　そんな在紗の様子に気づいたのか気づいていないのか、オトが在紗をちらと一いち瞥べつしてから言葉を続けた。


「──襲撃犯は一人。特とく徴ちようを聞くに、空獣エア化した〈女王〉フューゼシカかと」


「……〈女王〉が騎士団を？　一体何故なぜ」


「さあ、そこまでは。でも話によると、随ずい分ぶんとご立腹の様子らしいですね。時折、『在紗はどこだ！』と言っていたとかいないとか」


　急に名を呼ばれ、在紗はぴくりと肩かたを揺ゆらした。


「私……ですか？」


「……『在紗はどこだ』？　まさか騎士団が在紗を誘ゆう拐かいしたとでも思っているのかしら」


　沈音が訝いぶかしげに片眉を上げる。あるいはそれは、そんな疑いをかけられるなんて心外だ、というような表情なのかもしれなかった。


　しかしそればかりに気を取られているわけにもいかないと判断したのだろう、沈音がオトに目配せし、「もう一つは何なの」と訊たずねた。


　オトが、小さくうなずいてから続ける。


「──なんでも、ほぼ等速で進行していた〈城しろ〉が、異常なスピードで中央都こちらに近づいているらしいです」


「……何ですって？」


　沈音が、陰いん鬱うつそうな目をさらに険しく歪める。そして数秒ほど考えを巡めぐらせるような仕草を見せたあと、オトに向かって手を突つき出した。


　オトがそれを見るなり、慣れた動作で手にしていたポーチから小さなノートパソコンを取り出し、沈音に手て渡わたす。


「…………」


　それを無言で受け取った沈音は、膝の上でぐったりしていた魔王の腹の上でパソコンを開き（その際、ぐえッ、という声が聞こえてきた）、何やら複雑な指使いでキーボードをカタカタと打っていった。


「……っ、これは……」


　沈音が驚きよう愕がくに目を見開く。


「……数十分前から恐おそろしいほどに進行が速くなってきてるわね。しかも予測進路まで微び妙みように変わっているし、高度まで上がってる。……ち、これじゃあ予定ポイントでの迎撃は不可能ね。一体何が──」


　言いかけて、沈音がハッと言葉を止める。


「……オト。今騎士団に〈女王〉がいるって言ったわよね？　しかも随分と怒おこっている」


「はい、そのようですね」


「……確か、佐さ間ま岡おか少将の話だと、〈女王〉種は感情が昂たかぶれば昂ぶるほど、強く誘ゆう性せい物質を発する──だったわね」


「はい」


「……もし〈女王〉が、自分の最愛の娘むすめがさらわれてしまったと勘かん違ちがいしているのだとしたら──凄すさまじい興奮状態になっているでしょうね」


「……あ」


　オトもそこで気づいたのだろう、一いつ瞬しゆんポカンとした顔を作る。


　沈音は再び、手元のパソコンの小さなキーボードを恐ろしい速さで操作していった。その動作に合わせて、魔王がパソコンの下から弱々しいうめき声を上げる。


「……この速さで〈城〉が進しん撃げきしてくるとすると──本部に到とう達たつするのはおよそ三十分後……予定していた迎げい撃げきポイントは天てん領りよう高こう原げん……派は遣けんしていた騎士たちをすぐ向かわせたとしても、恐らく本部到とう着ちやくは一時間後……く、少しばかり遅おそいわね」


　そこで沈音は、パタンとノートパソコンを閉じた。


「──在紗」


　言って、在紗の目をジッと見つめてくる。


「な、何……？」


　その不思議な迫はく力りよくに、少したじろいでしまう。それは在紗の友達の沈音ではなく、蒼そう穹きゆう園えんの空を護まもる騎士団長の目であった。


「私たちは今から騎士団本部に戻ります。……在紗も一いつ緒しよに来てはくれませんか」


「え──？」


「……もし〈女王〉の怒いかりの原因が私たちの予想通りだとしたら、在紗を彼女の目の前に示す以外の解決策がないんです。もしかしたらそれで〈城〉の進行が緩ゆるやかになるかもしれません」


「…………」


　在紗は無言になって顔をうつむかせた。沈音の言うことは理解できるし、それに協力するのが嫌いやなわけもない。だが……


「……安心してください。在紗のお母様が在紗を無理矢理連れていこうとするのなら、私が、オトが、絶対に止めてみせます」


　在紗の沈ちん黙もくの理由を推おし量ってか、沈音が声を上げる。


　──だが、違うのだ。そんなことではないのだ。


　騎士団には今、駆真がいる。


　在紗の血筋を、正体を知ってしまった、駆真がいる。


　在紗は、怖こわかった。


　駆真に拒きよ絶ぜつされるのが、怖かった。


　でも──行かないわけにはいかない。


　在紗は震ふるえる足に檄げきを飛ばし、立ち上がった。





　　　　　　　◇





　騎士団本部庁舎前にいる無数の騎士と、冬ふゆ香かの視線が駆真に注がれている。皆みな一様に、今目の前で起こっている事態を無理矢理理解しようとしているかのような感を、表情から滲にじみ出していた。


「…………」


　正直、居い心ごこ地ちが悪い。駆真は視線から目を逸そらすように身をよじった。


「……なんだ、てめー」


　最初に声を発したのは冬香だった。憤ふん激げきに染まっていた表情を少し弛し緩かんさせ、駆真の場ば違ちがいな装よそおいやポーズに辟へき易えきするように頰ほおをかく。


「──ふん、貴き様さまに説明してやる義理はない」


　片足をザッと踏ふみ出し、冬香を見下ろすような格好で言ってやる。


　──と、その瞬しゆん間かん、ステッキから軽快に流れていたＢＧＭの音程と音量が急に乱れ、駆真の身体を煌きらめかせていた微び細さいな光が、萎しぼむように消えていった。心なしか、身体中に漲みなぎっていた不思議なパワーのようなものが抜ぬけていく気さえする。


「……ッ!?」


　駆真は慌あわててステッキを握にぎり直すと、その場で無意味にくるりと回って腰こしに手を当て、パチリとウインクをして見せた。


「わ、私はキャンディカルマ。正義を愛するラブリーガールよっ！」


　言って、再びステッキを冬香に向ける。


　するとステッキはいきなりテンションが上がったようにＢＧＭを最大音量で流し（気のせいかもしれないが、和音が増えた気もする）、再び駆真の周囲に正体不明のキラメキを出現させた。


「とうっ！」


　半ば呆ぼう然ぜんとその所作を見つめてくる騎士たちの視線を振ふり払はらうように、駆真はその場から勢いよくジャンプした。


　正面入口のひさし程度の高さとはいえ、今の体格の駆真が落ちれば無事では済むまい。だが駆真の身体は、まるで天てん駆く機き関かんでも身に纏まとっているかのようにふわりと浮ふ遊ゆうし、優ゆう雅がな放物線を描えがいて冬香の前に着地した。


「……なるほど」


　駆真は誰だれにも聞こえないくらいの音量でぽつりと呟つぶやいた。


　何となくだが、異世界で魔ま王おうの力を手に入れたときに似た感がある。頭で思い描いたイメージが、そのまま現象として現れるような不思議な感覚だ。


　ただし今は──


「蒼穹園の平和を乱す空獣エアの〈女王〉！　このラブリーカルマが懲こらしめてあげるわッ！」


　──そんな、恥はずかしい台詞せりふとポーズが必要になるのだが。


　ビシッとポーズをキメた瞬間、駆真の背後から光の線が放射状に伸のび、ステッキから派は手でな効果音が鳴った。


　それを見ていた冬香が、腑ふに落おちないような顔で首を傾かしげる。


「……ラブリー？　キャンディじゃねーのか？」


「──ッ！　こ、細かいことはいいのよッ！　そんなことより！　あなたの悪行、見て見ぬ振りをするわけにはいかないわ！」


　十年くらい前に見ていたアニメの変身ヒロインの口調をどうにか思い出しつつ、高らかに叫さけぶ。


　しかしその一方的な物言いに、冬香が不ふ機き嫌げんそうに顔を歪ゆがめた。


「……ああ？　てめー何様だ？」


「神様よッ！」


　きっぱりと言い切ると、冬香は少し辟易した様子を見せた。


　駆真は構わず夢想する。鷹たか崎さき冬香を完全に無力化する、神域の奇き跡せきを──！


「ラブリー・キャンディ・シュガシュガりーんッ！　輝かがやけ甘い愛の光っ！　プリティ・ロリポップ・シャワーっ!!」


　日常生活を送っていれば恐らく生しよう涯がい発さないであろうプリティさ極きわまるフレーズ（先ほど双ふた子ごの持つ、ヴェクサシオン取とり扱あつかい説明書を読んで必死に覚えた）を吐はき、ステッキの先せん端たん部をくるくる回しながら冬香に向ける。


　するとステッキのハート部分が輝き──


　そこから、冬香ではなく周囲に光が撒まき散ちらされた。


「な──ッ!?」


　眉まゆをひそめる駆真。しかし発動してしまった術を途と中ちゆうでキャンセルすることはできない。結果、奇跡の光は周囲で苦しげにうめいていた騎士たちに直ちよく撃げきしてしまった。「ぐえっ」だの「ぎゃあっ！」だのという悲鳴が辺りから無数に聞こえてくる。


　だが、神の力が発揮されるのはそこからだった。


　光の直撃を受けた騎士の身体からだが淡あわく発光したかと思うと、ポン、とコミカルな音を立てて、大きなカボチャの姿に変化したのである。
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「な……なーんじゃこりゃーッ!?」


　目鼻と手足の付いた可愛らしいカボチャが、己おのれの身体を見ながら（視界の関係で、手足くらいしか見えていないようだったが）、そんな叫びを上げる。


　よくよく見ると、他ほかの騎士たちも、野菜だったり果くだ物ものだったり動物だったりとモチーフは様々だが、例外なくデフォルメされたマスコットキャラに変身してしまっていた。


　皆手足が短い上身体が丸っこいため、まともに歩くことすら困難そうである。


「……ッ！　これは……」


　その明らかに間ま抜ぬけな現象に、しかし戦せん慄りつした表情を作ったのは冬香である。


　それはそうだ。端はたから見ている分には笑って済むような効果であるが、もし自分の身に降りかかったなら、かなり深刻な事態になるだろう。


　しかし、その冬香以上に焦あせっているのは駆真だった。


「……く、何故なぜ上手うまく発動しない」


　そのぶっきらぼうな物言いに、幾いく分ぶんかステッキのテンションが下がったようだが、それに気を回していられるようなゆとりもない。せっかく奇跡の如ごとき力を手に入れたとて、それが目標に的中してくれなければ意味がないのだ。


　と、駆真が冬香を睨にらみ付けたまま思案していると、後方から聞き慣れた声が響ひびいてきた。


「あらあらあら」


「あらあらあら」


　振り向いて確かめるまでもない。地ち宮ぐう院いん姉し妹まいである。どうやら駆真のあとを追って正面入口前までやってきたらしかった。


「……どういうことだ、天あま由ゆ良ら、霊たま由ゆ良ら。何故当たらん」


　視線を動かさぬまま、問う。すると双子は何やら本のページを捲めくるような音をさせてから答えてきた。


「少し呪じゆ文もんに間ま違ちがいがあったようですわね」


「正しくは、シュガシュガりーん、ではなく、シュガシュガるーん、でしてよ」


「……何故呪文が違っているのに、力が発動したんだ」


　さらに訊たずねると、双子は面おも白しろそうに声を弾はずませながら返してくる。


「うふふ、それはきっと、呪文を間違えてしまう、なんてドジっ娘こなところが」


「ヴェクサシオンの可愛らしさの評価基準に、ばっちりどっきり合がつ致ちしたからですわ」


「…………」


　駆真は双子を一いち瞥べつしながら、文句を叫びたくなる心ここ地ちをどうにか抑おさえ込んで、ステッキを構え直した。と──


「……ッ！」


　一いつ瞬しゆん視線を切っていた隙すきに、駆真の前方から冬香の姿が消えていた。


　──何という、油断。駆真は舌打ちを一つ残して後方へ離り脱だつしようと地面を蹴ける。


　が、遅おそい。駆真が気づいたときにはもう、冬香は駆真の頭上に移動していた。


「悪いな、嬢じようちゃん」


「──な」


　駆真の研とぎ澄すまされた動体視力がその姿を捉とらえるが、身体がそれに追いつかない。それほどまでに、冬香のスピードは凄すさまじかった。一瞬あとには駆真の身体は周囲の騎士よろしく吹ふき飛とばされてしまうだろう。


「────っ」


　だが、駆真は咄とつ嗟さに指を一本頰に押しつけた。そして、


「てへっ」


　なんて、可愛かわいらしい仕草で舌をペロリと出して見せた。


　その仕草で冬香の油断を誘さそおうとか、そういった目的はない。駆真の狙ねらいはむしろ──


「な──自動防御オートガード……ッ!?」


　冬香が驚きよう愕がくの声を上げ、後方へ飛び退のく。


　それはそうだろう。明らかに今、冬香の手は駆真の頭を捉えていた。その一いち撃げきが、駆真に触ふれる寸前で見えない壁かべに弾はじかれたのである。驚おどろいて当然だ。


「……よしっ」


　予想通りである。駆真は体勢を立て直し、冬香に向き直った。


　可愛らしい台詞とポーズ。その制約を破らない限り、この万ばん能のうの神器は駆真の身を守ってくれる。


　駆真はこの仕草を伝授してくれた、昔の職場の先せん輩ぱいメイドに感謝を捧ささげつつ声を上げた。


「もう許さないわ！　覚かく悟ごなさい！」


　そして地を蹴り、冬香に向かって突とつ進しんする。


「愛と勇気のコットンキャンディ・ブーストっ！」


　叫ぶと同時──綿わた飴あめのような軌き跡せきを残し、駆真の身体が、まるで天駆機関の〈翔ソア〉駆く動どうのように急加速した。


「何……ッ!?」


　冬香の狼ろう狽ばいの声。駆真はその一瞬の隙を衝ついて彼女の背後に回り込むと、


「ラブリー・キャンディ・シュガシュガるーんッ！　輝け甘い愛の光っ！　プリティ・ロリポップ・シャワーっ!!」


　今度は正確に、奇跡の呪文を唱えあげた。


　だがステッキから放たれた光は、またも冬香に当たることなく、今度は上空に飛んでいってしまった。


　そして数瞬のあと、まさにシャワーの如く、騎士団本部の敷しき地ち内に、光の雨が降る。


「のわわわわ──ッ!?」「うっぎゃぁぁぁぁッ！」「助けてママぁぁぁっ！」


　なんて、建物の外にいた騎士たちの思い思いの叫びが、そこら中から響いてくる。


　そして先ほどと同じように、騎士たちは見るも可愛らしいマスコットキャラに成り果ててしまった。


「──ッ!?」


　駆真は息を詰つまらせると、即そく座ざに冬香の背後から離脱した。


　瞬まばたき程度の間もおかず、今まで駆真がいた位置を、冬香の脚きやく蹴しゆうが通り過ぎる。


「──天由良！　霊由良！　どういうことだ！　呪文は正しかったはずだろう!?」


　ステッキのテンションが下がるのも構わず、駆真は怒ど鳴なり声ごえを上げた。


「あらあらあら」


「あらあらあら」


　双子の神は呑のん気きにそんな声を上げて、ヴェクサシオンの取扱説明書を捲った。


「──ああ、もしかしてこれかもしれませんわね」


「ラブリー、ではなく、ラヴリー、が正しい発音のようですわ」


「何だと……ッ!?」


　あまりに細かな判定基準に思わず声を上げる。


「ラ……ラブリー……」


　試ためしに発音してみると、双子の姉妹がチッチッと指を振ふった。


「ノンノン」


「ラヴリー」


「……らぶりィ……」


「上の前歯で下した唇くちびるを嚙かむような感じで──」


「ヴ、ですわ」


「ぶ、ブ──ヴ、ラヴ」


「そうそう！　その調子ですわ！」


「さあ、では一気に！」


「ら、ラブリー……」


　……駆真は頭を搔かきむしり、うがーと叫さけんだ。


　冬香を見み据すえてまたも無意味に一回転し、擬ぎ音おんで現すと「きゃる～ん☆」だとか「ぴかりゃー[image: ]」になりそうなポージングを行う。そして、


「もうっ！　そんなの知らないわ！　やっつけてやるんだから！」


　なんて、少し拗すねた感じで言ってやる。


　ヴェクサシオンは、そのポーズはもとより、「ラヴリーが上手く発音できない」という属性を評価したらしい。駆真の身体が、今までで一番の輝きを放つ。


「とりゃぁぁぁっ！」


　駆真はステッキを剣けんのように握にぎり、冬香に向かって再度地を蹴った。身体に纏まとった不思議な光が、帯のようにその軌跡を描えがく。


「この──」


　幼い少女とはいえ、得え体たいの知れない力を脅きよう威いと判断したのだろう、冬香が大きく息を吸い込む動作を見せる。


　そして冬香は怪かい獣じゆうのように口を大きく開けると、駆真に向かって紫むらさき色いろの光線を放った。


　しかし駆真は狼狽うろたえず、


「きゃーっ！」


　と、可愛かわいらしい悲鳴を上げ、その場でステッキをブンブンと振り回した。


　如何いかにも非力な女の子らしい仕草である。ステッキがさらに輝かがやきを増す。


　結果、冬香の閃せん光こうは駆真が適当に振り回していたステッキに易やす々やすと弾き返され、ホームランよろしく蒼そう穹きゆうに飛んでいった。


「何だとぉっ!?」


　さすがにこれは予想外だったらしく、冬香が叫びを上げる。


　駆真はその隙を逃のがさず、先ほどのコットンキャンディ・ブーストで一気に距きよ離りを詰めた。


「く──」


　冬香が、駆真に向かって両手を掲かかげてくる。攻こう撃げきしてくる様子はない。これは万全たる防御の様相。


　駆真はステッキを大きく振りかぶると、そのまま冬香に叩たたきつけた。


　パリン、と冗じよう談だんのようにコミカルな音がして、冬香が身体に纏わせていた見えない鎧よろいのようなものが消失する。


「んな……ッ!?」


　驚愕も狼ろう狽ばいも一瞬だった。脇わき腹ばらにラブ……もとい、ラヴリーキャンディステッキの一撃を受けた冬香の身体は、そこから一直線に弾き飛ばされ、騎き士し団庁舎の壁に突き刺ささるように激げき突とつした。


「……っ、凄まじい威い力りよくだな……」


　正直、予想以上だった。それなのに駆真の腕うでにはさしたる衝しよう撃げきも残っていない。


　駆真は今さらながらに神器とやらの力の凄まじさを実感した。


　と──パラ、と庁舎の壁の破は片へんが落ちる音がすると同時、身体中に細かな擦すり傷きずを作った冬香がゆらりと立ち上がった。


「……っつつ……、あたしのガードをこんなに容易たやすく打ち破ってくれるたぁ──神様とかいうのも馬ば鹿かにできたモンじゃねぇな」


「──ふん、思い知っ──」


　言いかけて、駆真はこほんと咳払いをした。


「ようやくわかったようね！　私の正義の心の前には、悪は消え去るしかないのよっ！」


　今の攻撃で冬香も駆真に対する認にん識しきを改めたはずである。無む闇やみにいつもの言動をして、守備力を落とすのは危険だった。


「……そーかい」


　まだダメージが残っているのだろう、冬香が少しふらついた足取りで、数歩前に歩み出てくる。


「まあ何でもいい。──今あたしの前に立ちはだかるんなら、嬢ちゃん、てめーも敵だ。もう容よう赦しやしねー」


　言って、冬香が腰こしを低くし、背に生えた羽を微び細さいに震しん動どうさせるようにしながら駆真を睨ねめ付つけてくる。


　その視線は今までのものとはまるで異質だった。


　今までは攻撃を加えてきながらも、手心のようなものが感じられた。駆真の珍ちん奇きでひ弱そうな外見に油断をしていたのかもしれないし、娘むすめと同じくらいの女の子に本気で手を上げるのを躊躇ためらっていた節があった。


　だが、今冬香の視線にはそれが感じられない。


　ヴェクサシオンの一撃で悟さとったのであろう。──この少女に手加減をしていては、自分が逆にやられてしまう、と。


「……っ」


　駆真も唇くちびるを嚙みしめ、しかし実戦にはまるで向かないようなポーズを取る。


　可愛らしい動作をし続けることが最大の防御に繫つながると理解はしていても、正直、まともな構え一つ取れずに彼かの異い形ぎようを迎むかえ撃うたなければならないのには少々肝きもが冷えた。


　駆真と冬香。二人の間に緊きん迫ぱくした空気が流れる。


　──それを真っ先に破ったのは冬香だった。


　だが、それは冬香が駆真に対して何らかのアクションを起こした、というわけではない。


「……！」


　完全に臨戦態勢だった冬香が、駆真から目を逸そらす。


　好機──しかし駆真も、冬香の突とつ然ぜんの行動に、彼女の視線を追ってしまっていた。


　冬香の目の先には、騎士団本部庁舎の正面入口がある。


　そこから、一人の男がゆったりとした足取りで出てきたのだ。


　還かん暦れき近い年ねん齢れいとは思えない筋肉の鎧を備えた、大おお柄がらな男である。うなじの辺りで纏めた白しら髪が混まじりの髪かみと、こめかみの裂れつ傷しようが特とく徴ちよう的だった。


「──騒さわがしいと思って出てみれば。なんだ、この騒ぎは」


　男──佐間岡亮りよう禅ぜん少将が、庁舎前の惨さん状じようを見て眉まゆをひそめる。


　とはいえそれも仕方あるまい。何しろ庁舎前には、フリフリの衣い装しようを着き込こんだ女の子に、人間とは思えない器官を備えた女、宙に浮ういた双ふた子ごの姉し妹まいや無数のプリティなキャラクターたちが勢せい揃ぞろいという、夢か幻まぼろしでしか有り得ないような光景が広がっていたのだから。


「佐間岡ッ──」


　冬香はその場に影かげを置いていくような速度で、一いつ瞬しゆんのうちに佐間岡の目の前に移動した。


　そしてそのまま彼の胸むなぐらを摑つかみ上げ、凄すさまじい形ぎよう相そうを形作る。


「てめェ……っ！　ようやく見つけたぞ！　在紗はどこだっ！　どこへやった……ッ！」


「……何だと？」


〈女王〉の凄まじい腕わん力りよくに首を絞しめ上げられながらも、佐間岡は微み塵じんも苦しげな表情を見せずに返した。


「何の話だ、〈女王〉」


「とぼけんな！　てめー以外に誰だれがいるってんだよッ！」


　さらに声を荒あららげる冬香。佐間岡の胸ぐらを摑む手にも力が入り、大柄な彼の体たい軀くを微かすかに浮かせた。


「言ったよな。あたし、言ったよな？　在紗に手ェ出したらタダじゃ済まさねーって。絶対に殺してやるってよ……ッ！」


　常人ならばそれだけで失神してしまいそうな、針のような眼光で冬香が佐間岡を睨にらむ。


　しかし、数秒のあと、冬香は不意に視線を切って顔をうつむかせた。


「……頼たのむ、在紗を、返してくれ……っ。あたしが気に入らねぇんなら、即そつ刻こく消えてやる。だから、在紗だけは……。シュウに死なれて、在紗にまでいなくなられちまったら、あたしは……あたしは──ッ」


「…………」


　血管さえ浮き出ていた冬香の腕から力が抜ぬけ、佐間岡の足が完全に地につく。


　──駆真は見み逃のがさなかった。始終無言、無表情を貫つらぬいていた佐間岡が、少し、ほんの少しだけ心苦しそうに顔を歪ゆがませたのを。


　と──その瞬しゆん間かん。


「──冬香さん！」


　そんな冬香の背に、鈴すずの音のような声がかけられた。


　駆真に冬香、ついでに佐間岡までもが、その声がした方向に向く。


　マスコットキャラと化した騎士たちの中に、いつの間にか三つの人ひと影かげが立っていた。


　一人は、草くさ薙なぎ音ね音おん元げん帥すい──オト。もう一人は、その主人たる草薙沈音（何故か沈音がそうきゅんのぬいぐるみの耳を引っ張っていたが、まあそれは周りのマスコットとさほど変わるまい）。


　そして──その二人に挟はさまれるようにしてその場に立っていた純白の少女に、駆真と冬香の視線は釘くぎづけになった。


「在紗……っ！」


　冬香が佐間岡の首元から手を離はなし、一目散に在紗のもとへ走り寄っていく。


「だ、大だい丈じよう夫ぶだったか、在紗……」


「ん──はい、平気です」


　心なしか在紗の声が暗い気がしたが──とりあえず冬香を安心させてやるように、小さく在紗が微ほほ笑えむ。


　冬香は大きく息を吐はくと、その場にくずおれるようにして在紗にぎゅっと抱だきついた。


「…………っ！」


　一連の流れに見入っていた駆真も、そればかりは見過ごせなかった。慌あわててそちらに走り寄り、冬香の肩かたを摑んで在紗からひっぺがす。


「……ってて、な、何すんだよっ！」


「うるさい！　気安く在紗に触さわるなっ！」


　叫び、在紗を自分の背に置くように、身体を二人の間に割って入らせる。


「……ッ、ねえさま……？」


　と、後方から在紗の驚おどろくような声が響ひびいてくる。駆真は今さらながら自分の格好が少し恥はずかしくなって、軽く顔を下に向けた。


「……ねえさま？　ああ？　こいつ、まさかメイドちゃんか？」


　冬香が怪け訝げんそうな表情を作り、駆真の顔を覗のぞき込んでくる。


「……っ！　貴様に在紗は渡わたさんぞ、鷹崎冬香ッ！　在紗は──在紗は命に代えても私が守るッ！」


「…………！」


　駆真がそう言った瞬間、何故なぜだろうか、在紗が息を詰つまらせた気がした。


「……在紗？」


　不思議に思い、駆真が在紗の方に顔を向けようとする。


　すると在紗は、まるで駆真と目を合わせるのを嫌きらうかのように顔を背そむけると、トン、と駆真の肩を押して一歩後ろに下がった。


「え──」


　突然の事態に、脳が上手うまく働かない。


　在紗は駆真の方を見ないまま顔を沈ちん鬱うつに歪めると、唇を嚙かみしめて冬香の方に走っていった。そしてその背に隠かくれるようにして、駆真の視界から逃れようとする。


「あ、り──さ……？」


　まるで駆真を拒きよ絶ぜつするかのような在紗の態度に、呆ぼう然ぜんと口を開く。


　しかし在紗はやはり駆真と目を合わせようとせず、冬香のタンクトップの裾すそをきゅっと握にぎると、小さな震ふるえた声を響かせてきた。


「……ごめんなさい、ねえさま。私……これからはかあさまと暮らす」


「は……」


　何の前まえ触ぶれもなく鼓こ膜まくを震わせた絶望的な情報に、駆真はただ呆然と目を見開くことしかできなかった。


「……在紗？」


　駆真の後ろで、沈音も意外そうな顔を作っている。


「あ……在紗、ど、どどどどどうしちゃったの、かなあ……？」


　必死で平静を装よそおおうとしつつも、顔面に滝たきの如ごとく汗あせが噴ふき出す。


　意味がわからなかった。何故、在紗がこんなことを言い出すのかが理解できなかった。


　と、冬香が自分の背後に隠れる在紗に目をやり、複雑な表情で細く吐と息いきする。


「……つーわけだ。悪いな、メイドちゃん」


「──ッ、ふざけるな……っ！」


　そう言われて、はいそうですかと納なつ得とくできるはずもない。駆真はステッキの効能が目に見えて薄うすれるのも忘れて声を荒らげた。


　しかし冬香はやれやれと目を伏ふせると、片手で在紗の頭を撫なでながら続けてきた。


「メイドちゃん、あたしのこの姿見てりゃわかるかもしんねーが、在紗は体質的にちょっと問題抱かかえてんだ。あたしや在紗がいるとな、自然とそこに空獣エアが寄ってきちまうのさ。だから──」


「知っている！　だがそれがどうしたッ！」


　駆真が叫さけぶと、冬香は少し驚いた様子で目を丸くした。


「……知ってんのか？」


　冬香は眉を片方上げて、数秒うなってから言葉を続けてくる。


「でも、そんならわかるだろ。成熟期を迎えて身体からだから誘ゆう性せい物質を発するようになっちまった在紗が人間の街にいたら、いつか確実にそこは滅ほろんじまう」


「……っ」


　冬香の言葉に、在紗が心苦しそうに顔をうつむかせた。


　駆真は、拳こぶしをグッと握って声を張り上げる。


「そんなことはさせん！　空獣エアが寄ってくるというのなら、全部打うち倒たおしてやるッ！」


　しかし冬香は、そんな回答など予想の範はん囲い内とでも言いたげに肩をすくめてみせた。


「……はッ、最初のうちはなんとかなるだろうさ。けど年を経るごとに、蒼穹園中央都の空には空獣エアが異常に集まって来るんだぜ？　それこそ何十万、何百万って単位でな」


「──っ、そんなもの！　全部、全部倒してみせる！」


「……死ぬぞ。冗じよう談だん抜ぬきで」


「知ったことか！　在紗のためなら、こんな命など──」


「てめ……」


　駆真の言葉に、冬香が表情を険しくする。


　だが──彼女は言葉を途と中ちゆうで止めた。


　理由は単純。在紗が、冬香の前に足を踏ふみ出していたからだ。


「在紗──」


　駆真は顔を少し綻ほころばせた。駆真の言葉に、在紗が理解を示してくれたと思ったのだ。


　しかし。


「……ねえさまは、なんで……」


「え？」


　聞き返すと、在紗はこくりと唾だ液えきを飲み下すような仕草を見せてからあとを続けてきた。


　その──あまりにも悲痛な訴うつたえを。


「ねえさまは、なんでそうなの……ッ？　いつも私のことが一番で、自分のことは二の次……っ！」


「あ、りさ……」


「嬉うれしいよ!?　ねえさまが私のことを大事にしてくれるのはすっごく嬉しいよ……!?　でも──それ以上に、怖こわいの！　悲しいの……ッ！　もっと自分を大切にしてよっ……！　私は、ねえさまが死んじゃうのなんて嫌いや！　絶対に嫌……ッ！」


　精せい一いつ杯ぱい肩かたをいからせ、顔を真っ赤にしながら、在紗が叫ぶ。


　駆真は無意識のうちに、足を一歩後方に引いていた。──在紗がここまでダイレクトに感情をぶつけてくる光景なんて、駆真は見たことがなかったのである。


「で、でも──」


　と、駆真が辛かろうじて何かを言い返そうとした瞬間、騎き士し団敷しき地ち内──否いな、蒼穹園中央都全域に響き渡らんばかりのサイレンが鳴った。


「……ッ、まさか──」


「空獣エア警報──ですね」


　後方で、沈音とオトが空を見上げる。そして二等身以下になった騎士たちがあたふたと手足を小刻みに動かしていた。


　空獣エア警けい戒かい警報。蒼穹園に暮らす者ならば一度は耳にしたことがある、絶望の音。


「〈城しろ〉──？　そんなまさか。早すぎるわ」


「──いえ、〈城〉はまだ視し認にんできません。恐おそらくは、〈城〉に付ふ随ずいしてやってきた空獣エア群でしょう」


　騎士団元帥たちが、顔を上げながら言葉を交かわす。


　しかし駆真は戦せん慄りつする騎士たちを後しり目めに、在紗を説得する言葉を探していた。正直、けたたましい警報は、在紗と自分の声が聞こえなくなる邪じや魔まな音、くらいにしか認識されていなかった。


「……うるさいッ！」


　鳴り止やまぬサイレンに叫ぶ。……無論、そんな声すらも大音量の警報に搔かき消けされてしまったのだが。


　それはそうだ。ここは騎士団本部。空獣エア警戒警報を鳴らす中心地である。


　しかししばらくすると、警報は徐じよ々じよにフェードアウトし、鳴り止んだ。


　駆真は深く深呼吸をすると、在紗との会話を続けようと口を開き──





　──ぎぃぃぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉおおおおおォォォォおおおおぉぉぉ──





　今度は、遥はるか上空から無数に響いてくる咆吼に、言葉を搔き消された。


「…………ッ！」


　この上なく鬱うつ陶とうしい邪じや魔ま者ものに、キッと睨にらみをくれてやる。


　いつの間にやら騎士団上空には、夥おびただしい数の空獣エアの姿があった。


　だが、空獣エアがいるのはまだかなりの高度である。その証しよう拠こに、一体一体の大きさは小さな小さなアリ程度にしか見えなかった。


　否──だからこそ恐ろしいのかもしれない。


　それぞれの大きさは空にポツンと点を打った程度だというのに、今中央都の空は、急な雨雲に覆おおわれたかのように薄うす暗ぐらくなっていたのだから。


「……っ、なんて数」


　沈音が眉まゆを歪ゆがめ、何やらオトに指示を出す。


　なるほどあの異常な群れは、蒼穹園騎士団団長をも焦あせらせるようなものらしい。


　しかし、駆真の感想は違ちがっていた。


　在紗のことで頭がいっぱいな駆真は、その群れに恐きよう怖ふとか戦慄とかいう感情を、一いつ切さい抱いだいていなかったのである。


　そう、駆真はただ──その空獣エア群の鳴き声がとてもうるさく感じた。


　今駆真は在紗と話をしているのに。


　その会話を搔き消すが如くやかましい轟ごう声せいを上げるあの一団が……


　鬱陶しいなあ、なんて、思った。


「────」


　だから駆真は、ステッキを持っていない手を頭上に掲かかげると、頭の中に浮うかんだ、『知らないけれど知っている言葉』を口にした。


「──飴し狂きよう院いん・駆真の名に於おいて、永久の迷めい宮きゆうの扉とびらを開く」


　駆真がそう言うと同時──騎士団本部敷地内の上空に、半径三百メートルくらいの巨きよ大だいな『孔あな』が生まれた。


　そして駆真はステッキを構え、気勢を抑おさえて可愛かわいらしい微ほほ笑えみを作ると、


「試練対象──上空の空獣エア群！　汝なんじらに神の試練を与あたえんッ！」


　そう言って、ステッキをくるくる回した。


「吸い込めッ！　夢と希望のシュガープラム・バキューマー！」


　するとステッキからと金こん平ぺい糖とうのような形をした光が飛び出し、螺ら旋せんを描えがくようにぐるぐると絡からみ合いながら、上空に広がっていった。


　──次の瞬しゆん間かん。


　中央都上空を雲のように覆っていた空獣エア群が、一いつ斉せいに駆真たちの方へ飛来してきた。


『な……っ！』


　異常な速度に、周囲の騎士たちが恐れ戦おののく。


　しかし駆真は微み塵じんも慌あわてることなく、その場でバレリーナのように回転していた。


　数十秒後、騎士たちも気づくことになる。


　空獣エアたちは自分たちの力で地上に飛来していたのではなく──


　駆真の開いた迷宮の扉に、吸い込まれていっているだけなのだと。





　──ぎぃぃおおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぅぅぅぅぅうううう──





　何体もの空獣エアの鳴き声がミックスされたような、重く低い音が、周囲の空気をびりびりと震わせる。


　しかしヴェクサシオンと迷宮の扉の力に抗あらがえるような空獣エアは存在しなかった。


　まるでリビングに掃そう除じ機きをかけているような調子で、空獣エアたちが纏まとめて駆真の管理する迷宮に吸い込まれていく。


　名目上は──神の試練を受けるために。


　恐らく永えい劫ごう抜ぬけることができないであろう迷宮に、夥しい数の獣たちが、食われる。


　五分経たったくらいだろうか、空を覆っていた空獣エア群は、もうほとんど見受けられなくなっていた。


「──閉門ッ！」


　駆真が言うと、空にぽっかりと開いていた迷宮の入口が、音もなく閉じた。


　と、次の瞬間──


「……ッ!?」


　駆真は眉をひそめた。いきなり、視点が高くなったのである。


　急に何らかの術が発動したのか、それとも冬香が攻こう撃げきをしかけてきたのかとも思ったが──違う。駆真は自分の身体を見下ろして、その異変の正体に気づいた。


　視線を下ろして最初に目に入ったのが、腹部やスカートの裾すそではなく、胸であったのだ。


　つまりは──身体が、もとの年ねん齢れいに戻もどっている。


「これは……」


　言いながらも、駆真は先ほどの天由良と霊由良の台詞せりふを思い起こしていた。確か、少し時間が経てば子供化は解ける、と言っていた気がする。それが今訪おとずれたのだろう。


「…………」


　駆真は無言で、頰ほおをかいた。


　子供化が解けるのは構わない……どころか、望んでいたことなのだが、今はヴェクサシオンの力でやたらファンシーな格好になっているのである。まだ子供状態だからよかったものの、十七歳の身体からだでこの装よそおいはさすがに痛々しいものがある。


　しかもヴェクサシオンが変な気でも回したのだろうか、駆真の身体の成長に合わせて、コスチュームのサイズも大きくなっていた。


　もちろん身に纏っていた服に締しめ付つけられるよりはマシなのだが、これだと、駆真が自分のサイズに合わせたコスチュームを着込んでいるようにしか見えない。


「…………」


　しかし、今はそんなことに気を割さいている場合ではない。いきなり大きくなった駆真に目を丸くしている在紗に目を向ける。


「在紗──」


　だがその視線は、在紗の前に立ちはだかった冬香によって遮さえぎられた。


「……ッ」


　顔を上に上げ、キッと冬香の顔を睨み付ける。が──予想に反して、冬香はどことなくポカンとした様子で、駆真を見つめてきていた。


「……今の、てめーか」


　言って、人差し指でちょいちょい、と天空を指さす。恐らくは、今し方空獣エア群を吸い込んだ迷宮の入口のことを言っているのだろう。


「何か悪いか」


「…………」


　冬香は顔を上げ、しばらくの間空を眺ながめていたが──突とつ然ぜん、のどの奥から低い笑い声を漏もらした。


「ふ……っくく、ふふ……」


「……なんだ、何がおかしい」


「うん……？　いんやぁ、まさかここまでとは思わなくてな」


　冬香は前まえ髪がみをかき上げると、ふうと息を吐はいた。


「──メイドちゃん、あたしは在紗を連れていく」


「……ッ、ふざけ──」


「でも……もし、力ずくであたしを止められるような奴がこの世にいたら……諦あきらめざるを得ねーよな？」


「……何？」


　冬香がちらりと駆真を見ながら言ってくるのに、怪け訝げんそうに返す。


　しかし駆真はすぐにその言葉の意図を理解すると、ステッキを握にぎる手に力を込こめた。


「上等だ……ッ！　貴き様さまなど私が──」


　と、言いかけたところで、再び駆真の身体が発光する。また何かが起こったようだ。


　だが、もういちいちそんなことに気を割いてはいられない。駆真は構わず言葉を続けた。


「貴様など私が倒たおしてやる！　私の全ぜん霊れいを以もつて貴様を止める！」


「…………」


　何故なぜだろうか、冬香が驚おどろいたような顔を作って駆真を見ていた。よく見ると在紗まで似たような表情をしている。──きっと駆真の迫はく力りよく溢あふれる啖たん呵かに目を奪うばわれてしまったのだろう。


　と、冬香がぽりぽりと後頭部をかいたのち、何か自分の中で整理を付けるようにうなずいてから、片足を引いて構えを取った。


「……まあいーや。人の戦せん闘とうスタイルにとやかく言うつもりはねー。──来いよ」


「望むところ……ッ！」


　駆真もそれに応じるように、目を尖とがらせてじりと足を踏ふみしめる。


　が──そこで二人の間に、オトが割り込んできた。


「ちょっとお二人さん。悪いけれど、ちょっと場所を変えてくれないかしら。……そうね、そっちの──第三演習場の方が空いているわ。あそこなら多少暴れてくれても構わないから。あまり私とお嬢じよう様さまのお城を壊こわさないでちょうだい」


「…………」


　駆真と冬香はオトの言葉に一いつ瞬しゆん視線を交じらせると、どちらからともなく息を吐いた。


「──先、行ってるぜ」


　冬香が在紗を抱だきかかえ、軽かろやかに空を飛んでいく。


「……ッ、この、在紗を──」


　と、駆真が追いすがろうとした瞬間、


「──駆真さん」


　片手に何故か魔ま王おうの耳を握った沈音が、駆真に声をかけてきた。


「何、沈音ちゃん」


「……ええと、どうしたのですか、その姿は」


「──え？」


　言われて、駆真は顔を下に向け、自分の身体を視界に収めた。と……


「…………ッ!?」


　驚きよう愕がくに息を詰つまらせる。駆真の身を覆おおっていた可愛らしいコスチュームが、いつの間にか消えていたのである。また、手に握っていたステッキも、本来の姿であるヒビ入りの多面体に戻って手のひらの中に収まってしまっていた。


　無論、一度弾はじけた騎き士し制服が丁てい寧ねいに元通りになっているはずもない。今、駆真の白い肌はだを覆い隠かくすのは、その両手と長い髪かみくらいしか存在していなかった。


「……なっ──」


　駆真は咄とつ嗟さに胸むな元もとと下腹部を手で覆いながら、戦せん慄りつに眉まゆを歪ゆがめた。何が起こったのかが理解できない。駆真があまりにも可愛らしくない言動を続けたせいで、ヴェクサシオンが愛あい想そを尽つかしたとでもいうのだろうか。


　すると、そんな駆真の思考を見み透すかしたかのように、横から天由良と霊由良の声が割り込んできた。


「あらあら、少しヴェクサシオンを酷こく使しし過ぎましたわね」


「まあ、もとより欠けていたようですし、頑がん張ばった方ですわね」


「何……ッ!?」


　よくよく見ると、マスコットキャラクターに変身していた騎士たちも、いつの間にか元の姿に戻っている（何故か皆みな気を失っているのが救いである）。ヒビの入った神器に限界が訪れたということだろう。


「…………」


　辺りを見回す。先ほどからわざとらしく背を向けている佐間岡を除のぞけば、意識があるのは女性だけのようである。──ほんの少しだけ、安あん堵どする。


　駆真は気まずげに頭をかくと、近くに倒れていた槙まき奈なのもとに歩み寄っていった。


「すまんな鳶とび一いち、借りるぞ」


　言って、手早く槙奈の身体から天駆機関を剝はがすと、騎士制服の上着とスカートを脱ぬがせ、それを慣れた手つきで着用していく。スカートの中がスースーするが、仕方がない。さすがに下着まで剝ぎ取ってしまうわけにはいかなかった。


　と、上着を羽織ってボタンを留めようとしたところで手を止める。


「……ぬ」


　少し、胸の辺りがきつい。駆真は眉まゆ根ねを寄せると上着から袖そでを抜ぬいて適当に放ほうり、槙奈が着ていた黒いインナーを脱がせた。


「これも少しきついが……まあ仕方あるまい」


　ブラにショーツ、それに黒いタイツだけという格好で地面に這はい蹲つくばった槙奈の横で、インナーを着込み、身体に馴な染じませるように腕うでを回す。


　額に汗あせを滲にじませながらその様子を見ていた沈音は、緊きん急きゆう事態だから仕方ない、というように首を振ふると、再び駆真に話しかけてきた。


「……歩きながらで構いません。少し、お話しさせてください。──きっとまだ、駆真さんは在紗のお母様のことを、全部は知っていないから」


　そう言って、少し複雑そうな顔を作る。


「……私も、在紗が遠くに行ってしまうのは嫌いやです。もし駆真さんが負けてしまうようなことがあれば、次は私とオトが、全身全ぜん霊れいを以て彼女を倒しにかかるでしょう」


「──うん、そうして」


　駆真は、素す直なおにそう言った。


「……でも、これだけは知っておいて欲しいんです。彼女は、冬香さんは、決してあなたが思っているような自分勝手な人ではないということを」


　言葉を発する沈音の顔は、やはり難しげだった。
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「──っく、私……一体……」


　槙まき奈なはぐらつく頭を押さえながら上体を起こした。変な夢を見ていたような気がする。


　我ながら妙みようちきりんな夢だった。異い形ぎようの騎士団襲しゆう撃げき犯はんに打ち負かされたあと、騎士団本部のひさしの上に、煌きらびやかな衣い装しようを着た魔ま法ほう少女が現れたのである。


　しかもその魔法で、槙奈はデフォルメされたブタさんにされてしまったのだ。誰だれかに話したら失しつ笑しようされるに違ちがいない馬ば鹿かげた白昼夢だ。


「い──っつつ……」


　周囲を見回すと、騎士団庁舎前には何人もの騎士たちが寝ねそべっていることがわかる。──槙奈は小さく眉をひそめた。どうやら騎士団が襲撃されているのは夢ではなさそうだった。


　が、そんな思案も、すぐに霧む散さんすることになる。理由は単純。急に後方でパン、パン、と手を叩たたく音と、聞き覚えのある声が聞こえてきたからだった。


「──さ、みんな起きて起きて」


「……っ、元げん帥すい閣下……？」


　そう、そこにいたのは、騎士団の略式礼服に身を包んだ草くさ薙なぎ音ね音おん元帥その人であった。


「早く迎げい撃げき態勢を整えるわよ。取り巻きたちは駆かる真まが大方片づけてくれたけれど、まだ〈城しろ〉はこちらに向かっているようだから」


　と、そう言ったあと、音音が槙奈の方に近寄ってくる。槙奈は慌あわてて敬礼の形を作った。


　しかし音音は槙奈の胸元……というか、首から下を示すように指を向けてきた。


「槙奈。あなたはまずその格好をなんとかなさい」


「……格好？　って、……ッ!?」


　音音の指の先を追うように視線を滑すべらせ、自分の身体からだに目をやる。そこで槙奈は気づいた。何故なぜかはわからないが、自分は今、下着とタイツしか身につけていなかったのである。


「な──何これ……っ!?」


　半ばパニックになりながら胸元を押さえ、うずくまるようにして身体の前半分を隠す。だがすぐにそれでは不十分と悟さとって、片手を後方へやり、なんとかお尻しりを覆い隠した。


「な、何なのよ……一体何があったっての……っ！」


　意味がわからない。何故槙奈は今こんな格好で気を失っていたのだろうか。乱暴された形けい跡せきもない。単純に服を脱がされているだけだ。


「……っ」


　槙奈は顔を上げた。今はそんな分ぶん析せきをしている場合ではない。


　何故か近くに放られていた制服の上着を手早く羽織り、ボタンを留める。そしてこれまた近くに倒れていた衛えい二じの天駆機関を剝がし、ベルトを緩ゆるめると、そのズボンを一気に脱がした。


「ごめんね、松まつ永なが君……っ！」


　謝罪の言葉を発しながら、少しサイズの大きいズボンを穿はき、ベルトをきつめに締しめる。ちなみに、衛二のパンツはデフォルメされた駆真のイラストがプリントされたトランクスだった。きっと自作である。微み塵じんも罪悪感がなくなった。


　と、そこで、音音が本部庁舎の入口に立っていた佐さ間ま岡おかのもとに歩み寄っていくことに気づく。


　そして彼女はそのにこやかな笑えみを微塵も崩くずさないまま、ずいと顔を寄せた。


「──私に黙だまって随ずい分ぶん自由に動いてるみたいだけれど……亮りよう禅ぜん、あなたは私の味方よね？」


　と、静かな声で言う。


　自分がその言葉を向けられているわけでもないのに、槙奈は小さく肩かたを揺ゆらした。


「……もちろんです、閣下」


「そう、ならいいのだけれど」


　音音は、佐間岡の肩を軽く叩いて本部庁舎に入っていった。





　　　　　　　◇





　蒼そう穹きゆう園えん騎士団本部。


　空獣エアの脅きよう威いに対たい抗こうするための、蒼穹園防衛基地。


　その敷しき地ち内にある第三演習場に、二人の女が立っていた。


　一人は、角と羽、尻尾しつぽを生やした、悪あく魔まのような姿の女。


　そしてもう一人は──手足に鈍にび色いろの天駆機関を纏まとった、黒くろ髪かみ赤目の少女である。


「…………」


　駆真は己おのれの身体に天駆機関（何故か騎士団本部のトイレの前に放置されていた）を馴な染じませ、同化させるように軽く手首を振り、トントンと踵かかとを地に打ち付けてから、ゆっくりと相手──冬ふゆ香かに目を向けた。


　鷹たか崎さき冬香。在あり紗さの実の母。駆真の義理の姉。──そして、〈女王〉フューゼシカ・アシュ・クーレィン。


　彼女は今、両手を上げて傷だらけの身体を反らしながら、悠ゆう然ぜんと空を見上げている。


　魔ま王おうから、そして、この演習場に移る際に沈しず音ねから告げられた情報で、駆真はこの一件の全容を、朧おぼろ気げにだが把は握あくした。


　だが──それでも駆真は、抗あらがわずにはいられなかった。


「準備はいーかい、メイドちゃん」


「いい加減、その呼こ称しようは止やめろ。──鷹崎駆真だ」


「ふふん、呼ばせてみな」


「上等だ」


　互たがいの視線が、交わる。


　──その瞬しゆん間かん、二人は地を蹴けった。


　合図も何もない。単純な開戦。


　二人の距きよ離りは目算で十メートルほど離はなれていた。それが、瞬まばたきにも満たないような時間で消し去られる。


「く──」


「……っ」


　冬香の脇わき腹ばらを薙なぐように繰くり出だしたはずの駆真の右足は、同じように冬香の右足によって止められていた。


　否いな──それでは少し語ご弊へいがあるだろうか。体勢的に考えて、冬香が放った蹴りを、駆真がどうにか受け止めた格好、と言った方が的確かもしれない。


「この──」


　即そく座ざに天てん駆く機き関かんを〈翔ソア〉、その場で身体を一回転させ、逆方向から蹴りを見み舞まう。


　しかし冬香は器用に身を捻ひねると、駆真の脚きやく蹴しゆうをまたも足で受け止めた。


「はッ──どーした、それで終わりか？」


「ほざけッ！」


　駆真は体勢を立て直して再び冬香に攻こう撃げきを仕し掛かけるため、冬香の足を蹴るようにして上空へと飛び──


「な──」


　途と中ちゆうで、身体がガクンと揺れるのを感じた。走っている最さ中なかに急に腕を摑つかまれたような衝しよう撃げき。視界が揺れ、一いつ瞬しゆん意識が朦もう朧ろうとなる。


　その原因はすぐにわかった。駆真の脚あしに、冬香の尻尾が巻き付いていたのである。


「甘いぜ、メイドちゃん……！」


　冬香は不敵な笑みを浮うかべながらそう言うと、身体を捻り、凄すさまじい勢いで駆真の身体を地面に向かって振り下ろした。


「────ッ！」


　身体にもの凄すごい遠心力がかかり、呼吸が苦しくなる。


　だがこのまま地面に叩きつけられるわけにはいかなかった。駆真は自由な右脚の靴くつ底ぞこを、左脚に巻き付いている尻尾に押し当てた。


　そして間かん髪はつ入れず〈翔ソア〉、天駆機関推進用の圧縮空気をゼロ距離で噴ふん出しゆつする。


「っつ……ッ」


　尻尾にも痛覚はあったらしい。一瞬冬香の力が抜けるのを感じる。駆真は身体を回転させながら〈翔ソア〉、冬香の尻尾から何とか逃のがれた。


「やるじゃねーか」


「──ふん……」


　眉まゆを歪ゆがめ、忌いま々いましげに吐はき捨すてる。


　数度打ち合ったに過ぎないが、冬香の力を推おし量るには十分だった。


　──強い。純じゆん粋すいに、強い。


　もし騎き士し時代、任務中にこの女に遭そう遇ぐうしたのなら、即座に撤てつ退たい命令を出したことだろう。


　だが──今の駆真に、後退は許されなかった。


　駆真が負ければ、在紗は冬香に連れて行かれてしまうのである。


「……ッ」


　駆真は脚を縮め、空を蹴った。


　そして冬香の直前で腕うでの天駆機関を〈停ステイ〉、空中に一瞬固定して、独楽こまのように脚を回転させる。


「──っとぉ」


　冬香は上体を反らし、それを危なげなくかわした。だが──そんなものは予想の範はん囲い内である。


「ふ──ッ」


　短く息を吐き、手の駆く動どうをキャンセルして左脚を〈翔ソア〉、蹴りを放ったあとの不自然極きわまる姿勢のまま、冬香の側頭部に天駆機関の一いち撃げきを叩き込んだ。


「いッて……っ」


　さすがにこれは予想できなかったらしい。冬香が苦く悶もんの声を漏もらす。


　だがそれも仕方あるまい。動きのラインや体勢を無視し、〈翔ソア〉駆動で無む理り矢や理り脚を弾はじいただけなのだ。予想しろという方が酷こくな話だ。実際、攻撃をヒットさせた駆真も、左脚の関節と筋肉に痛みを残している。


　だが──好機。駆真の攻撃を受けた冬香は、一瞬頭をぐらりと揺らした。


　駆真はその隙すきを逃すことなく身を捻り、固く握にぎった拳こぶしで、冬香の鳩尾みぞおちを殴なぐり上げた。


「っ……」


　だが、浅い。


　咄とつ嗟さにその攻撃を予見したのか、冬香が翼つばさを羽ばたかせ、後方へ身体を移動させていた。


　そしてその動作と同時に尻尾を鞭むちのようにしならせ、拳打を放った直後の駆真の身体に叩たたきつけてくる。


「く──」


　すんでのところで身体を反らし、それをかわす。しかし完全に避さけきることは叶かなわなかった。額を鋭するどい痛みが襲おそい、血が盛せい大だいに噴ふき出した。


　さすがに冬香もダメージを受けているため、無茶な追つい撃げきはしてこない。駆真は空を蹴り、後方へと離り脱だつした。


「……ちッ」


　忌々しげに舌打ちをする。ぬるりと生なま温ぬるい感かん触しよくが顔の表面を伝っていた。


　額は出血しやすいため派は手でにやられたように見えるが、見た目ほど深刻なダメージはない。だが、問題は流れ出た血によって視界が塞ふさがれてしまう可能性があることだった。


　冬香のスピードは駆真とほぼ互ご角かく。反応速度などに限っては、僅わずかに彼女に分ぶがあるだろう。その動きを見取る目がやられてしまうのは致ち命めい的だ。


　しかし悠ゆう長ちように治ち療りようをしている暇ひまもない。駆真は黒いインナーの裾すそを細く裂さくと、適当に額に巻き付け、再度冬香に向かって構えを取った。


「……メイドちゃんよぉ」


　と、冬香が油断なく駆真に視線を放ちながらも、小さく口を開く。


「──在紗はよ、あんなこと言ってはいっけど、多分、おめーと一いつ緒しよにいてえんだ。……まだ言ってなかったな。シュウが死んでから五年間、在紗を立派に育ててくれてありがとよ。マジで、どんだけ感謝してもしきれねえよ」


「何？」


　予想外の言葉に、眉をひそめる。


「母親としちゃあちっとばかし妬やけるけどよ、在紗はあたしよりおめーの方が好きだよ。きっとな。──ま、十年も会ってないんだし、当然といや当然だわな」


「……何が言いたい」


　駆真が問うと、冬香は一いつ瞬しゆん肩かたをすくめ──


「──そんな在紗が、あんだけの決断をした重みをわかれって言ってんだよ！」


　恐おそろしい加速で以もつて、駆真との距離を詰つめてきた。


「──ッ！」


　冬香の拳を右手の甲こうでなんとか弾き、もう片方の手で冬香に攻撃を仕掛ける。


　しかしその手は今度は冬香に弾かれ、今駆真がしたようにもう一度拳を放ってくる。


　そんな高速の拳けん打だの応おう酬しゆうの中、冬香は怒ど鳴なるように言った。


「おめーが在紗大好きなのはわかったよッ！　相思相愛おめでとさんだ、羨うらやましいね！　でもな、そんなら在紗の気持ちも汲くんでやれ！　自分の気持ちを押しつけるだけが保護者じゃねぇだろうがッ！」


　微み塵じんも攻撃の手を緩ゆるめることなく、叫さけび続ける。


「おめーはシュウの妹だ！　つまりあたしの義妹いもうとだッ！　お義姉ねえちゃんの言うことくらい聞きやがれ……ッ！」


　駆真は奥歯をぎりと慣らした。──好きなことを言ってくれる。


「十年前……兄さんがそうしたようにかっ！」


「……っ」


　冬香が息を詰まらせる。


「おまえの言うことが理解できないわけではない……ッ！　だが、私を勝手と、自己中心的というのならば、鷹崎冬香！　私も言わせてもらおう！　兄さんは……本当にそれを納なつ得とくしていたのか……ッ!?」


「……う、うるさいっ！」


　冬香が、狼狽うろたえたように声を震ふるわせる。


　──やはりか。駆真は眉まゆ根ねを寄せた。


　沈音に話を聞いたとき、疑問に思ったのだ。兄が、宗しゆう吾ごが、そんな物わかりのいい決断をするだろうか、と。


　駆真は奥歯を嚙かみしめた。鷹崎冬香。空獣エアを呼び寄せる〈女王〉種。夫を、娘むすめを危険にさらさないため自ら蒼穹園を去った女。


「──鷹崎冬香！　私はおまえに敬意を表す！　よくぞ自分を殺し、在紗を守る決断をしてくれた！　今までの非礼を詫わびよう！　おまえは在紗の母に相応ふさわしい女だった！」


「……なッ」


　突とつ然ぜんそんなことを言われるとは思っていなかったのだろう、冬香が意外そうな顔を作る。


「だが──十年前のおまえの決断には一つだけ納得がいかん！　何故なぜおまえは、兄さんに相談せずに蒼穹園を去った！」


「──っ！　知るか……そんなことッ！」


「ならば私が言ってやろう──おまえは確信していたからだ！　もし自分の特質のことを話し、兄さんと在紗のために蒼穹園を去ると言っていたなら！　兄さんが今の私のように、それを止めるという確信があったからだッ！　そして！　おまえはそれに抗あらがう自信がなかった──！　だから何も告げずに消えたんだ！」


「違ちがうッ！　シュウならわかってくれたはずだ！　在紗を守るためには、それしか方法がなかったんだぞッ!?」


「それが早計だというのだ！　私が在紗の気持ちを汲んでいないと言うのなら！　おまえは──そして、在紗は……ッ！　残された者の気持ちを考えていない……っ！　死ぬよりも辛いことがある者の心を、知らない──っ！」


「…………っ!!」


　駆真は天駆機関の駆動を〈着タツチ〉に切きり替かえた。刹せつ那な、当然の如ごとく浮ふ遊ゆうしていた駆真の身体からだが、急に重力を思い出したかのように下に落ちる。


「──んなッ？」


　突然打ち合う相手を失った冬香が前につんのめる。


　駆真はぐるんと身体を後転させると、天駆機関を〈翔ソア〉、冬香に両足を突つき立たてた。


「ぐ……っ」








「──おまえは──そして、在紗は……ッ！　残された者の気持ちを考えていない……っ！　死ぬよりも辛いことがある者の心を、知らない──っ！」


「……っ」


　前方で冬香と激しい攻こう防ぼうを繰くり広ひろげる駆真が発した言葉に、在紗は思わず息を詰まらせた。


　騎士団第三演習場の脇わきには今、在紗と沈音、それに双ふた子ごの神と、沈音にぬいぐるみのように（ぬいぐるみには違いないのだが）抱かかえられた魔ま王おうが立っている。


「……ねえさま」


　在紗は無意識のうちに呟つぶやき──思い直すように首を振ふった。


　──駄だ目めだ、駄目だ、駄目だ。自分がいては、駆真に迷めい惑わくがかかる。


　それに──駆真だって、在紗のことを恐ろしく思っているに違いないのだ。


〈女王〉の血を継つぎ、背に羽を持った在紗でさえ、初めて沈音や冬香の羽を見たとき、少なからず、怖こわいと思ってしまった。


　普ふ通つうの人間である駆真が、在紗にそういう感情をまったく抱いだかないなんてことは有り得ないのだ。


　駆真は優やさしい人だから、その感情を理性で抑おさえつけ、在紗を好きと言ってくれるかもしれない。今までと変わらず接するよう努めてくれるかもしれない。でも──


「…………」


　頭を抱える。


　──嗚呼ああ、嫌いやだ。自己嫌けん悪おに陥おちいる。


　結局のところ、在紗は、自分が嫌きらわれるのが怖くて、駆真から逃にげようとしているだけではないか。


「──ふふ、駆真さんもなかなかやりますわね」


「ええ、ヴェクサシオンの一撃で弱体化しているとはいえ、あの〈女王〉相手に頑がん張ばっておられますわ」


　と、右方からそんな声が聞こえてきて、在紗は顔を上げた。天あま由ゆ良らと霊たま由ゆ良らが面おも白しろそうな顔を作りながら、あごに手を当てて二人の戦いを眺ながめている。


「……〈女王〉のことをご存じなのですか？」


　その問いを発したのは在紗ではなく、天てん駆く機き関かんなしでその場にふよふよと浮ういている双子に怪け訝げんそうな目を向けている沈音だった。一応彼女らが神様だ、とは言ってあるのだが……信じているかどうかはわからない。


「ええ、それはもう。──正しく言えば、彼女を直接見るのは初めてなのですけれど」


「彼女の何代か前の〈女王〉には色々と困らせられましたのよ？」


「……何代か前？」


　沈音が、不思議そうに首を傾かしげる。


「ええ、ちょうど〈女王〉が獣けものの群れとともにこの世界に現れたときですから──」


「大体、千年前といったところですわね」


「……あなたたちは、お幾いくつなのですか？」


　明らかに同年代にしか見えない天由良と霊由良に、沈音が問う。双子はうふふと笑って、


「あらあら女性に歳としなんて」


「訊きくものではありませんことよ？」


　とちらりと沈音に視線を送った。


　そのあと、むぅと押おし黙だまった沈音から目を切り、冬香に顔を向けて言葉を続ける。


「──でも、意外ですわね。如何いかに〈女王〉種とはいえ」


「ええ、空くう刑けいの枷かせをあそこまで感じさせずに動くなんて」


「空刑の──枷？」


　次に問うたのは在紗だった。天由良と霊由良が視線を動かさぬままうなずく。


「千年前、獣たちによって地上が荒あらされたとき、我々も色々と介かい入にゆうをしたのですけれど」


「どれも、状じよう況きようを完かん璧ぺきに改善するには至りませんでしたの」


「そこで、大地を司つかさどるわたくしたち地ち宮ぐう院いんと、空を統すべる天てん幻げん院いん、海の海かい霊りよう院いん」


「それに、あと数名の神の力を結集して、獣たちに神しん罰ばつを執しつ行こうすることにいたしましたの」


「……神罰」


　沈音が、陰いん鬱うつそうに歪ゆがんだ目をさらに細めて言う。その口調には、神罰の内容を問うような響ひびきがあった。


　双子もそれを察したのだろう、「ええ」「ええ」と首しゆ肯こうしてから続ける。


「数あま多たある神罰の中でも最高刑の一つ」


「大地、海洋から対象を追放する、『空刑』ですわ」


『……え──』


　在紗と沈音が同時に驚おどろきの声を上げる。


　──獣たちを、大地と海洋から追放する。


　それはつまり、生物を空に閉じこめる、ということ。


　なるほどそれは生物にとって最高刑に違いない。


　地面と海に近寄れないということは、鳥類くらいしか捕ほ食しよくできる動物がいないということであるし、何より、強きよう烈れつな紫し外がい線せんを常に浴びて生活することになってしまう。常識的な生物ならば、すぐに死し滅めつしてしまうであろう過か酷こくな環かん境きようだ。


　だが──もしも。


　僅わずかな鳥類と、共食いで食料をまかない、


　ごく短い期間で身体を空に適応させ、


　そのまま空を新たな生活圏けんにしてしまう。


　そんな、この世界の生物には考えられない特性を持つ怪かい物ぶつが存在したのなら──


「……空エ、獣ア──」


　呆ぼう然ぜんと、呟く。


　双子はさして表情を変えることもなく、「ええ」「あなた方はそう呼んでいるようですわね」と答えた。


「それで一応は地上が荒らされなくなったのですけれど」


「どうやらもう、〈女王〉は完全に地上に降り立つことも可能な様子ですわね」


　ふうむとうなり、まったく同じタイミングで双子が腕うで組ぐみする。


　と──その瞬しゆん間かん、前方で強烈な閃せん光こうが放たれた。


「──っ！」


　間ま違ちがいない。冬香の光線である。


「ねえさま……っ!?」


　在紗は、無意識のうちにそう叫さけんでいた。








「く──」


　冬香が吐はいた光線に吹ふき飛とばされた駆真は、痛む背を気き遣づかうこともなく、すぐさま反動を付けて立ち上がった。


　何故だろうか、ほぼ直ちよく撃げきだったにも拘かかわらず、身体に残った痛みは光線の衝しよう撃げきで地に擦こすりつけられたときのものだけだった。


　が──駆真はすぐに、冬香の攻こう撃げきの真の意味を知ることになる。


　速そつ攻こうで冬香のもとに戻もどろうと天駆機関を〈翔ソア〉駆く動どうさせようとし、違い和わ感かんに気づく。


　駆動系がやられてしまったかのように、天駆機関が上手うまく作動しなくなっていたのだ。


「これは──」


「はッ……おめーの天駆機関に使われてんのは古来種だったみてぇだな！」


　駆真が眉まゆをひそめた瞬間、冬香が距きよ離りを詰つめてきた。


「ち──どういうことだッ！」


　冬香の攻撃をすんでのところで受け止めながら、叫ぶ。


「──あたしの固有魔ま力りよくは停てい滞たいと退たい廃はいッ！　天駆機関ってのは空獣エアの死し骸がいから造るんだってなあ！　死んでいようが空獣エアは空獣エア！　古来種なら、あたしの魔力伝導率はバリ高なんだよッ！」


「この……っ！」


　再び拳こぶしの打ち合いになる。が──天駆機関の駆動を奪うばわれた駆真の拳打は、あまりにも軽すぎた。数度の衝撃にはなんとか耐たえるが、冬香の恐おそろしい膂りよ力りよくに、派は手でに吹き飛ばされる。


「が……っ！」


　咄とつ嗟さに腕うででガードしたものの、その腕ごと胸部に拳打を叩たたき込まれ、咳せき込む。


　冬香は大きく息を吐き、髪かみをかき上げた。


「それがおめーの限界か。その程度で、寄ってくる空獣エアを全部ぶっ倒たおすとかほざいてやがんのか。──知れ。おめーの力程度じゃ、どーにもなんねぇことも、この世にはあんだよ」


「黙れ……逃げた者が、立ち向かう者に吠ほえるな」


「……あんだと？」


　胸を押さえて身を起こしながら駆真が言うと、冬香が眉まゆ根ねを寄せて顔をしかめた。


「強ごう欲よくになれ鷹崎冬香……ッ！　何故なぜ諦あきらめてしまう……何故選せん択たくしてしまう！　何故──自分はそうするしかないと、可能性を殺してしまうッ！　何故！　自分が理想とする未来から目を背そむけてしまう……ッ！」


「……っ！」


　目を見開いた冬香が地を蹴けり、一いつ瞬しゆんで駆真の目前に現れたかと思うと、駆真は頰ほおを殴なぐられ再度地に身体からだを擦りつけた。


「てめーに……何がわかるっ……！」


「……、わ──かる、はずが、ないだろう……貴き様さまの如ごとき脆ぜい弱じやくな思考を、何故私が持っていなければならない」


「ンだと……ッ？」


　冬香が再度顔を歪める。憤ふん激げきに。──あるいは、悲ひ哀あいに。


　そして、よろめきながら立ち上がった駆真の頭に、またも拳打を打ち付けてくる。


　だが──駆真は歯を食いしばり、それを顔面で受け止めた。


「……っ」


　そして、キッと視線を尖とがらせ、口を開く。


「──古来種の、空獣エアに……」


「……あ？」


　駆真の顔に拳を突つき立たてたままの格好で、冬香が訝いぶかしげな声を出す。


　構わず、駆真は続けた。


「貴様の命令を聞く古来種の空獣エアに……寄ってくる適応種の空獣エアを狩からせるとは……考えなかったのか」


「……はッ、考えなかったワケねーだろーが。……でもな、もう古来種よりも適応種の方が圧あつ倒とう的に数が多いんだよ。不可能だ……ッ」


「ならば──在紗や兄さんとともに、一所にとどまらず住居を移動させようとはしなかったのか」


「……ッ、んなコトできるかよ。結局、あたしと一いつ緒しよにいたら同じことじゃねーか」


　冬香が、悔くやしげに吐き捨てるように言う。


　ならば、と駆真は次の言葉を口にした。


「──〈女王〉が発する誘ゆう性せい物質。それを抑よく制せいする方法を探そうとは思わなかったのか」


「……てめ、さっきから何言ってやがる」


「答えろ。貴様は何も考えずに、短たん絡らく的な逃とう亡ぼうを選んだのか」


「……っ」


　冬香が奥歯を嚙かみしめるのがわかる。


「ンなモン……探したに決まってんだろーが。でもな、そんな方法はなかった。〈女王〉を生存させるための、種の本能だ。そう簡単にはいかねえよ」


　その言葉を聞いて──駆真は、唇くちびるの端はしを上げた。


「……何がおかしいってんだよ」


「────やる」


「……あ？」


　冬香が聞き返してくる。駆真ははっきりと発音した。


「その方法、私が見つけてやる。貴様や在紗に、空獣エアが寄りつかないようにしてみせる」


　駆真がそう言うと、冬香は間の抜ぬけた顔を作って手を下ろした。


「……ああ？　ふざけてやがんのか。あたしがどんだけ苦労してその方法がないかを──」


「だがそれは、十年前の話だ」


　駆真はきっぱりというと、ちらと視線を左方にやった。


　そして、叫ぶ。蒼穹園最高の頭脳を持った少女の名を。


「──沈音ちゃん！」


　そして、彼女を呼び寄せるように手を動かす。


　第三演習場の脇わきで駆真と冬香の戦いを見ていた沈音は、いきなり声をかけられたことに驚いた様子を見せつつも、手にした魔ま王おうを引きずりながらパタパタと走り寄ってきた。


「……何ですか、駆真さん」


　駆真は沈音の肩かたに手を当てると、冬香に示して見せた。


「──おまえの頭など比ひ較かくにならない知能が、ここにある」


「……はあ？」


　冬香は、訝しげな表情で沈音の顔を覗のぞき込んだ。


「これでも足りないというのなら──」


　次いで、駆真は沈音が持っていた魔王の耳を摑つかみ、その丸っこい身体を持ち上げた。


「異世界の魔王の魔力と知識も付けよう」


「な──何をする、勇者よ」


　魔王が手足をバタバタさせながら文句を言ってくる。駆真は構わず、耳を摑む手に力を入れた。


「──魔王、異世界の扉とびらを開け。レーベンシュアイツ王城だ」


「ふざけるな、何故私が──」


「在紗の」


「よしまかせろ」


　言葉の途と中ちゆうで、魔王が目の前に手をかざし、空間にぽかりと穴を開ける。


　駆真はそこに手を突っ込むと、その先にあるものを摑んで腕を引っ張った。


「き──きゃぁぁぁッ!?　な、なんですか！　なんですかッ!?」


　厚ぼったいローブに身を包んだ、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女が、髪の毛を引っ張られて涙なみだ目めになりながら蒼穹園の地に降り立つ。そのタイミングを見計らったように、異世界への扉が綺き麗れいに閉じた。


「カ──カルマ様ッ!?　こ、これは一体……」


「黙だまっていろ」


「ひ──っ」


　金髪の少女が不安そうに眉を歪ゆがめるのを、一言で黙らせる。


　冬香がまたも、異様なものを見る目でその光景を眺ながめていた。


「……なんだ、そいつ」


「レーベンシュアイツ宮きゆう廷てい盟術師、アステナ・エリーウッド。魔王とはまた違ちがう力を持った女だ。この世界にはない薬学知識も持っている。大いに役立つだろう」


　駆真は「それでも足りないなら」と、大きく息を吸い込んだ。そして、


「ウタァァァァァァァァァァァ──っ!!」


　のどよ潰つぶれよと言わんばかりの大声で、その名を呼ぶ。


「な……んだよ、いきなり」


　冬香が驚おどろいたように身を竦すくませる。と──気のせいだろうか、何か遠くから、地鳴りのような音が響ひびいてくる気がした。


　否いな、もちろん気のせいなどではない。騎き士し団の敷しき地ち外から、小こ柄がらな人ひと影かげがオレンジ色の髪をなびかせながら猛もう烈れつな勢いで走ってきた。


「──マぁスター！　お呼ビでエスかア？」


　キキッと駆真の目前でブレーキをかけ（それだけで少し地面が抉えぐれた）、皇おう華か栄えい禅ぜんの魔ま人じん・ウタが、縫ぬい傷だらけの顔を笑えみの形にしながら首を傾かしげてくる。


　駆真はそんなウタの頭をがっしと摑むと、冬香に顔を向けさせた。


「古代・皇華栄禅帝てい国こくのオーバーテクノロジー。そして──」


　そのまま、顔を少し上に向ける。


「天由良！　霊由良！」


「はいはい」


「お呼びですの？」


　駆真が叫さけぶと、待っていましたと言わんばかりのタイミングで、地宮院姉し妹まいが虚こ空くうに現れた。


「──神の奇き跡せきも、付けてやろう」


　言って、冬香の目を見つめる。


「私は鷹崎駆真。元騎士であり──」


　そして沈音を示すように、手を掲かかげる。


「勇者であり」


　次いで、アステナに、


「魔王であり」


　魔王ルーン・ロヴァルツに、


「魔人の主あるじであり」


　ウタに、


「神たる女！」


　地宮院・天由良と地宮院・霊由良に、手を向ける。


「私の全すべての力！　権能！　人脈を以もつて！　在紗を必ず救ってみせる……ッ！」


「……っ」


　冬香が足を一歩後ろに下げ、息を詰つまらせた。


「だから望め……！　それだけでいい！　在紗の幸福を渇かつ望ぼうしろ！　親とは──母とは……ッ！」


　駆真はそれを追うように、冬香に向かって足を踏ふみ出す。


「そういうものでしょう……義姉ねえさん……ッ！」


「──ッ！　綺麗事ばっか……言ってんじゃねぇッ……！」


　冬香も、駆真に対たい抗こうするように、身体を前進させる。


　二人は視線を交じらせると、まるで示し合わせたかのように──


「──ッ！」


「……っ！」


　凄すさまじい音をさせて、頭と頭を打ち合わせた。


　冬香の角に額を裂さかれ、再び視界に赤い色が散る。


　激痛。脳が揺ゆさぶられる衝しよう撃げき。足が震ふるえ、二足で体重を支えるのが困難になる。


　が──倒たおれたのは、冬香だった。


　駆真の額に押されるように後方へ、大の字にどん、と転がる。


「…………はは」


　小さく、冬香の胸が揺れた。


　次いでゆったりと、拳こぶしの形に握にぎられた右手が天に向かって突き上げられる。


「──半年だ」


「……何？」


　ぐらぐらと揺れる頭を押さえながら、駆真は冬香の発した言葉を聞き返した。


「一所にとどまってる時間が長ければ長いほど……寄ってくる空獣エアは大きく、その数も多くなってくる。──蒼穹園騎士団がフル稼か動どうして、被ひ害がいを最小に抑おさえられると確信できるのは、どんなに譲じよう歩ほしてもあと……半年だ」


　冬香が、指をピンと立てる。


「半年で何ともなんなきゃ……あたしは在紗を連れていく。


　おめーの決意、見せてもらうぜ──駆真」


　駆真は無言で、深くうなずいた。








　冬香が後方に倒れ──駆真がよろめきながらも、突とつ然ぜん現れたアステナに肩を借りて（半ば無理矢理に見えないこともなかったが）、ゆっくりと在紗の方に歩いてくる。


「……っ、ねえ、さま──」


　本当ならば在紗は駆真に駆かけ寄よって、身を案じなければならないのだろう。勝利を讃たたえなければならないのだろう。


　彼女らの会話は聞こえていた。


　半年。


　その猶ゆう予よの中で、駆真が、沈音が、アステナが、魔王が、ウタが、地宮院姉妹が、在紗と冬香の特性を解消できる方法を見つけることができたなら、在紗はこれまでどおり駆真と一いつ緒しよに蒼穹園で暮らすことができるのだ。


　考え得うる限り、最高の決着と言っても過言ではない。


　だが──在紗は動けずにいた。


　駆真の顔を視界に入れるたび、嫌いやな想像が頭中を駆けめぐる。


「──在紗」


「ひ……っ」


　いつの間にやら目前まで迫せまっていた駆真が、優やさしげな声をかけてくる。だというのに在紗は、そんな失礼な反応をしてしまっていた。


　──怖こわい。怖い。怖い。


　駆真に拒きよ絶ぜつされるのが、怖い。


　自分と違うものと断じられるのが、たまらなく恐おそろしい。


　そんな在紗の様子を感じ取ったのか、駆真が足を止める。


　と、そんな駆真の後方から、ずんぐりむっくりしたシルエットがひょこんと顔を出した。──魔王だ。


「──ふふ、アリサよ。まさか恐れているのか？　勇者が、おまえを拒絶しはしないか、などとな」


「……ッ」


　頭の中を覗のぞかれたような問いかけに、在紗は肩かたを震わせた。


　その反応に、魔王はくつくつと笑う。


「……教えてやろうか、アリサ。勇者が、この女が、おまえの羽のことを知ったときに、一体何と言ったかを」


「……え──？」








「……や──」


　鷹崎家で。


　在紗の身体からだに入っていた駆真は、羽の生えたその姿を見て、半ば呆ぼう然ぜんと声を出していた。


「どうだ、勇者よ。それが、おまえが負わねばならぬものだ」


　後方から歩いてきた魔王が、静かな口調で駆真に声をかけてくる。


　しかし、今の駆真の耳にはそんなものは入っていなかった。


　ただただ目の前の鏡像に目を奪うばわれ──無意識にも近い状態で言葉を発する。


「──やば、何コレ。格好いい……」


「……何？」


　怪け訝げんそうな魔王の声が、背に投げかけられる。


　駆真は、視線をちらりとも動かさぬまま、さも当然と言わんばかりに両手を広げた。


「いや、だって、これ、超ちよう格好いいだろう。ただでさえパーフェクトなボディに羽だぞ羽。素す敵てきすぎるではないか！　しかもこのな、灰色で無機的な感じがまたいい。天使のような純白の羽も捨てがたいが──如何いかんせんそれは似合いすぎるきらいがあるからな。この無骨なフォルムがまた在紗の可愛かわいらしさを引き立てるというか……うむ、ミスマッチの妙みようだな！　素晴らしい！　ブラボー！　おお……ブラボー！」


「…………」


「なんだ貴き様さま、異論があるのか」


「……否、あるはずがあるまい。正直素敵過ぎる。アリサの美しさの新たな一面の発見に感かん涙るいを禁じ得ん」


「そうだろうそうだろう」


　駆真は満足げにうなずくと、ひとしきりポーズを取ってから首を傾げた。


「……で、何故なぜ在紗に羽が？」


「……ようやくそこに辿たどり着ついたか、勇者よ」


　魔王が、何故か疲つかれたような口調で言ってくる。


「何か知っているのか、魔王」


「ああ。むしろそれを話すために、貴様とアリサの身体を入いれ替かえたのだ」


「……どういうことだ？」


　駆真が問うと、魔王は口元に手を置きながら続けた。


「何、単純な話だ。──アリサから、貴様にその羽のことは言うなと口止めされていてな。……だが、これなら問題あるまい。私は、何も、言っていないのだからな」


「……？　よく意味がわからん」


　駆真が焦じれるように眉まゆを上げ、腕うで組ぐみして魔王の方に振ふり向むく。その際、大きな羽が脱だつ衣い所の脇わきに置いてあったバスタオルを引っかけて床ゆかに落とした。


「落ち着いて聞くがいい。──アリサは、〈女王〉の血を引いている」


　魔王は蕩とう々とうと語り始めた。


　この世界で空獣エアと呼ばれている獣のこと。そしてその〈女王〉のこと。


　──一通り話を聞いた駆真は、ううむとうなった。


「なるほど、よくわかった」


「──そうか、ならば……」


「鷹崎冬香は空獣エアの〈女王〉──というわけか。なるほどな、それならばあの野生児のような粗そ暴ぼうさや無礼さにも説明がつく。まったく嘆なげかわしい。二度と在紗に近づけないようにしなくてはな」


「…………おい」


　魔王が、器用に半眼を作って言ってくる。


「なんだ、魔王」


「……何も思わんのか」


「？　何をだ」


「……だから、アリサは、その〈女王〉の娘むすめなのだぞ？」


　駆真は、フンと鼻を鳴らして指をチッチッと揺らした。


「在紗は、特別だ」


　そんなことを、しれっと言ってやる。


「…………」


　魔王は一いつ瞬しゆんポカンとしたのち、低い笑いを漏もらした。


「ふ──ふふ、は、は、は、は、は。なるほどな、貴様らしい」


「それよりも……だ。魔王よ、何故私にこのことを教えようとしたのだ」


「知れたこと。アリサの顔が曇くもるのは忍しのびない。それだけだ。──貴様のことだから、アリサを拒絶することはあるまいと踏ふんでいたが……ふ、まさかここまで微み塵じんも気に留めんとは思わなんだ。──さすがは、我わが力を奪っただけのことはある」


　魔王が身体を前ぜん屈くつさせるようにしながら笑った。


「……で？　この羽はどうすればいいんだ」


「ああ、確か懐ふところに生体調整の呪じゆ薬やくを忍ばせていたはずだ。それを飲めば、一時的に元の状態に戻もどる」


「ふむ……」


　駆真は魔王の言うとおり、懐を探さぐった。それはもう念入りに。


「勇者よッ！　無む駄だに指が動きすぎているぞ！」


「何を言っている。薬が見つからないのだ。仕方ないのだ」








「余計なことを言うな」


　駆真は魔王の耳をむんずと摑つかみ、無造作に横へ放ほうる。顔面から地面に突つっ伏ぷした魔王は、苦しげな悲鳴を上げてから動かなくなった。その後、トテトテと走り寄った沈音に回収され、先ほどと同じように小こ脇わきに抱かかえられる。


「──在紗」


　駆真が、在紗に向かって優しく手を差し出す。


「……っ」


　在紗は小さく肩を震ふるわせ、ちらと駆真の目を見た。


「…………ねえさま、私は──空獣エア、だよ」


「関係あるか」


「人間の、敵だよ」


「知ったことか」


「一緒にいて……いいの？」


「当然だ」


「でも──」


「うるさい！　愛してるッ！」


　駆真は言葉の途と中ちゆうで膝ひざを折り、在紗をぎゅっと抱だきしめた。


「……っ、……」


　在紗は数秒の間身体を硬こう直ちよくさせるように緊きん張ちようさせていたが──


「──ねえさま……っ」


　やがて、駆真の身体を抱き返してきた。


「……ぅぇ、ぇえっ……」


　そして、駆真の肩辺りに、温かいものが広がっていく。


　在紗が、泣いていた。


「在紗──」
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「ぅぁ、ぁあああっ、ぁぁぁぁぁぁっ……」


　駆真は目を丸くした。


　在紗が泣くところなんて、宗吾が死んでから五年間、一度も目にしていなかったのである。


　嗚呼ああ、だからきっと、これは今このときだけの涙なみだではなかった。


　自分が泣いたら駆真が悲しくなるから、なんて。


　七つのときに言ってからずっと、この小さな少女は、自分の中に色んなものをため込んできたのだ。


「……在紗っ」


　そんな事態を招いたのは、他ほかでもない、駆真自身が原因であろう。


　駆真が弱かったから。頼りなかったから。在紗は涙を見せることができなかったのだ。


　親に涙を見せない子供なんて、いない。


　二人での暮らしが始まって、五年。


　ようやく在紗に認められた気がして──駆真は在紗を抱く手に力を込こめた。








　どれくらいそうしていただろうか、駆真はふと、在紗を抱く手を緩ゆるめて顔を上げた。耳が、銃じゆう声せいと空獣エアの咆ほう吼こうを捉とらえたのである。


　見やると、騎き士し団本部上空に、無数の空獣エアと──巨きよ大だいな物体が迫せまってきていることがわかった。〈城しろ〉。在紗と冬香に誘さそわれてやってきた空獣エアたちの巣であり、騎士たちの迎げい撃げき目標。


　無む論ろん、それは人間が城と定義するものとはまったくかけ離はなれた形状をしている。


　全長一キロメートルはあろうかという、菱ひし形がたのような形をした黒こく褐かつ色しよくの塊かたまりである。空獣エアの様々な部位が複雑に寄り集まった外がい壁へきのそこかしこに巨大な穴が開いており、そこから、ひっきりなしに幾いく体たいもの空獣エアが出入りをしていた。


　生まれながらにして浮ふ遊ゆうする身体を持ち、死してなお地に足を付けることが叶かなわぬ生物──空獣エア。あの〈城〉は、彼らが唯ゆい一いつ降り立てる大地に他ならなかった。


　無論、〈城〉の周りには既すでに何人もの騎士たちが天てん駆く機き関かんで浮遊し、空獣エアを狩かっているのだが──まだ〈城〉そのものに到とう達たつできている騎士はいないようだった。


「…………」


　駆真は優やさしく在紗の手を解くと、ゆっくりと立ち上がった。


　もう駆真は騎士ではない。あんなものを相手取る理由はないはずだった。


　だが──あれが在紗に誘われてここまでやってきたのだとしたら。


「……熱ねつ烈れつに『歓かん迎げい』しなければな」


　言って、拳こぶしをぐっと握にぎる。


　だが、冬香の魔ま力りよくによって沈ちん黙もくしてしまった天駆機関は浮遊しようともしない。これでは……


「ねえさま──」


　在紗が一瞬不安そうな顔を作り……すぐにかぶりを振って、瞳ひとみに意志の炎ほのおを灯ともらせた。


「私が──ねえさまの翼つばさになる」


「……え？」


　駆真が呆あつ気けに取られていると、在紗は軽く身体からだを前に倒たおし──


「ん……っ」


　めり、という音をさせて。


　その背に、灰色の羽を出現させた。


「在紗……？」


「ん──多分、ねえさまのときの発作で、羽が完全に成長しきったんだと思う。自分でも不思議な感じなんだけど……わかるの。空の──飛び方が……っ！」


　言うと、在紗は駆真の背に回り、わきに手を差し入れてきた。


　そして大きく翼をはためかせると、駆真の身体は、無重力に包まれたかのようにふわりと宙に浮ういた。


「これは……」


「行くよ、ねえさま」


　後方から在紗の可愛らしい声こわ音ねが響ひびく。


　危険だ、とか、止やめて、とか、いくらでも言うことはあるはずだった。


　なのに──嗚呼、なのに、何故なぜだろうか。


　駆真には、敗北する自分と在紗のイメージが、まるで浮かんでこなかったのである。


　気づいたときには、駆真の唇くちびるはこう動いていた。


「──お願い、在紗」


「うん！」


　素す晴ばらしい加速で、駆真と在紗の身体が空に舞まう。


　なんとも形容しがたい、不思議な感覚だった。己おのれの天駆機関で飛ひ翔しようしているのではなく、後方の在紗に身体を支えられているだけだというのに、平時よりも身体が軽い気がする。


　また、在紗の飛行技術も、初めて空を飛んだ者とは思えないほどに見事だった。空に蠢うごめく空獣エアを、騎士をすり抜ぬけながら、一直線に〈城〉へと猛もう進しんしていく。


　それは、空獣エアの、〈女王〉の、本能なのかもしれない。


　この世界の動物でさえ、生まれて数時間で地に立ってみせる種は少なくない。


　永ながき時を空で生きてきた種族の、空を舞う本能。そんなものが在紗に備わっていても、決しておかしくはなかった。


「──ッ！　鷹崎ッ!?」


　途中、駆真と在紗の姿を認めた槙奈（何故かスカートではなくズボンを穿はいている）が、驚きよう愕がくに染まった声を投げてくる。


　いつもならば無視するところだが、不思議と気分がいい。駆真は槙奈の方に一瞬視線をやり、手を掲かかげながら唇の端はしをニッ、と笑えみの形にした。


「……なッ!?」


　槙奈が、先ほどよりも盛せい大だいな驚おどろき方をする。


　駆真は構わず、奇き妙みような高こう揚ようの中に意識を埋うめた。


　と──二人が〈城〉の目前に迫った頃ころだろうか、駆真は、一つの異変に気づいた。


「な……これは」


　駆真の手足に装着されていた天駆機関が、息を吹ふき返している。


　最初は、冬香の魔力の効果が切れただけかとも思ったが──違ちがう。


　基本的に装着型の天駆機関は、空獣エアの死し骸がいを緩かん衝しよう材ざいと外がい殻かく装そう甲こうで覆おおう形で構成されている。


　今駆真の天駆機関は、内部の空獣エアの死骸が膨ぼう張ちようし、外殻装甲を突き破って、棘とげのようなものを要所から覗のぞかせていたのである。


　しかもそれらは熱を持ったように紅あかく幻げん想そう的な輝かがやきを放っている。今まで見たことのない──どころか、噂うわさに聞いたことすらない異常な現象だった。


「いや、もしかしたら──」


　駆真は、先ほど受けた冬香の閃せん光こうのことを思い出していた。


　彼女は言った。自分の固有魔力は停てい滞たいと退たい廃はい──と。


〈女王〉種も、もとは異世界の魔ま族ぞくの一つという話だ。魔王のように汎はん用よう性のある力は持っておらずとも、何か人じん智ちの及およばぬ異常を備えているのかもしれなかった。


　それならば。


　これはきっと──在紗の力。


　在紗は駆真の天駆機関に現れた異常に気づく様子すら見せず、一いつ生しよう懸けん命めいに翼をはためかせ、空を打っている。
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「…………」


　駆真は拳に力を入れ、天駆機関を〈翔ソア〉駆く動どうさせた。


「……っ！」


　──瞬しゆん間かん、圧縮空気で推進するはずの天駆機関から、光の粒りゆう子しのようなものが恐おそろしい勢いで吹き出し、駆真と在紗の身体をさらに加速させた。


「──ねえさま！」


「……ああ、行こう、在紗」


　二人は同時にうなずき合うと、そのまま、空獣エアの死骸で構成された巨大な〈城〉に突とつ進しんしていった。


　何の戦略もない。


　何の小細工もない。


　ただ純じゆん粋すいな、一いち撃げき。


　普ふ通つうならば天駆機関の突進程度では、〈城〉の外殻には傷すら付かないだろう。


　だが──今は。


「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」


「あああああああああああああああああああああッ！」


　駆真と在紗の声が、〈城〉の中を一直線に進んでいく。


　手て応ごたえさえ、感じなかった。


　まるで雲の中を突つき進すすむように、滑なめらかに。


　途と中ちゆう幾いくつもの壁かべを打ち抜き、幾体もの空獣エアを貫つらぬき。


　数秒後、二人は〈城〉の反対側から蒼そう穹きゆうへと抜けた。


「…………」


「…………」


　天駆機関が駆動していることを知ったのだろう、在紗は駆真から手を離すと、駆真の右側に浮遊した。


　瞬間、二人の後方で、地鳴りのような音が鳴った。


　駆真と在紗が通り抜けてきた『道』に沿って、巨大な〈城〉が断たち分かたれる。


　後方を振ふり返かえらないまま、


　駆真が右手を、


　在紗が左手を握り、


　二人は、コン、と拳を合わせた。





　まるで──戦友のように。
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〈城しろ〉迎撃戦に、思わぬ形で決着が付いてから一日。


　佐さ間ま岡おか亮りよう禅ぜんは本部庁舎の執しつ務む室で椅い子すに腰こし掛かけながら、窓の外に視線を放っていた。


「…………」


　無言のまま、手にした資料の束に、再び目を走らせる。


　印刷された文字列の合間合間に、紙面が真っ黒になるほどペンで加筆がされた研究資料。──五年前、鷹たか崎さき宗しゆう吾ごが残したものだった。


「……馬ば鹿か者ものが」


　陰いん鬱うつそうに息を吐はく。


　鷹崎宗吾は本職こそ技術者であるものの、卓たく越えつした飛行技能と指揮能力を持った男であった。……否いな、それだけではない。近接格かく闘とうや遠えん距きよ離り射しや撃げきに至るまで、並の実戦要員では太刀たち打うちできなかったと言っていい。


　実際、他ほかの研究員と違い、空獣エアの調査と死骸の回収を兼かねて自分で戦場に赴おもむくことも珍めずらしくはなく、佐間岡の部隊に同行することも多かった。


　だが……そんな有能さが彼の命運を定めることになってしまったのである。


　彼はあるとき、空の彼方かなたにて──〈女王〉と、出会ってしまったのだ。


　そしてあろう事か、二人は恋こいに落ちてしまった。


　佐間岡の失望といったらない。騎き士し団の若き天才──それこそ、自分のあとを継つげるのは彼しかおるまいとさえ思った男が、憎にくい空獣エアの〈女王〉に誑たらし込まれてしまったのだから。


　しかも、〈女王〉がいなくなったあとも、宗吾はもとには戻もどらなかった。


　今考えても、惜おしい。あまりにも……惜しい。


「あれだけの才能がありながら──」


　手にしていた研究資料を、机の上に放ほうる。


　宗吾が最後に残した研究──〈女王〉種が発する誘ゆう性せい物質の抑よく制せい方法。


　しかしその資料は未完成だった。それはそうだ。彼はこれを完成させるために幾いく度ども危険空域に赴き、そして帰らぬ人となったのだから。


　最後の一いつ片ぺんまで、一人の前ぜん途とある若者の人生は、有ゆう翼よくの怪かい物ぶつに奪うばわれてしまった。彼が死んでから、佐間岡の空獣エアに対する憎ぞう悪おが倍増したのは言うまでもない。


　だが──


（……頼たのむ、在あり紗さを、返してくれ……っ。あたしが気に入らねぇんなら、即そつ刻こく消えてやる。だから、在紗だけは……。シュウに死なれて、在紗にまでいなくなられちまったら、あたしは……あたしは──ッ）


　そんな、〈女王〉の言葉が脳のう裏りに蘇よみがえる。


　あのとき佐間岡の目に映っていたのは、憎き空獣エアの〈女王〉ではなく、ただ娘むすめの身を案じる母の姿だった。


「……ち、くだらん感傷は捨てたつもりだったんだがな」


　佐間岡は忌いま々いましげに呟つぶやくと、資料を机の上に放った。





　　　　　　　◇





「おはよう、在紗」


「ん……おはよう、ねえさま」


　鷹崎家のキッチンで朝食の準備をしていた駆かる真まが振り向きながら言うと、二階から下りてきたばかりの在紗は軽く目を擦こすりながら答えた。


　その背に異い形ぎようの翼つばさは見受けられない。何でも一度成長しきった羽は自らの意思で出し入れすることができるらしく、もう薬に頼たよらずともこの状態を維い持じできるのだという。


　つい先日まで在紗の表情にくすぶっていた不安感のようなものは、もうほとんど感じられなかった。


　半年以内に誘性物質の抑制方法を見つけなければならないという枷かせはあれど、己おのれの正体を駆真が受け入れてくれたという安心感と、先に道が示された希望が影えい響きようしているのかもしれない。


　今アステナたちには、各おの々おのの得意とする方面から、在紗の発する誘性物質をどうにかする方法を探さぐらせている。あれだけ異能の者たちが集まっているのだ、何かしら方法は見つかるだろう。それについては、駆真はさほど悲観していなかった。


「ちょっと待っててね、すぐできちゃうから」


「うん」


　在紗は軽くうなずくと、テレビのリモコンを手にとって電源を入れた。


　と──


『キャンキャンキャンディ☆ロリぽっぷん！


　みるきータッチで、スウィートちぇ～んじっ！』


「ぶふ……ッ！」


　突とつ然ぜん聞こえてきた声に、駆真は盛せい大だいに身体からだを震ふるわせた。その拍ひよう子しに手にしていたフライパンが跳はね上げられ、調理中の目玉焼きが宙を舞まう。


　しかし駆真はそんなものには目もくれず、甲かん高だかい声のした方向に顔を向けた。


　テレビでは、女児向けのアニメーションが放映されているらしかった。別にそれはいい。だが問題はその内容だった。


　画面の中で飛び回る主人公と思おぼしきキャラクターが、どう見てもヴェクサシオンで変身した駆真（十二歳）にしか見えなかったのである。


「な……」


　顔面の筋肉をぴくつかせながら、画面をがっしと摑つかむ。


　アニメ調にデフォルメされたデザインであるのに、見れば見るほど駆真そのものである。というかしっかり、駆真のものとしか思えない声でキャンディカルマと名乗っていた。


「なんだ、これは……」


　一いつ瞬しゆん、誰だれかあの場に居合わせた人間が、駆真をモデルにアニメを作ったのかとも思ったが……如何いかに駆真とて、そんな短期間でアニメーションが制作できるはずがないことくらいはわかる。


　かといって、まったく偶ぐう然ぜんの一いつ致ちというのも考えづらい。コスチューム、ステッキ、ＢＧＭ、果ては声まで、昨日きのうの駆真そのものだったのだ。しかも──


『──キャンディカルマの、ラヴリーキャンディステッキ！　みんなもこれで高血糖少女シユガリーガールに変身よ！』


　商品展開までしている。駆真は悪い夢でも見ているかのような心ここ地ちで額を押さえた。


　と、そうしていると、本編が終わったのだろう、軽快なエンディングテーマとともにスタッフロールが流れてきた。


「……ッ」


　その中に『シリーズ構成・脚本／地ち宮ぐう院いん・天あま由ゆ良ら、地宮院・霊たま由ゆ良ら』という文字を発見して、駆真は拳こぶしを握にぎりしめた。


「──おまえらの仕し業わざか……ッ！」


　駆真は勢いに任せてカーペットの敷しかれた床ゆかを、固めた拳で殴なぐりつけた。


　と、まるでそれに合わせるように、ゴッ、という岩を砕くだくような凄すさまじい音が響ひびく。


『……っ!?』


　駆真と在紗が同時に首を回し、目を見合わせる。


　一瞬、駆真の拳が原因かとも思ったが──いくらなんでもそこまでのパワーは備わっていない。というか、その音は窓の外から聞こえてきたようだった。


「──なんだ、一体」


『次回、危あやうしカルマ！　高血圧少女ソルテイガールピクルスマキナ登場!?』なんて予告を聞きながら、リビングの大きな窓の方に足を向ける。と、


「んな……っ」


　駆真は眉まゆをひそめた。鷹崎家とお隣となりさんの敷しき地ちを隔へだてていたブロック塀べいが、派は手でに破は砕さいされていたのである。


「え……な、何があったの？」


　後ろから付いてきた在紗が、不安そうにのどを震わせる。駆真は「ちょっと待ってて」と優やさしく言うと、窓を開け、サンダルを履はいて庭に出ていった。


　そして慎しん重ちように、壊こわされた塀の合間から、お隣さんの家の庭を覗のぞき込む。


　そこには、


「ん？　おー駆真。おはよーさん」


　と、脳天気に手をひらひらと振ふってくる冬ふゆ香かの姿があった。


「……何をしているんですか、義姉ねえさん」


　額に血管が浮うき出たがるのを抑おさえ、駆真が至し極ごく冷静に、丁てい寧ねいに言葉を発する。


　しかし冬香はそんな駆真の気も知らず、きょとんとした様子で首を傾かしげた。さすが親子と言うべきか、なんとなく在紗に似た仕草だった。


「何って、そりゃ邪じや魔まな塀壊こわしてたんだよ」


「一体何のために」


「いや、塀があったら、そっちに行くのにわざわざ回り道しなきゃなんねーじゃねーか」


　言って、お隣さんの敷地を指で示してみせる。


「……そこは齋さい藤とうさんの家なんですが」


「ん？　ああ、だからさ、あたしが買ったんだよ、この家」


「な……ッ」


　事も無げに言った冬香に、眉まゆ根ねを寄せる。


「何故なぜそんなことを……」


「何故って……半年以内に誘ゆう性せい物質の抑制法見っけるっつったのおめーだろーがよ。ならあたしも近くに住んでた方が都合がいーじゃねーか。えっへっへ、ちっとばかし金に色つけたら喜んで売ってくれたぞ」


「…………」


　駆真は軽い目眩めまいを感じ、小さくため息を吐ついた。鷹崎家に住まわせろと言ってこないだけマシと思うしかない。


　──否いな、もしかしたら、いきなり駆真と在紗の生活空間を侵おかしてしまうことに不安のようなものを感じているのかもしれなかった。この女性は、印象よりも随ずい分ぶん繊せん細さいなところがあるようであったから。


「あ……かあさま？」


　駆真のあとに続いてきた在紗が、驚おどろいたような顔を作る。


「おう！　今日からよろしくな、在紗！」


「──うん！」


　在紗に元気よく返事をされては、駆真としては何も言えない。腑ふに落ちないものを感じながらも、やれやれと頭かぶりを振るにとどめる。


「……とにかく。塀の破は片へんはきちんと片づけてください」


「わぁーってるって、心配すんな」


「…………」


　駆真は再び小さく吐と息いきすると、在紗とともに家の方に歩いていった。


　テレビ局への抗こう議ぎに義姉の対応、色々とやらねばならないことがあるが、とりあえず今は朝食の準備が先決である。駆真はまだしも、在紗の健康的な一日のために、朝食を抜ぬくわけにはいかなかった。


　サンダルを脱ぬぎ、家の中に足を踏ふみ入れ──


「……ッ!?」


　瞬しゆん間かん、駆真は身を硬かたくした。在紗を自分の後ろに隠かくし、油断なく目を尖とがらせる。


「……どうしたの、ねえさま」


「──誰か、いる」


　駆真は、静かな声でそう告げた。


　そう、今し方駆真と在紗が出てきたばかりの鷹崎家に、いつの間にか、誰かの気配が現れていたのである。


　魔ま王おうは、誘性物質の抑制法を探しに一時異世界に行っているし、三み谷や原はらの気配とも思えなかった。だとしたら──一体何者だろうか。


「…………っ」


　リビングの向こうの廊ろう下かから、息づかいのようなものが聞こえてくる。


　駆真はゆっくりと家に上がり、気配のする方向目がけて声を発した。


「何者だ」


「……ふふ、ばれちゃった」


　すると廊下から、一人の少女が姿を現した。


「…………？」


　眉をひそめる。その少女の容よう貌ぼうに、どこか見覚えがある気がした。


　年の頃ころは駆真と同じくらいだろうか、右目に眼帯を付け、蒼そう穹きゆう園えん騎き士し団の制服に身を包んだ、ほっそりとしたシルエットの少女である。


　うなじの辺りで一つに束ねられた髪かみは、漂ひよう白はく剤ざいに浸つけたかのように真っ白で、これまた作り物のように透すき通とおった肌はだを綺き麗れいに彩いろどっている。そして何より特とく徴ちよう的なのは、眼帯に覆おおわれていないその左目だった。雪原の中にぽたりと落とされた血けつ痕こんの如ごとく、美しい血ち色いろの目が、はっきりと見て取れる。


　と、少女は駆真の姿を認めると、感かん極きわまったように表情を崩くずし、こちらに走り寄ってくる。


「……っ！」


　顔を強こわばらせて身を引くが──遅おそい。駆真は少女にがっしりと抱だきしめられてしまった。


　そして、少女が目にうっすらと涙なみだを溜ためながら、言う。


「ねえさま──っ！」


「な……」


　怪け訝げんそうに表情を歪ゆがめる。──今、この少女は何と言った？


「貴き様さま──いや、その、あなたは……」


　何故だろうか、あまりぞんざいな言葉を発せない気がして、そんな口調で訊たずねる。


　少女はひとしきり感かん触しよくを楽しむように駆真を抱きしめたあと、少し距きよ離りを離はなしてぺこりと頭を下げてきた。


「私は──」


　少女が何故か在紗の方をちらりと見て、優しげに微ほほ笑えむ。


「私は在紗。鷹崎在紗よ。また会えて嬉うれしいわ──ねえさま」


「な……ッ!?」


　駆真は目を見開き、バッと自分の後ろに立った在紗の方を向いた。そこでは、駆真と同じような顔を作った在紗が、呆ぼう然ぜんと少女の方を眺ながめている。それはそうだろう。いきなり自分と同じ名前の少女が現れたのだから。


　否──同じなのは名前だけではなかった。そういえば、彼女は年ねん齢れい以外のあらゆる身体的特徴が、在紗と酷こく似じしていたのである。


　頭を埋うめる疑ぎ問もん符ふに凍こおり付いた駆真たちに答えるように、少女がまた口を開く。


　今度は、少し、重々しく。


「私は今十七歳。──正しく言うのなら、今から五年後の在紗よ」


「な──」


　五年後の、在紗？


　この在紗は、未来から来たとでも言うのだろうか。


　──駆真は首を振った。といっても、少女の言葉を否定するためではない。「そんなことは有り得ない」と思った自分の考えを振り払はらうためである。今まで駆真は、異世界やら魔ま人じんやら神やらという異常に巻き込まれてきたのだ。


　それに、何よりも大きな確信は……駆真が先ほどから、この少女に心奪うばわれているという純然たる現実だった。こんな感情──在紗以外に持ちようがないのである。


「……それで、五年後の在紗が、どうしてここに？」


　少女は、駆真が自分の話を信じたと判断したのだろう、ホッとした様子を作ってから、表情を少し暗くして言葉を続けてきた。


「私は、未来から──ねえさまが死んでしまった世界から、来たの」
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あとがき




　お久しぶりです橘たちばな公こう司しです。


　とうとう節目の第五巻。蒼穹のカルマ・和わ解かい編をお送りいたします。


　何度も言うようですがシリーズものです。続いてます。短編集じゃありません。


　とまあ、発売前から「どうしてこうなった」だの「何が何だか、わからない」だの「それはひょっとしてギャグで言っているのか？」だの言われていた五巻です。ええ、まったく異存ありません。表紙のラフもらったときの第一声は「誰だおまえ！」でした公司です。森沢さんいい仕事しすぎです。かるまちゃん可愛いったらありゃしない。


　もうこの調子で高血糖少女シユガリーガールキャンディカルマを一本書いてしまいましょう。





　皓こう成せい大だい付属小に通うかるまちゃん（十二歳）は甘いものが大好きな女の子。血糖値は空腹時で500mg/dl。でも甘いものは止められないんだ。よく目眩めまいがしたり手足が痺しびれたりするけど大丈夫、魔法のインスリンで何でも解決さ！


　そんなかるまちゃんはアリサお姉さん（十七歳）がだーい好き。朝一緒に洗面器いっぱいのホイップクリームを舐なめるときが一番幸せなんだ。


　それから右頰ほおに綿わた飴あめ、左頰に金こん平ぺい糖とうを詰め込んで、ペロペロキャンディを舐めながら学校に向かうよ。もちろんマスコットのそうきゅんも一緒にね。何故かいつもアリサお姉さんと一緒にいたがるんだけど、マスコットが主人公と一緒に行動しないなんておかしいもんね。白い粉（粉砂糖）漬けにして無理矢理引っ張っていこう。


　と、そこで事件発生！　かるまちゃん行きつけのケーキ屋さんから悲鳴が！


　大変！　黒い魔法少女コスチュームに身を包んだ女の子（恥ずかしくないのかな！）が、キュウリのぬか漬けを一本丸々口にくわえながら、ショーウインドウに並べられたケーキに白い粉（天然塩）をぶっかけているよ！


「おーっほほほほッ！　私は高血圧少女ソルテイガールピクルスマキナ！　汚けがれた甘さに末まつ端たん価格グラム十万苑えんの白い粉（天然塩）をお見舞いよッ！」


　甘くて美味しいケーキになんてことを！　なんてしょっぱい奴なんだ。許せないね！　すぐ殺そう！　ていうかどうやって喋しやべってるんだろうね！　心意気かな！


　よし、かるまちゃん怒りの変身だ！（ちゃー、ちゃりらー♪）


「待ちなさいッ！」


「な……あんたはっ！」


「甘い香りは乙女の証。正義の魂心に宿し、今日も今日とて──」


「ぐふッ!?」


　口上の最中でピクルスマキナが倒れたよ。どうやら心しん筋きん梗こう塞そくみたいだ。


　やっぱり塩分の摂とりすぎはよくないね！　みんなで砂糖を舐めよう！


　こんな話どうですかね。駄目ですか。そうですか。





　さてさて最後になりましたが、今回もイラストの森沢さん、四コマの珠月さんの技わざが光りまくってます。イラストはもうご覧になられましたよね？　ではすぐページを捲めくって四コマへゴーです。





　今回はいろいろなことに決着が付いた巻でした。でもまだお終いじゃないのです。


　では、次は六巻でお会いしましょう。
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